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習 告

創立1t 五年記念事業計量に就て

本舎は大正六年参月開西主] ! ; 築協曾と稀し、孤々 の持を悲げ大豆八年一

月、日本建築協舎と改稽し大正拾五年拾月枇図法人の認可を件逐年降盛

の域に向ひ今日に及び、明者は恰も創立廿五年に相営す

願れば此間本合がなしたる事業は相営庚純問に豆り市1: 合図家に衣服せ

し所不砂と自信ーするも のな るが、就中都市計 主賓 施促進とｾ築物法施行

問題、住宅問題、長火災問題、防空問題、建材問題、職工数化問 Ji A"手は

其重要事項のーにして、特に者1) 市計量並建築物法賀施は本舎の努力が JI1

大なる要素をなしたり、文住宅問題は本曾夙に力を注ぎつつあるものな

らが、去る大正拾萱年の交桜ケ丘に於ける住宅改造大博覧舎の如きは首

11寺五拾蔦園のE 費を投じ此種の催しとしては本邦に於ける H諸矢となし多

大の効果を毒上 げたり

更に開東大震災には、直 に調査 員を 派遣し 、貴重左 る研究の結来を#[ 1:

舎に変表し、或は定fl } ，( 住宅の提供をなしたる外各地の震火災 K 就いても

常に肱- 身的努力 を絞けつ L あり

降而昭和八年IUJ 凶に於て防空演習開催せらるるや 、本舎は卒先 して府

! 孫市と共に協力し 、11足脅に参加し叉支那事愛起るや南京、上海の鞍跡を

雨! 交に豆り視察し夫等の結果を程表なす等爾来引綾き防空問題の研究と

諸抱設の促進に努力を重ねつつあり

一面曾誌 「建築と社合」設に図書出版其他各種常設委員合等は年々不

断の制査研究を進め市り、止と等の事項は枚道上に遣なし、斯くて昭和七八

年の頃には創立拾五年記念として各地に住宅博覧曾開催外各種の事業を

なし、中期の盛況を愛揮せしが、今や古今未曾有の世界大動員Lに直面し

て、必に廿五年の壮年j闘を迎へる本舎は、合員数多千を突破せんと し其

の分布は内地は Jたより昨満支に豆 り、合勢際援の? 路を辿りつつあり其

の基礎往々染問となり、岡僅と してなすべき多くの任務と建築家として



多々全々 I殴域奉 公の誠を場すべき 事を深く自覚するものなるが尤も緊急;

を要する防空問題に重駄を置き 、此の記念すべき廿五年の事業となすべ

く、 目下夫々計霊中に して既に一二ー清手中のものすらあり、逐弐其計霊

を設表すべく立案を怠: き、つつあ り

然し左がら本事業は非常友重大問題にして 、私j り本舎の 力のみに ては

共の目的達成に至難の鮎多く 、大方諸賢の紹大の制j賛同と絢l援助を乞ひ

組閣日本の園土防衛に裂さんとするものなり、幸ひに各位の協力と街地使

縫を賜らんことを、熱望して止まざる所謂なり

昭 和 十 六 年 十 月 一 日

ifu : 同 法 人 日 本 建 築 協 曾

十 月 見 翠 遁 知

… … … …  

十月見事は殆んど光成を見たる大織沿線の養豚場を見皐することに致し

ました、 M卒奮って桂¥l 申込下さる様希望し、たします

! 日 時 十 月 十 四 日 ( 火 〕 午 後 二 時 ( 時間不論、時間剛行)

i 集 合 所 大日本養豚株式禽社河内農場

大掛沿線高見ノ里下車南へ約五丁( 急; 行不停車) 官凶女子薬皐専門墜校横

1 見 皐 同場に於て施設の最も進歩せる養豚朕況見皐

l 曾 費 不 要 交 逼 費 総て自排

1 申 ;み 片 J 、ガキにて十月十日迄に串込の こと

。本見書主は f;??見、終身賛助員 、特別賛助員に限ります 合員章は 必す' 網]着用下きい

代人 の参 加は 術 ｉｾｾ￭Ｎ 1 ) いにし主す

。同場は 阪急; 電鍛傍系の怒併にし で本邦に於げ る養豚場ーとしては稀に見る大規模

且つ共設備 の 完全なるはｾｴＮ￧ ｲ 実に値するものめり又数千頭の 内親豚と してアメリ

カ産の 如 きは一頭 数百L聞のものも数頭 あ り従来書人が想像せる養豚方法とは全

く面目 を異に し時節柄廃物利用 の事業として一大革命なりと信す' 百聞は一見し

かすの響、主主ひ多数の御参加 を熱望すっ

令勢幹事合幹事長

ノメ、

' 口I 民 議



伝言r

日

_l:f:三

口

菖蒲池・厚生住宅展覧曾・小住宅懸賞設計競技・入賞佳作者委表

7象て本誌 8 Ｉｾ ｾ筑・誌、 ｊ てに改ぷ募集ＧＱ Ｑ であっ ｔ こ ｊ て氾のＡ以生住宅展設計 ｼ 泊 ｬ 案は 、 令品各Ａなはもとよ

り共の他 の 方 聞 か ら も 多数 の肱募めり 、共 の 地 域 的l亡見ても 、北は北・咋道、魚判的 { t > 始め各地か

らの抗純凶rc 渡り 105 : :wの|鍋笑が集りやすれも皆力f判的ひでめっ Tこ。

約 5 時1101'1: 町渡る陥桁なるを存不正の後、下沼 の 如 〈 入Tt ・佳作者全決定し fこ。

入 賞 ( 災t M1 a : 牌及賞金 200 悶宛) ( 50音順〕

大 木 千 鶴 子 大 i反市 住吉 直昭 和 llij 来 l 了円 8 前川万

音 納 喜 久 治 大 友 l舟三 島 郡j 宇野村大字ノj、路 60 の l

西 浦 重 夫 池田市 北 新i町 2371 番 地

佳 作 G t欣賞牌及賞金 50 悶宛〕

安 藤 金 吾 大［京 市Ａ也 Ｇ ＱＡｦｻ Ｑ Ｚ ＱｾＧιｩｬｉＱＶＶＳ

田 中 喜 八 郎 大Ａｾ反 市東 阪 Ｑ Ｒ i肝1111 19 水子七郎方

中 井 民

稿 知 山 市 制 知 山qZ話中絡所新築工事場

WH言省監督員 詰所

贋 瀬 初 夫 '! 欠Di i 行千五l 山(-1 : 宅地下新田 3

山 口 E  雄 京 都 市 rl -I京 区 栄 紫 週 松 下 町 12帯 地

昭 和 16 年 10 月 1 日

住 宅 展 覧 曾 幹 事 曾 幹 事 長 中 F百

_ . L. .  

良日ノ、

賓 爆 演 習 参 加l 経 過 報 告

過 般、質塚ゴゾレフ場附 近K 於てf J FJ lI Uの賓 爆 慣習 に は 本 i必令も参)JII し、 煉 1[. 造 建 物 1 戸を建設

も凶 ｊｉ ，Ｚせし事は 、 既に御 ￯ Ｑｩ ＹＺ ｷ ｴＮ みでめるが Ｇ 高 日 は新 ｉｈ ｈＱｾ で御承知の通り 約 ＲＰ ＱＱ 余高の見昼募 者あり Ｎ

時局下世に ｬ 羽 ｬ ｾ 一 般の防主に羽Ｚし、て Ａｨｦ，Ｉ 心 の如何 ｲ｣ ￮ｾｾ＠ ｾ、 かを 物 Ｕ Ａ＿ るものであるの

爆 撃 の 結 果、通染 物 K 興へし種々 の影響は 、 逼迫せる 非常 時 局 下、 今後の防護施設に資する

虞多く特に我々廷喋次としては閥心を持ちつ〉あるも ので 、 技術調ヂモ口の研 究の成果 に よ り 近

〈本誌 卜に 共の詳f . 11I { t >被告す。

j祉Iwl 法人 日 本 建 築 協 曾
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審査 技 ・ 入 賞 佳 イ全 国 案

透 視 圃

南 側 姿 圃

入 選 圏 実 ・ 1 ・ 犬 木 千 鶴 子 ・ 犬 阪

1  x  



東 側 姿 圃

西 側 姿 圃

北 側 姿 圃

x  2  

設 計 概 要

提示セノレ試案ノ、勤労生活者家族/ 休

息 ト園祭 7 中心 トセノレ宮華民的家族 生活

ヲ本敷地ニ求メタルモノナリ 、 スナノ、

チ住居作業部ヲ軌 トシテヨキ意味ノ倹

絡アノレ生活様式/ 解決ェ資セリ 。

敷 地 13統地

家族御成 夫婦 ，!] 、(共 3 人位

建築面積 100M"  

十待 3全 通 風、採 光、探 媛 ニ 留

意セノレ和式木偶造

入 賞 圏 実 ・ 1 ・ 犬 木 千 鶴 子 ・ 大 阪
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卒 面 圃 ・ ( 縮 尺 1 :" 1 5 0) 建 鎌 10  0 卒 方 米 ・

入 賞 圏 実 ・ 1 ・ 大 木 千 鶴 子 ・ 大 阪

180 一 一一一一

3  x  



透 視 圃

平

設 計 説 明

商 2費用的デ質素堅U 7' 旨 トシ、有 効

面 積 7 大ナラ シ メ、 l廊下ヲ縮/ ] ; > シ能率的 = 各 室 相 互

ノ 連 絡 ヲ 合 理 的 ニ 且 ツ 倒 立 性 7 有スノレ機ニ勉メタリ

敷 地 北 側、 西側ニ公道ヲ有スノレ⑬ヲ撰

定ス 170 坪建J i f 99卒方米、物置 1z手方米

家 族 夫 僚、老人 l 入、子供 2 人

外 部 仕 上 木 造 平 家 建、 屋根瓦主革、壁モノレタ

ノレリシン仕上、竹 下 地、基礎見エ鋪リモルタノレ仕上

x 4  

入 賞 圃 案 ・ 2 ・ 音 納 喜 久 治 ・ 吹 田

木 部 耐 火 木 材 ペ ン キ 容量仕上

内 部 イ 土 t  床 和 室 P 宮ミ敬 、洋 室 悲 所 ホ ー J レ

股衣洗面十余側板張リ 、天 井 fn室 生存像 、其 他漆 H食事量仕

上、壁 和 室 糊 壁 及 押 へ 、洋 議 其 他首長H食事在、但 浴 室 床

壁タイノレ j長、玄関床腰タイノレ 1長人 主主所床腰一部タ

イノレ張リ 、便 所 改 良 汲 取 式、筒 防 空 建 築 規 則 ニ 依 リ

Ni!，骨量ス 、 防空壕ノ、築山ニ設 ケ ノレコ ト 、ν 、 防 火 水 槽

砂 、燈火管制j ニ備へ 、各家ニ雨戸ア設ケタリ。

南 側 姿 圃

北 側 姿 圃
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入 賞 圃 案 ・ 5 ・ 西 浦 重 夫 ・ 池 田

設 計 段 明

1. 敷 地 ⑮ 放 地 南 及 東 = 公選アリ 。 面積 170坪

2. 建 坪 一階75. 5m
2

二階22.5m
2

物建 2 m
2

合

計 100m
2

3  家 族 夫 婦 子 供二人 老 人一人 合 計 五 人

4.  平 面 廊 下 ノ 節 減、各室ノ獅立性、佐 室 面 積 7

特 ニ大 ナ ラシム 、動線/ 闘滑性、通 風、

採光へノ考慮

x  6  

透 視 圃

5.  特= 考慮セ ν 里占 押入ノ面積 7 大ニ 、 タンス置場/

スシ駄考慮、姦所土問及戸棚 'JJDi ク、妓室長/ 隔離ト

濁立性茶/ 間板間ノ活用( 茶ダンス及鋭謎佐場、 ア

イロン 用3f)

構造ノ平易除、 家相上 ノ注意( 卒面辰己目長 卜鬼門線

ノ忌避〉

6.  構 造木骨外部大壁( 竹筋ラス) 内部員壁二階

建 以 上

東 側 姿 圃
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西 側 姿 圃

北 側 姿 圃

南 側 姿 圃

入 賞 圏 実 ・ 3 ・ 西 浦 重 夫 ・ 池 田 ・
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透 視 圃

設 計 説 明

zf三 師 苦| 訓 凡 テ 家 族 中 心主義 7 採用シ 、住 居 面

私?ヲ特= 大ナラシメ 、各家ノ綱立ド1: 7' i七，Ef セ リc倫 仰 人

ノ稲美R7 ' 特エ研究シテ 、凡 テガ1 ! l ' 質的ナノレア念級 卜ス

敷 地 ⑪自主j 也、面 積 140坪

東 側 姿 置

佳 作 圃 案 ・ 1 ・ 安 蔵 金 吾 ・ 大 阪 ・

家 族 夫婦子供 2 人、老人 l 入、計 5 人

建 坪 l  階21 .61坪、2 階8. 14坪 、物 置0. 5

坪 、合計30. 25坪( 100mり

構 主主 外 部、 木' 自 2 階建、大壁瓦葺

内部、民壁竹下地、改良 式放取 便 所

浴樽長州釜

9  x  
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佳 作 圏 実 ・ 1 ・ 安 競 金 吾 ・ 大 阪 ・
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佳 作 圏 実 ・ 2 ・ 田 中 喜 八 郎 ・ 大 阪 ・ 透

設 計 説 明

符平時面敵局ヲノ下i考窃慮芸ノ霞化シ大マ，佐及シ=ヒタ鑑。，資坪ミ材ゲ221鍛制ノ

関探目的ノリ限ト度シ，ニ於座倍式ケテ生ノ，レ活立最大式利ノ理用長ヲヲ

，短ヲ ノ合 化

ヲ計 リ，採光通風= 注意シ，

各室恭= 。充衛分ナ生的ノL轡見地人ヲ取リ設居

ケマシ タ ヨ

聞，老人家，子供室等ハ南西

シ， 主婦加仕事主案婦( 居室胡〉茶ノ

間ハポシ， ヨリハ子

供へノ在意，茶ノ間へノ連絡

多供人室数ト集共曾=宣ノ; 室場合ト茶シテノ間利，用子サ

レマス ｅ 。。 ｅ 子茶ｾ供室ハ机ダ本棚書壇官及図ヲ設 謹サ
ヶ， 勉 ペ ラ ン ニ

レマス ノ潤 = ワ傍
東 側 姿 圃

居所ヨリ 「ハッ チJ ヲ設ヶ， 選所

間= 連絡サレマス。

塁所/ 位置ハ特= 地面シ各

室ヘノサーピスヲ考慮シ，庇

アル洗濯ヲ設今 ，浴室ヘノ焚

ロトモナ リマスコ廊下ハ居剖

ノ一部 トナリ， 高サ6尺5寸ノ

1スクリ ーン」ニ使リ仕切リ

之レニヨガリ居得間ノ! 覧室敵， i泊

胎ノ探治 ラレマス。

便所ハ在来ノ IJ、住宅プラン

ヲ離レテ充分ナノレ徐俗ヲト リ

女中室ハ西面シ三1防= テ釣抑

人客〈へ連ヨノヲシ設絡隠、E床ケヲE.考ニノ5慮聞モ1<]縁利シE側用マノ取サシヲ設次レタ，。マヶ選父，ス来所老a  

鋳部リj栗ー這石ト地百木チ形土造t  

僚リ主コ主ト シ

南 側 姿 掴
:ノ9

官耐ワノ:矯

経下 ヲ除ク他出来ノL ダケ床

下換気孔ヲ大キク取ノt - ) 本

活相小屋外部銭網モルタノレ

!!fj リリ シン仕よ，窓廻リハ

出来ノt . . :ダケ雨戸ヲ ( 欄間共

用〕多 グ設ヶ，防空ニ於ケ

ノL 便= 共ス。一部盗維除木

裕 子付，屋棟地瓦fi4寸品分

伝，}r!!c内部金物不足ノ字引遼

及引戸ヲ採用( 一部開キヲ

用フ〕洋ｾ床縁甲級張リ，

墜プラスターペン キ仕上，

天井テツス張 3 家具一部ラ

ツカー仕上。相室自主漆喰塗

リ。柱其他木部生地仕上，天

ヂ Ｑ ニｾ卒線天井。浴室タ イル

張リすのと敷キ，舟底天井，
北 側 姿 圃

玄関床堕緩煉瓦敷便所e沼相

式改良便所。

想人定供:.!家-建族1人碍9曾。9枇老:!4人員m] 2人夫。漏女，中子1  

x  1 2  
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佳 作 圃 案 ・ 5 ・ 中 弁 一 民 ・ 福 知 山 ・

E安 計 餓 明

主 旨質ｴＧｬＧ，快ｾタルト共ニ健全ナル生活ヲ保持ス ペ グ敷
地位置ノ 手IJ ヲ得，心ノ安息所 トシ テ鐙梁タルコトヲ主旨 トス

般 地 風 致 地 区 ノ一角，敷地面積J 10. l i f ，敷地番w. 第13，北

及西側道路。

苧 面 計 費 和 洋 折衷式生活様式ヲ採用スコ居間ヲ 中心ト シテ配

穆シ，東側= 子供室，主人主婦寝室，西側 =六帖客間完走茶ノ

間 ヲ北側鶴下ヲ距テ、玄関，便所， 祝育所衆腕衣所友浴室ヲ

採ル，西化偶= 塁塁所ヲ設ク墾所ノ西日ノi直1f tハ道路沿物置ニ

依 リ 叉随 時護側 等ヲ設ケ遮光ス ｯｾ 所モルタル仕上土問ヲ竿
鮮 トリ カマド及浴室習をキロヲ設ク。

x  1 4  

透 視 圃

疲奇言及子供寝泊ヒ廊下南国 Ｑ Ｑ ニ ＶＰ ｣ 出シ 地袋 遁リ 付 ケｾｾ及子
供勉強用本側旬立机ヲ附ス3 畳敷毛ハ全テ居間!廊下等アリ床

高30c 上リト ス2 延面積D9.5平方米、

基 礎 i申l葉地形コンクリ ー トー ト釘。

床 樫 橘甲板，タイル及モルタノL 仕上。

ｾ＠ テ ツグス， 砂 ｾ 及モ ノ ｴＮＮ 6l J t.-) ・・・内割' 1，

モルタル リシン仕上・・・・・舛 ｾ ｏ
天 井 テ ックス，漆喰及苧縁天井。

小 屋 組 和 式 小屋

便 所目立取式改良健所

家 族 5 人，夫婦，幼児一，趨民事校沼恵ご， 女中ナシ

以 上

南 側 姿 圃

北 側 姿 圃
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佳 作 圏 実 ・ 4 ・ 辰 瀬 初 夫 ・ 吹 田 ・
透 視 園

段 計 説 明 家 族 夫 自iii 、小 fjl.: 2 人、女 '1' 1入、計 5 人

敷 地 第13放敷地、170. 0坪
俳 誌E 木造平屋建日本瓦説、平日小 屋

建 坪 建 物98. 0平方米、物託2.0
2
p. 方米 仕 上 外 部、腰人法石洗仕i壁漆喰豆砂入後務

計 100 卒方米
内部、床4星放壁砂壁、天井純縁

北 側 姿

南 側 姿 圃
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佳 作 圃 案 ・ 5 ・ 山 口 正 雄 ・ 京 都 ・

設 計 段 明

間取ニ就イテ、 w式ヲ主トシ 、家 族 本 位

/ 間取トス。冬ノ寒サヨリ夏ノ暑サノ震メ

ニ通風ノ! 駄ヲ第一ニ考慮スノレ。旅客用 /1議

接 ハ サ ン ル ー ム ニ テ 鴛 ス 茶 / 問 ノ 一 隅 = ミ

シン落、折 9 タミ式アイロン選ヲ設ク 。

建築面積 l 階、 100平方米

構 造 木 造 平 家 建、基礎コンクリー ト

造、屋根、和 小 屋、瓦 葺

仕 上

外部 大壁、竪君耳目板張、上部漆喫主主

内部壁漆喰訟一部人造石研出 、天井

梓線天井、床、昼激及板張一部

数物敷、人造石研出

浴 室 長 洲 風 呂

便 所 汲 取 式

北 側 姿 圃

x  1 8  

透 視 圃

東 側 姿 圃

西 側 姿 圃
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菖 蒲 池 厚 生 住 宅 展 ・ 懸 賞 設 計

入 選 佳 作 圃 案 の 批 評 座 談 曾

厚生位宅展幹事曾幹事長 中 西

出
同 幹 事 附 田

同 岩 イ左

席
問 i司 官1)

同
A、 林

者

!J 、 林同

同 増 ｾｬｬ＠

( 閥西急行電気銭道株式曾 iit!:) l)uJ 1登

J _  
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孝

信

頴

新

良15 ( 本 合 常 務 〕
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fflJ 

清 ( 本 合 常 務 〉
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次

一 一 一一 一

昭 和 16 年 9 月 4 日 ・於 建 築 協 令 制 定

中西一一本タは過日待jJ 審夜をWJ' iひましTこ「菖7I I j

地厚生位宅展覧合」の懸日| 函l案 vc 入賞並{ 封午 lと選

ばれましにi副案を中心 にして審益の御態度なり又

御批評なりを伺ひ? こいと忠ひまして、此の座談合

を聞くこ UC致し? このでありますが、此の座談合

ぞ以て綜合的の批許lて致し? こ い と思って居. りま

す。共のお積りで皆様の御批評なり御感想な りを

伺へれば、甚t.: 結構 l亡イ子守る謹であります、どう

ぞ宜しくお願ひ致します。

どう去よ、風にしてお話ｾ進めさせて戴いにもの

でせうか、やはり入賞し fこものから逐次お訴をお

伺ひまし ｦ こ らど うでせう か 、 ｾ ｾ の ｜ｩ ｊＡ ｩ て は佳作の方

にお訴が11tt ぶこともとき' いませうし、選 fC入らな

かっ? こ作のお;活iても移ることがある fごらうと思五、

のでありすが …。

岡部一一如何でせうか、故初j純、謹的の批判i : ' さ

して戴いて、それから逐次詳細に豆って行つにら

どうですか。

中西一一結尉ですなア。それでは先つ' 岡部さん

にお話を蹴ひます。

阿部一一意外l乞作 山良い作品が寄せられましに

ことは大経婚しく感じて居ります。近頃主II築家の

皆さんがい: :むと云ふことに非常 fC: } J ｻ･入れてＪｾら

れにとぷふことはどの l判断をよLましでも現れて居

るのでありまして 、共の組手、大経結構fごと思ひま

ナ。イＱｉ Ｎ ｴＮＺ 肱非Ｎｸ Ｎ， ｦ 者Ｉｾが規定を十分婦に入 ｦ｛ てｼ剖案

をせられてゐないと 云 」、思!i がゐるのは非常に漣念

であります。 |凶i築と しでもなか-. . . . . . . . . --佳 〈出来て居

るし 、平匝なんかも大抵 よく躍って居るのであり

ますが、規定に方伎は北の方をJ てlてしで呉れと書

いであ るに拘らす¥下lてなって居つ fこれ 或は面

積を制限されて居る l乞拘らす¥共の11tH限 l師杭を崎

過。して居ると云つにやうなことは本人の不注立か

ら-5l 0 こもの? ごと忠ふのであ ります。共の貼将来叉

懸賞| 叫築にl臨募せられるやうな諸; i !.はんlて注芯を

せられて、規定を 1. 分t L V.貞陀入れてから h¥計築に掛

かられる必 要が ゐると云ふ こと を私はｾ， ｬ￭ 切に ｩ｀［ じ

て出るのであります。

中西 一一今お ［ｾｦ， がゐつにのですが 、 私として締

括的陀 rll J .. _ f グ? こいのは 、今度の審奈t L '1首りまして .

恭子日ｌｬの各位 が 従ｾＨよりも非常に買ー殺な態度で翁 ｪ

審裕 l乞相成 れ今までは蔑しろにされて居つにや

うな坪数の如きものもそれえ/ ー.. . /.1 ji lX訟に計算を

して就いにと : i d、や うなことも 、此の容脊の結 果

1  x  



を光輝ゐらしむ る とに結峨な こ と〉存じて居りま

す。

周囲 一一一面債を般互に見Tこと 云ぶ こ とは、之を

貨現すると去ふこと が前提陀な って昂るから 、特

iてきうし? こ課でゐ りますなア。それに今度の懸賞

募集では メー トルj j ; l J即 ちWJ 西ILrJ rて近いものを探m

し? こので 、耐; 合一般の家を建てる人 、特 tて闘西の

人は非常に参考になる fごらう と思ひま す。共の黙

に於て此の懸賞募集 と云 」、のは非常に意義がある

と思うて居る のであ りま す。 i古j 時花賞際に建てる

ことを前提として居りま すから 、若し少 しでも超

過 し て 居 り ま す し 是は建? こなくなりますから 、

審益長や阿部さんが言は れるやうに、坪教のこと

を非常に股重に検奈 して 、之に合はな いもの は、

佳いプフンであると言( まれながら 、落 ちたのは 、

さう A ; 、事情κ 回る諜でありますな ア。

中西 一一今度入還されにのは 、入選と云」、柴塁手

とi巧時に賞現されると云」、貼に於て 、足I築家と し

ての立場から非常に愉快なこと Tごと思ょ、のであり

ます。

岡田一ー さうですな人愉快なことですね 、そ

れと同時に臨募する方も 、今度のl監募規定を見て

{f :宅展を 聞くと 云ふであるから 、宜際的なプラ ン

でないと 、今迄のや う陀J ] J ! . 惣的フ・ラ ンをI - l ' ，しでも

泊らないと 云ふや うな l噂をして居つ?こ ゃ うで あ り

ますなア。

岡部 一- f f 際 さうでなく ちゃならぬのですな ア

懸賞募集と 云ょ、も のは徒ピ案を募集 して、共の位

|白|案と してのみ殻去するのでな しに、賓際f ' C建て

られな〈ちゃならぬ。今度のやうに自分の一生懸

命にやっ? こ肱l案が'詰遷 して、そ れが宜| 際現場lτ 建

づて居ると云ふこと l亡なれば、非常に愉快fごらう

左思ひますね。

岡田一一ー之を直ぐ建てると云ふことなると、飴

b先走って居るものはいりませぬし 、現衣のもの

より杓々 先へ行っ て居 ると云ふf立のもの雪組ふて

居る諜ですなア。

中西ーーヲ去に「入J U の中( -c k l' l が入つにと云

ふことは斯う去五、時局下に在って、非市κ 語、義が

あり、 i司時l亡大秘結構なこと〉存じま T 。

岡田 一ー さうですね 、こ のノ'c ，j，ィff il 竹中コ ..1務J.1. i

1ζ 奉1議されて居って 、乱喋工翠技術研究所 K 過つ
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て研究してゐる熱心な女性です。

中西 一 Ｍ ｴｾ から 、小 林Ｈ清Ｉさ ん、 周回さんが

非常に功持者の立場に居ら れる語であります。

岡田一一それは雨小 休きんですなア。

中西 一一本宮です。

岡田ー一一i拍ilても矢張 り婦人で入られに方がゐり

ましになア 、東京の方で - 。

中西一一ー墜合のアパ ー トの j醇賞設計fごつにです

か。

岡田一一マア ・協令の25年を意義附げる こ とにな

るか も知れ ませぬね。

阿部一一勝* 住宅の設計なんかは婦人で宜い の

ですな ア。

中西 一ー さうですね、是で魔醒される方が津山

あるでせう。

岡田 一 一叉|尚喜善のカがあれば、寧 ろ釘s 人の方が

宜いかもう、11れませぬね。

阿部一一近頃k 場校の生徒なんかは自分謹の住

宅或は借家! とし て も、どん な平l酉闘のものが宜い

かとス・ふこと を先生から説明 されτ 、私の娘なーど

も主lt f ' C 重いて居りますが、ちょっ t 見 ま す し 女

嬰校の 4 年生や 5 年生位になると、相官しっかり

しに干 ｦＱ ｾ￮ｬ 凶を ｭ きますよ、克も高所のことばかり

考へて 、 その他の一般的のこ主は官会り考へないゃ

うですけれども、 ｾ 所のことに付ては非常 ｬ モよく

砂防工して居ります。 ｾ ｊ 烹の先生が 料四を教へると

j，ij時に さう ; えふことも教へ るのですから 、賞に JTj

い所があ りま ・すよ、将来は自分の家主ナ建てる時に

は制人が設計百? す る主共に建築家に斯う云ふもの

を? 建て fこいと 頼むや うになるのでないか、叉それ

が本首でないかと 思」、のです。

岡田一一一本営ですね 、直接自分に影響する所で

ありますからな ア。

中西一一今M人入選考のお話がIHまし? こが、 日

l々 U援の指導対でゐらっ しゃる 竹中の小林さん、

何かお訴を伺ひ? こいと思ひますが。

小林 〈三) 一一一今 まで徐 り共の方に力含入れて

ゐなかっ?こ e:云」、雄ひがありはせぬかと思ひます

ね、 もう 少 し1f l蛍な女流作家があっても宜い頃で

ないかと思ふのであ りま すが、偶々今度 l 人入選

ーされ? ここと は非常に結構なこと fごと思ひます、ね

共主f際f ' C ｾ［，ｾ人が ｬ 叫商をヲ ｬ いて居る所を見て居りま



すと 、割合に性宅のプランの脊込が早いのです 、

是は賞際生前を男子よりか女子の方が痛切に感 じ

て居のでないかと思ひます。 さう云 iふ、貼やlはま り克丸郎1J ?  

人の納制ｼ防力か＾ｾい、刷 ｉ 走経 Ｕ主 ｦ をを＿働かして Ｑ貰Ａ立 ｌｾ ふ、ことは ｦ是よからの ｴ杭 t: :  

:宅t 匙喋κ 相

ゐりまナ。

今J1.t の審ヲf . I 乞詰りまして、私は併さんに附随し

て見て行づTこと云」、形なんですが、4 時間乃至7 ，

8 時mJ の審茶に於て、 どれを見ましでも作家の努

力は相官［践はれますので、本語 ｾｖｃ 審奈佐さして戴

〈ならば、 もう少し時間が欲しいなアと思つ?この

であります。と云 i 、のは、 一 々のプランは相嘗考

へて居るやうでありますから 、t&jl ま之を? 精細l乞或

はエレヴエ ーシヨンの虫日きもプランとよく主すJ! 夜し

て見るとか 、或は之を貰施する場合に果して此の

依使へるかどうかと云つにやうなことまで 、質は

無理であるかも知らぬが、或程度見ること が ＱＱＧ ，＿ｪｾ

ｔ こ ら 、 大経 ｩ す ｩ ，ｪＮ Ｚ ｉ｜ｈ ｾ つ ｦ こと思 ｩ 、 のであります。共の

謹従＿ｪｾの怒奈 陀 於てはどうでごｾいまし ｦ こかな 、

皆さんは御経験を して居られませうが、除り時1m

ｾ取ってはどうと云ふやうなことはごぎいませぬ

でしにでせうか。

中西一一ー大韓あんなものでな いですかなア。

岡田 一一ぞれは杢 〈各業主? 精品IHVC見なければ、

本宮に甲乙は附けられませぬね。

小 林 ( 三) ーーさう云ょ、場合がありすね、貰際

良心的に見まして 、之を 11) 忙し之を乙にすると云

ふこ主は作者に封して非'i ;i; VC it¥f まぬや うな主主がし

ますね。

岡田 一ー さうするし結局短時間の雪辱奈の場合

はパ ースでも締麗iて重いに人が11;f: 1 j になりますね

噌山一ーさ うです、短時1mの場合はやすか注意を

51いに方が得ですなア。

岡田 一一| 剖笑の描きブJ は拙くても、質討むと住い

プランがある 苦ですね、:h¥:は2S? と詰って 、|剖共の

ものに偵値があるのでなく、建物 fC:: {Vi1DJ: があ るの

ですから 、描き方は羽II < ても 、プランカ: ( まけれ

ば宜い詩ですね。

事富山 一二一それから製凶の力ばカ寸でない色彩

です、きう云ふものが上 手にやっ てあると、さう

云ふもの〉下手なも の と比較 して、 非常に優秀に

見える 、。f' し茸際建った時にはなんぽ製|泊!が下 乎

でも 、内容が整てつ居つにも宜い語であ りますな

ア。

それから入選の御婦 人の話が色々出まし? こりれ

ども 、住宅のプランを重かれる方は比較的年齢が

若い訴に 、夫街? に子供が 2 人なら 2 入居って 、そ

I れを毅育しながら、自分の家で暮して行 〈と 云 ふ

やうな 粧験が少 し叉之を 葺かれ ｔ こ人は湛 Ｎ，ｾ 矢闘

な言葉でありますが、位宅らしい家に佐つ fこ経験

が無 〈て、借家のや うな極〈 単調なものにお佐ゐ

にな C て居るものですから、自分の重〈闘案に賓

現性の乏しい想、f象的な部分が官余計 lモ入って、賞際

と掛離れにものが出来勝になります。きう云ふ義

から 言ひまして 、居住ゐ立働き 、色々な家の行事

と云ふものにー ん首綴めて綜合的K 考へる t 去ふ

ことが少いと云つにやうな嫌のあるものが 、従来

護表され? こ懸賞ものには多いゃうでありますが‘

今度のは通覧して見、ますと 、賞際に即して、賓際

的のnrJ取が多いやうに思はれますね 、共の黙従来

の住宅の懸1 ' t プラン より佳い認であり ます。議所

なんか 、男、の人はA基本的な車問としてはるご込んで

居るりれども 、 賞際自分で庖了をＮｊｾって料到Ａをし

? これ或は物も洗ふとか何とか云ふ作業 主? せない

から J さう去ふ賦より 言 へば、貰際男でも 議所の賓

臓を肢ぬと 、本省の建築技術者1 張所の経験持、

姦 所 の五 ｾ ｉＢ｝ 家と云ょ 、ニと は言へな い ｦ ご ら うと思 ょ 、

のであります。 ・ Ｎ，ｾか ら矢張 ｨ 若い 人 も議 所で立働

いて、 瞳験して? j ( ないし {1: 宅担築家の費併を得

られないゃうであります。

中西一一 そんなこ t まで立入る色 、奥さんから

叱られま すよ。

場山 一ー さう 三ふILi j題全勉強するの? ごから 、奥

さんから褒めて11はぬといかぬ。

岡田一一一杢〈さうですね 、1!f際やってゐないと

。

小林 ( 三 ) 1  I丙i{ 1 : 宅を廷でられ? こ方が必十言は

れることは、もう 1つ建て? こら灯きなもの が建て

られると云ふことでありますが 、 ｩｨｾ り ｬ ｭＺｩ建て 、

経験を積れる認ですね。

岡田一一それは さうですね。

小林 ( 三〉一一 しょっちうそれを聴かされます

ね。

士宮山一一 2 年! Ll 1( ちれやこれや有 らゆる 自分の都

3  x  



合を考へて、殆ど必死になって設計をし て、 それ

に携る者は皆一流の者を寄せ集めて建てTこものが

5 年経つにふもう薩張りいかないと云ふこと忙

なつに 、それは飴り考へ過ぎて 、話り其の聞に時

勢 が 鑓 れ 自 分 の 暮 し向が経 り、思想、が護っ て?j(

7このに封して全 〈融通性を無〈 してしまっ? こから

でありまして 、絵り きっちりしても! 日とり路が無 く

なって困るやうなこ主があります。

阿澄一一確にき うですね、私は 2 温建て まし? こ

が 、 季初 査 所廻りはぐるり に道 ｊｾ ， を皆置い ｦ こも宜

い主思」、て建て? このですが、家内が言ょ、のに、あ

っちを向い?こり 、こ つも を向い fこり 、き りきり舞

をしなげればならぬ左云ふことで ，2 週間には相

官考へてやっ? このですが、矢張 り子供の闘係や色

々の閲係で叉従っ て来fこ。それは何週建て〉も j，-ij

じこ主ですね、段々境遇も 鑓って米 ますし 、年が

寄ると考へ方がj主って朱ますからね。

場山 一一それから 小さいも のは小さいものとし

て取扱はぬし立誠な大きな邸宅を小さなものに

猷縮しようと 思 ょ、? こら、非常に無理がHr*ます、

小さいも のには小さいも のと しての根本的の性質

がありますが、共の結がよく 11m主へられることが

ありますね。

岩佐一一杢 〈さうですね、私ももよいもよい行τ

宅を扱ひますが、私が私久: の耐il 長の2誌を見に行つ

＿こ時 ｴ 亡 、 君 、 自分の家主＿建って位ん ｴｾ こと がある

かと葉、かれて 、ま f ごご ぎいま せぬと 言 五、し自分

で自分の家会建て〉其鹿に住んで見fこら、自分で

やつにことのいりないこ主も分るけれども、唯岡

部ばかり写 |いて、他の家主? 建て fこって何に なるか

と云ふやうなことを言はれ、ぢや一つ家を建て〉

下さい、私が入りますからと言って笑つにことが

あります。さう云五、風に他の家ばかり建て〉も、

自分ｾ ｾ 誌を建て〉見なくては駄目 ｦ ご とよ＼ ilLf: 長 l乞

言はれ にことがあ ｢ ます が 、 大韓 ｴ ｬＺｾ ご ｛［Ｑ ＱＺ ねーでは奥

さんに御断! 係 l乞Tよって克つ? こ方が、i長所や容¥L¥Iな

どに付てもよく訴が付かれます、御主人と fごけ相

談して居りましでは 、主主: 所なんか の方は胤係あり

ませぬし、矢張り 墓所廻りのことは k の方が闘係

が多いのでありますから 、私は何時も|副商を引〈

場合 l乞、土木家も建築家も多少女のブJ が混って居

ると 宜い主思 i 、のです。私の方はまるきり女の人

x 4  

は採用して居りませぬが、今度の懸賞に大木さん

と云i 、女性が首ってゐるのでー驚い? このですが、徴

j村令で段々男の人が無〈なりますし 、合祉建築左

か、ピJ レディングなどはどうでも宜いげれども 、

件宅は直接女の方に 、最も闘係が多いのですから

。

岡田一一又同 じ様な家族の構成でも暮 し方は皆

注ひますからね。

中西一一住宅の設計¥ 殊に墓所の問題のお話が

盛になりまし? こから、一つ懸賞の方の本論に話を

戻して戴きますと、結織であり ます。

宅山一一一般論は此の溢で止めますか。

中西 一ームー性の屑: : e 持つゃ うですげれども 、先

づ大木君の築を見ましに時に 、何よりF- l 1' L幸子〈こ

主は、南I Ci ，( ・闘を持って行つにこと、又汗=式の古¥1

分と 盛 式 の 部分とを 、 ［ 土［闘 ｢ＮｾＨ ｜ ｉ，｜ｾ の左右に分りてゐ

ることなんかは非常I ' L ｴｦｾ 巧 ｦ ご つにと思ひます 。

岡田一- J 止は確に宜いですなア。

小林 ( 清) 一一この大木君の! 副笑にはねも感心

して居ります。此のプランを見ますし先程中西

さんのお話がありましにけれども、家族の寝室の

部分し 電 装 ｜ｉ ｊＱ 使ふ ＱｾｻＱ 分と分りて居りますし、二土 Ｚｉｾｍ

{ t >入つ fこZR?Z りに直所、 浴室、便所などの作業部

分を極めて !fJ t つ? このも非常に例巧fごと思ひま す。

私は懸賞の規定lて比較的飴裕のある国民位宅の理

想、案を望むとありまし fこし 、それにや〉近いも の

でないかと思うて居ります。と云ふのは 、一般的

l亡見まして、懸賞プランの通弊として出来るピげ

部屋敷や操教を多〈し 、押入の教を植さうとする

傾向があり、殊に是が展覧合として賓現きれる場

合 、之をナ員r.:f<め る綿lての人が矢張 りi司じやうなこ

とを 要求するので、さう云 i 、所を狙って 、共の家

の生日の仕方と云・ょ、ことも考へ宇陀 、懸賞に迎合

する筒 ｬ 乞欠鱈 ｴ て部屋重立を取っ ￨ｾ えよ 、 やうなのが可

成 あつ? こ や うな主主が致します。共の鈷大木君の案

は生活の様式までコンパクトI ' L 考へて居ると思ひ

ます。

中西一一大韓部屋を多 〈する 詩に 、かへって失

敗する例が多い様ですね。それから入賞の外I ' L 2  

階建が一つ佳作に入って居るのも 、私は結果から

みて拘ｉＧｌｾ杭 型 ｦ ごつ ｔ こと思ょ、のです。

岡田 一一 2 階家は l 階主比べ fこら、 どうして も



拐ですね 、i語科同情して見てやらぬと。

中西 一一大本J l の2住民民りま すが、採光の臨も

褒めてやれますね 、30坪梓 l立のもので 、南から 入

ると 、南向の部屋を潰す こと が多 いのですりれど

も、オとはうまくやって居りますね。

岡田一一 北から 入るのはいかぬですね。

小林 ( 清) 一一玄関が陰気になってね。

噌山一一共の代り各部屋部屋が灯〈 な りますり

れど。

小林 ( 清) 一一殊に腕いヴエラ ンダ ですが 、 そ

れを取っ ? こことも 坪;散l乞制限されて居るから 、部

用を? 大 きくすることは/ " P ，米ないし 、あ〉 云」、風な

広ｾの良 い郊外地で 、 天主主の好い時には共庭 ｬ 乞 家

具 を:， 11'，して 、戸外の民需とし て使ふと云ょ、 アイデ

ヤはなかなかょ いと思ひます。メ. J も伴作 l亡も さう

ム; .A、例 があ りますがね。

宅山一ー さうですね 、プランと しては賞際的で

すね 、 日首りの開係、夏の涼しさと云ょ、や うなこ

とを考 へて居るら しい ですね 、マア 無難な作です

かな。

中西一一ぞれか ら鬼門 をillH1でゐ ますね 、鬼門

と言つ に ら叱 られ ますか広 、一般の 人の服が る平

岡形は避けようと して照りますね。

阿澄ーー まt.: 褒め足らぬ所はありませぬか。

同部ーーーも う此位で宜いでせう。

小林 ( 三) 一一後 り褒めると 増長 しますよ。

阿部ー一一人前になっTこと云ょ、課で 、将来に影

稗 しますか。

小林 (清) 一一屋根の架 け方はど うですか。

岡田一一犀根の架げ方は依りう ま〈ない。

阿澄ー一ー此 の 淵1日の天ヲ|ーは少し高いのですか。

小林 ( 清〉一一向いですね 、片流れの尾根が前

方へ来て居るやうな恰好です。

岡回- 一外F

阿澄一一「州P，刊司来ミ-上上つ?仁こ所はちよつと合F月町lド: み?仁こやう

な感じがしませぬか 、此の屋棋の工合が. 一……. 一….日.。

増山一一是は飴糾底即.せぬと L、かぬかも 9:11れま

せんね。

×  

中西一一次は育評j 羽の !日l架はど うですか。

小林 ( 清〉一一音納宥の| 同案は 、玄関を最もプ

ラ ン ニ ングの仕易い北 の 、而 も ｾ ｉｉ 穴 Ｚｋ 持って ＿Ａ＼Ｚて

玄関ホ { ルぞ各部屋を結び附ける廊下と笈用にし

?こ所が非常に宜い思附Tごと思ひます。その需通路

面目t{t>節約 I+'. 米て 、居室の方が多 〈取れTこと 云ふ

こと はプランの優れに所でせ うp

岡田ー イ 憶を 5 つ も取って居りますね 、品敢

にしても多い方ですね。

中西一ー さうですね。

櫓山一一便所が水洗式でない場合! とは 、 この位

置 では飴程考へぬ と、臭気が閑るね。

岡田一ー さうですね 、イ更JiJi" は一寸・下手ですね。

阿部一一ー此のノj 、さい 家lモ犬張り茶Rむを排へて、

怖を切っ7こ所は而白いね。

小林 ( 清 ) 一一 いや、この 6 ljl /iは茶のIi'dで、 こ

れは腰掛式 の コタツでせう。

守山一 -w: 位 l亡ゐ?こりな がら 、食事をしよ うと

云ふのですな。

中西一一脚を突込むのなら 、 もう少し貯ι <J r51.つ

にら宜い。

岡田 一一ー さうですね 、併 しな がら 3 尺角の距能

はあ? こるのt.: つTこら、工合が悪いですね。

堵山一一 2 尺角位が宜いのですなア。

岡田一一屋根をもう少 し簡皐に しにも宜さきう

に思ひますね。

小林 ( 清 ) ー→ 4 泌 物切妻は要らぬ。

岡田 一一/1'，窓に庇が/+'，て 居るのですからねヱ 、

ti ・|亡廻って東側の方ですか。

×  

中西一一四i l lWの 2附次を議題忙 しま せう 。

岡田一一ぶ閥はぶ向ですね。

小林 ( 清〉一一jとl土さっきの と同様玄闘の ホー

J レと居常の前に ;(1: る縁側と結び附げ て通路商杭の

節約を li; ，ii って日りますね 、主1'- 教が制限されて、む

つかし〈なると 、 さう云ょ、新し い境地 を開拓して

行って宜いと思ひますね。

日 ｷ 子供ｾそが革 ＱＱ 需である と 云ふ ことはどうですか

是からの了-1J J : 念入れるの iと何 とか して洋室忙 しTこ

い ものですな了。

岡田一一共庇は阿部さんなら ・嘘でも切ってと; ぇ

ふ庖でせう。

小林 ( 清) 一一院は茶のIJ.nK 切ってあ りますよ

岡部一一良 1-1ＧＱ て ね。それも茶の 間 ですか。 ｦｲ￯ｊ ￆ， Ｇｾａ

ですか。

5  x  



小林( 清〉 一一- 3 ｾ［で板聞が ついて 居ま す 。

阿部一一子供与をは賓際やる時には洋間にし にし、

所ですね。

岡田 一一普通 七 つ ＿こ ち ｊ ｩ ｕｴＧ 開げて 、 西ｾ塞ぐ諜

です7 が、* を il号いで 、西を開いて居りますな ア。

阿部一- fごから米を開けて彼鹿を洋室l乞し fこら

倖い部屋が出米ると思ひます 、子供の勉強常に理

想的なものが州事k ます。

場山 一一 此 の項 ＳＰ Ｉ［ｦ にな りま す と、 県ｾ しいて

をいて、 その J -. f'C紙艶 を敷寺 、テープルを持出し

い ぎとなっ ｔ こら叉長牢 ｴｾ 亡しようと云五、考へ方が多

〈なりましにね。

中西一一一日本性宅の融泊料: の特長ですなア 。

阿部一一 この建てる腿は景色の非常i ' C 住い所 で

すから、此の 2 附 友は時lて好いですね、 2 附から

夕暮の景色で も見Tこら 、それは恒三し、ですよ。

中西一一一共の黙阿部さんは一番お精しいですか

らね。

岡田- - '- f 比平地の所 の土地 を選定し? こら 、 ど

うしても 2 階建陀 しなりればならぬのですな ア。

山地 の方 ｦｾ つ ｦ こら 平屋の方 が 宜 い かも知れませぬ

iJ{。

小林 ( 清 ) 一一 此の京所の喧ですが、斯う云』、

風 iと北の入n から入って 、直ぐこっち向いてゐる

のは どうですかね 、此Eきを開げる度t亡風が入りま

すね 、さうすると火が消える、大開北向を厭がる

のではないですかー 。

増山一一 それから西 向を厭がりますね。

中西一一 ぞれを やっ? このは 、風円 の焚口と結び

つける? こめからでせう 。

小林 ( 清 ) 一一それと脱衣常が開放されて居り

ます ね、殊に便所の通路K 詰って居りますが、こ

の黙は どう でせう 。

岡田 一 一ー此の位 の ノ ｪ 、ｻ Ｂｉ］ Ｎ 宅で は 脱衣布石ｾ iiiJ i'C lJj(_ら

ぬでも宜い諜でありま せぬか 、容が さう作山ある

語でもな いでせう から 、廊下へもょっと引掛りて

置 くfごりでも宜い。

小株 ( 清) 一一問問さんはl陀衣SF. を通って便所

へ行〈のは差支ないと何H寺も仰し やって居ますね

増山一一 それにして も是は廊下から見え過ぎる

岡田一ーしか し玄闘に容であれば、北から 蒐所

の方へも 11'， られますね。

x  6  

×  

岡田一一今度は安藤君の此の 2 階家ですか。

中西一一ー此の人は i曹貨に達者な 人でないですか

増山 一一相官懸賞慣れ してゐますね。

小林 ( 清〉一一岡商の仕上と 設計の要領 を芥込

んでゐますよ 。

小林 ( 三) 一一是は先の作者と同じ作者でな い

ですか。

増山一一是は此 の挫の防ーさなど相詰賓| 際的の問

題を考へてゐますね。

中西一一土問主 踏込と洗ひ場の所ですね。

増山一一洗ひ場を 3 尺 とか 3 尺 5 寸でぐっと 斯

うやってしまふと 、なか なか苦 しい ものですね 、

洗ひ場は 4 尺位欲しいですね。

小林 ( 三 ) 一一子供f ごり入る梓. 度のものですと

宜しいが、抱へて入るのですと ー一一。

増山 一- 3 尺 1寸 5 分の借家なんかでは。

中西一一段 1昼ですな ア、閥西では割合にこれ

が多いですね。

×  

中西」一一次は 問中索。

阿部一一此の字は巧いも のピ ね。

小林 ( 清 ) ーー もっと |尚南[を褒めてやって下さ

L 、。

阿部一一 先づ、最初文字を褒めて。

中西一一文字も 巧い のですね。

小林 ( 清 ) ｾ 一 一 この 居 ｮｮ は玄関 ホールにゆ寺、

ｬ 亡 なって ゐ ますね、何底か締 り が 必 要 ｦｾ 。

岡田一一 是は別にあっTこのでないですか。

小林 ( 清 ) ーーイ井し壁そ控つてな い所を見る と

何か附ずーで も仕切りをするのですか い・スクリ ン

に依って仕切る t 書 いてゐりますよ。 I

増山一一J ての方を空け て居ります ねb

岡田一一此鹿を空けても大 して得にもなら ぬで

すが、北側に何か部屋があるならともか く。

小林 ( 清 ) 一一是は通路の採光を岡る と書 いて

あり ます ね、 華所 l乞下駄を脱ぐ土問と 云ふ ものが

無い。パックポ ーチがあって、其鹿から同入りす

るや うになって居る。簡はどうです。流しの脇に

とってある が。

岡田ー-f1j : し竃ではちょっと小さいです。賞際

問題 として薪を焚きま すか、決でやるのでないで



すか。

岩佐一一決は配給がないので、あの挫では婦で

やって居 りますね。

中西一ー さうなると、 弱を?と主所 へ貯戴して置か

なければなりませぬね。

岡田一一一芸所 の天井を高 くして居らぬと 熱いで

すね。

4、林 ( 清) 一一ー家"I ' l ，の配置はどうでずかな、 ソ

ファなど明る い方へ持Hi し? こいですね。

岡田一一除ち 巧〈ないですなア。

×  

中西一一この中弁君の|司案の ヴエ ラン ダは ・・

子供宝前からみて 、こ のあ?こり花で も置いてやれ

ば繁み で らう と思ひま す。 色 々その 他利 ￯ｮｈｾ 似 る

と思ひます。

岡田一一腕 いのはなか. . . _ _ . . - 宜いですね。

中西一一先程、小林さんが大木君の|吋案でグヱ

ランダを褒めて 居ら れTこのと同じ態度で宜いと思

ふのであります。

槍山一一是は貰際問題として硝子戸が多いです

ね。

岡田」ー尚子戸は しょっ ちう拭かねばならぬで

すな ア。

中西一一ー聞のはねかへしで掃の方が汚れる。

小林 ( 清) 一一ヴエランダを 5寸{ 投下げてはど

うです? 。

岡田 一 - s寸下げる と、 l 此の感じが失 〈なる。

阿部ー一一雨の時でも明るいでせうね。

増山一一 よ〈 防空壕が天気の灯 い臼 fごり考へ て

温雨が降つ? こち中がどろ ...__..-1となって居ると云

ふことがありますね。

岩佐一一先の大木君のは床を下げて居りましに

かね。

岡田 一一 あれは 一 方 ｴｾ げ です、 一 方の 出入口 で

すからね、共の黙はなかなか巧いこと考 へて居る

ですな ア。

×  

小林 ( 漕) 一一前瀬煮の案を見て、此の玄関に

ホー1レと旗縁を積けて取って、 家族の居告を北側

にまとめ、南の方t亡茶の間と 芸所 、共虞1 1 : 働いて

居 る女中室等を温め ? ここと は、 プランをコ ンパク

トにして宜いと思ひますが、徐 りにも纏り過ぎて

お茶演を食べてゐるもまで、ちょっと淡白と 云 ふか

清楚過ぎる感じがします。

増山一一併し相笛色々な こと を考へTこ後のシン

プルなんですから 、大 いに意味があると思ひ ます

中西一一一住宅管固め ? こりにつにも、斯んなの は

宜いでせう。

堵山一一是 は簡単な中 lと新じい味もあ b ますし

飴粍要領よく 鰹 h を附げで ある と思ひますね。

阿部一一居間や京所 の工合なんか克 〈考 へてゐ

ますね。

増山 一 浦 と して シンプルでj114% ふ 糊

な和活感じの 灯ーい ものでな いかと思ひま すね 9

小林 ( 清 ) 一一外相の構成も巧い ですね。

中西一一何ですね。浴場の焚口がある からとて

必宇土n日に かまどを とらなくて もよ いと思ひます

ね、抜ひ方一つです、下駄をー ん穿いて降りるの

も不便 ｴｾ ら うと思 ひますね。

小林 ( 清〉一一煙突の' 関係 もありますね、入 口

近い所に取るの も。

阿部一ーさ うですな ア。

小林 ( 清〉ーー しかし板の間でも、炊< !亡 は些

とも不便 でな い。

増山一ー しかし狭い建物では煙はどうですかね

風 によ ると 宅の 中に聞が充満しま すね、それに佳

がす 〉す?で。

小林 ( 清 ) 一一同合の民家では煙返 しと 云五、小

監を下 げてゐ ますが、 これも それを つりると幾ら

か救はれるでせう。

増山一一 この間瀬沼は相官の年輩でせう ね。よ

く知人税誌に il 夜せであ るプ ランを 見ますと 、是は

名こ1:の夫人の設計しで建てにものfごと 云ふの は豪

所 も何も持南向と 云ょ、風で、 寄稿令のや うになっ

て居りますが、そ れは木賞のシンフ・1レであり ます

叉整会: に初て設計をやら す と、 矢張 りきう 云五、風

にやる。ぞれは本官の初期のシンプルですね、 そ

れから 2 年 3 年の宥・に やらし ?こら複雑極 りないも

のをやれそれが更に洗練し て来 ると、ほん主う

l乞簡単な まとまっTこものがやれるやう K なる ので

すね。

×  

岡田一一山口 震のプラ ンは佳いと思ひますが

ね、! 同商の扱ひ方が下手fご、此の人 lれ、つ/J . . >一等

7  x  



に首選し＿ こ ことがありまし ｦ こね、何庭か Ｍ ｾＮＮ の 芝 の

時打っかに。

小林 ( 清 ) ーーさうですね、こ の佳い所は 8 中11i

と6 帖 2nn続 きを中心に持って来 ?こ ことですね。

岡田一一そ れは佳いですね。

小林 ( 清 ) 一一 アイ ロン，芸を茶所の近くにとり

ミシンをもって ＿ＡｾＱ このも 主 婦に針して親切ですね

岡田一一 是はデザ イン としては佳いですな ア。

小林 ( 三) 一一健所、脱衣宅、洗面所ゐ?こりも

うまくt 取ってゐますね。

小林 ( ; 静 ーユー うま くやってゐ ますが、朝起き

て便所の裏のftlh 、所ーで顔を洗ふと云ょ、のはどうか

と思ひます。

増山一ー さう な りますね。

小林 Ｈ 三 Ｉ 一一 Ｉｾ Ｑｾ けの耽衣引を 取 って居るの

ですから 、浴ci そをもう少し大き くして、 中にとれ

!t よL 、。

小林 ( 清〉ーーさちなんか、朝までxtの子板が混と

れて居て 困り ませぬか。

小林 ( 三) ー- ; fif. は何時 もやって居りますが最

後に入った梓が必す' 11の子板を立て〉ぞく ことに

してゐます。さ うすると朝最初に起きて行つに時

は大抵水が切れて居ります。狭い所ではそ んなこ

とでもして脱れないと救ひやうがないですね。

槍山一- ，1 : は賞際的ですね。

岡田一ー さうですね、此のプラン は ・-。

増山ーーー居Imlて積りて納戸を取っ7こ所なんかな

かなか巧L、ですね、此の納戸は使ひ易いですよ。

小林 ( 清 ) 一一主人公の限九場所 にもなる しね

土富山一一庫敷の奥の方に斯う云」、部屋がゐ ると

客がIあって散らか し、時 l乞も パツとほうり こめる

ので都合がよ い。

x  8  

岡田一一居安 l亡接続して納戸を取ることは非常

に宜いです、廊下一つ置いてあるのは不便七。

中西一一日本聞には床が取つでありますね、 床

が無いと、どうしても納りが附かぬと思ひます。

増山一一ー唯床の聞に軌を一つ掛け、叉軸を取替

へると云ょ、f ごげで、相首気分の上から生前 lて潤ひ

が/+' ，て米ます。

中西一ーさうです、気分も和ぎますし、それfご

げで部屋が腕〈見えますね。

場山 一一飴りごぢやごぢや しに装飾なんかあ る

と、 却て策分が落附かぬものでありますが、日 本

nnは唯あれーつで、随分生前 lて潤ひが111 ますね。

中西 一ー 一般から交け る印象と しては:fJ]'教のHjlJ

限で、無 ｈ 昔反鰐 ｬ て ｉｈ 窓を ｾ￬ ＧＺｦ， 山 ｉｪＩＨつであっ ｦ この が 、

nl亡立ちます、 それも宜 いが、主主| 際問題とし ても

う少し使ひ勝手を考今て H¥窓を取って欲しかっTこ

と思』、のです。

増山一ーー さうですなア 、併 し飴ち IH窓 を徐立十取

ると 、延喋が嵩みますね。

小林 ( 三) 一一ー此の岡商で、居間の縁側に雨戸

が とつに Y けであと は雨芦がごさ' いま せぬ。と云

ふのも /"1'，窓ですから 、m戸を附けるのが非常に困

難な んです。賛際には欲しいj升なんですけ れども。

小林 ( 清 ) 一一成程ね。

小林 ( 三〉一一雨戸は必要でごさ' いませうなア

阿部一 一風の吹〈時1'[. は戸が要り ますね、菖丹li

池はちょっと考へると 、風の堂ら ぬ所のゃ うです

が、風は相官吹 くのです。

岡田一一風のコースに なって居るのですね。

中西一一 それぢや時間も にもましTこし、 是で終

ること lていにします。どうもありがにうごさ' いま

しに。



こ れ か

(革l、が編梼長から奥へられた題は「と れからの住宅J

と云ふのであ って、目 前の仕事に這はれて居て綾ったも

のを:書〈像裕のない省、にも 、住宅管聞に入って三月許 り

の生前の裡に 、布、の頭の中にぼんやり 形づく りつ L ある

イメージを策集に苦手 〈司王 を許して賞へると獅合燃して築

を執った。〉

これからの 円本の住宅、それを書〈 前にはこれ

からの 日本がど うなるかとえよ、大問題から J ; 干l げ

て置かねばならないが、此底では簡草花 ;:J( の殺l乞

11l X 定して置か う。これからの 日本は大なる危機も

無事に切抜げて東亜共栄闘も次第 ｉ ｉ｛ｾ佐江され 日本

は繁楽の一途ぞ進むも の とする。尤も これは皐な

るイほどでも希望でもな〈賞| 際そうならな〈ではな

らぬ。否そ うなる のをf守って尼ーではならな い。ポー

も々凶J _ ( の一人 として1綾城: ; e通 じて そ うな らせ る

べ く努力 する義務があるのt: 。勿論その詮rlJ K は

色 の々| 符符を 切抜げねばならぬので この純過は住

宅も等しく経験するであらう 。結局私の述べゃう

とする事はこれからの住宅 ｋｾ 討する私の希望的意

見と 云』、事 lてなるかも知れない。

さでまづｴＨ ｾ Ｍ Ｍｋ ＺＺｽｓへなりればならぬ事は主 ＱＺ 宅 が

問家K 劃して持つ粧術的、政 治N: 世が現不U: 全 t

異って来るであら うと云」、事である。つまり阿術

的立場ーから見? こ仇宅の純術的、政治的意義が会〈

現在と注つにより高いものに向上するであらう。

従って枇令 一 般 の性宅 ｋ 封する認識も鑓って ｾ ｋ る

わけである。具韓的 l亡例をゐげれば、同氏一般の

tl: 居費が、現: ( r : の紘ーに夫々 の借家人にのみ直接負

荷されなし、、現有の公共事業費の桟に間接 l亡も負

荷されないでもっと問民の牧入 11[針 し公平K 負 推

される。それがどんな形で行はれるかは此底では

こι;・へない。又人々は現ず1: の桟 l亡自分 の家を持も?こ

いと 云ふ織な慾望を持1こな〈なり対ど大部分の同

l 亡は貸家1 < : tt: む様 iとなる 。従って住宅供給の方策

とし ても 、分譲、持家の制度は自然に消滅する。

若手* 者は東涼住宅管図研究部技師
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そしてこの大部分の閤民の住居即ち貸家の経費は

住宅管閣によって行はれ、 それは岡氏の財産 、閤

民の家として考へ方が浸み渡って所前借家人根性

はな 〈なって了ふから 、現有の桟 l乞持家Tごと大切

にするが借家fごと粗末にするみ ど〉 云ふ!瓦別はな

くなる 。建築の構造 もまる切り新しくなるから耐.

久年限も延長される。住居貨としての牧入 ｴ｣ｾ 討す

る割合は現在とは大差はないかも知れな いが、岡

氏の生f汚水準は高 くなって居るから住用ー費その も

のも 上 って米 る。これは物債指数 の ｆ 卜 ｾ Ｎｊ ｬ に よるの

ではなく住宅の水準の向上による精力11でなげれば

ならね。叉事賀補I; j ，l 主主?援革 し規模を油正標準 lとま

で11;'1i 大する事は首然現在の住宅延設費とは比較出

来ぬ舗になり、現tE と同様牧入 I dHし油首な比重与

を保持し点I f い事怖に陥る危険がある 。併 し、これ

から の閥次は、 一般庶民の住居が閤民生前ひいて

は凶力 l亡及ぼす致命的な影響を充分認識 して居る

じ住宅粧がfの立て方 も現花の様な自 由主義的なも

のでな くな勺て居るので、 もしも乙んな危院が起

つでもそれは杷' 長 lて経るであらう。

f主居fて封する闘として叉凶民 として の認識の縫

化はイ 1: 居と附土計官ー乃.1-_ 1亡も如貰 lて現れる。闘民

生前の容部としての{: I:居を健全I ' C ￭ｾ とつにめ には之

を池歯医集圏 化する事が是非 とも必要に なって来

る。現杭の様に工場と生i二宅、降ej r ，占と住宅が混在 し

?こり する事はなくな れ 特 に専月j地域と 云は な く

ても 1-1:宅地域は首然事凡j 地域 と云ふ事 K な るであ

らう。防Zーなど〉云ふ問題を考慮す ると 云 」、事 な

ど云』、 K'- えばぬ、その立地は雷然都市計霊地方計・

511; 更に附土計ZRj と布機的に連絡 される。 即 ち閤土

計書を建てる時既K 同民の1: 1"み場所、その人数、

規撲が将来の見透しと共に計費; される 。/ t も私は

ａ 寄付 Ｔ の ＱＳ 本の人口政ｾｾＮ ｦｪＨｪ 民 政栄 とこ の 岡 土計ｾＺ

との闘聯も忘れではならない。米亜共栄圏の経営

とにらみ合せ日本; の同土が牧容すパき治省な 人口

9. x  



叉日本 の 都市として標準的なスケ ｾ ｊ ＱＮＭ 等がそ の 前

提として確定 されて居ろ事も忘れではなら ない。

その都iIi はどの枕K なるであらうか、最も多敢に

なる地方 7) ノj 、都市 は敢再認を超えへてはなる まい。

現 住の桜 K 犬都市K のみ 人口 が集まるの は首然抑

制j され大都市も 中都市も一定の極限が向来るであ

ら れ か く 限 定 されTこ潟市の集圏{:I: 宅地 lて於げる

開ん の制約( 都市計費的の) は現本より以 !--_Ki被

格であ らう。否ぞれは厳格と云ふ のは不遡蛍で、

撤廃して居ると云ふべきであら う。そしてま ?こそ

の築関牧民の うける 利採も 現殺の とは比較になら

ぬ大き な ものがあるのが首然であらう。

ｻｉＺ 属 の 戸建 ｾ ｦｪＧＡ 式はどうなるでゐら う か 。 問題が

t:: んt:: ん小 さ〈なって来る F 現ホでも非常に議論

がある鮎t:: けに将来の形を考へ るのにもむづかし

〈もあり 叉興味が深い。私の巧へではこれからの

を1:宅の割式は都市の大きが誼常に決定され 、構造

が根本的 K 改革される事者? 前提にすれば、大都市

では都心近〈の集圏位宅地 l亡満身、又はノj、家族 の

? こめに共同{-I:宅が混和するで、 一般の岡氏の{i: 宅

は階数は ご 階乃五 三 附の 一 戸建か二戸建 の ｾ Ａ 式が

標準と な れ又大部分 を占 め るであら う。この問題

は 中 でも議論の多 い 黙なので少し詳し ｜ ｾ へ て見

る。閥民が殆 ど杢部貸与誌に{ i : tr様になると云ふこ

とは、{i :宅の規模がはっきり {:I :む家族の人敢に比

例 する様にする ｦ こめ で もあるから杭属の ｾ ＮＡＱ の 靴類

は 腕 に 規 絡 化 さ れ る。 人数が 全 くなって干1字 の

人教が少〈宗教、即 も舟宅が少し 、場合は居予告ぞ南

; w. させその方向tct:: け居手径の開 口を? とる 1':: けで無

翠p.な くよい間取も 作れるから共向性宅として集合

させる事も 問来る し叉種々の利訴も多L、。人数が

多〈なっ て位宅の宗教が多 〈なればそのH日取は自

然に東西商lて向いTこ居室を設け? こり同ーの階 (' L全

郁の年 ｴｾ 牧察 ｈｊ ， 有限ぬ様になるので集合する事 がヂ ｦ ｦ，

かし い。この開放性の問題からは一戸建ぅ: 最も都

合がよ い事は嘗然である叉現在共向性宅としての

最も大きな利毎であ る敷地費の節約と 云ふことも

住居用地に封する総病的認識の鑓 革 ( これは岡土

と 云ふもの 〉 の考 へ方、即 も土地ｾ Ｚ どの程度まで

不動産 として経桝的封象 t して考へ るかの事や土

地闘有論な l:: - tc関聯す る性居に劃する空地の割合

K 閥す る考へ方な どか ら左程大きなものと考へ も

x  1 0  

れなくなろ であら う。併し＿こＭ，［ ｾさ 地 の 朋ひ方 が 分

散されるか集約されるかの相注が問題に なる。 現

夜行はれて居る住宅の ｮｾ さに封し敷地 の大 き の害 Ｑ｝

合を保つ老へ方からする と開放性の問題と汚へ合

せて 小 規模の住宅でーは集 約し＿ こ共同 ｴｬ Ｚｾ 告が ｾｊ 也 の

利i 1iの熱から優れて居 るのであるから 、 その割式

l乞しfこ方がよいがある程度，以 上の 規 技 ( 恐 らくも

ＷＰｭ Ｒ 程度 Ｔ ｾＵ 常以上Ｉの性宅では 二 戸建 ー Ｍ戸建 で

なければよいm取の{ " J : 居を奥へる事は不可能であ

らう。この程度 l乞建すると 一 戸常り の民地も和世

lモ断い。家族構成は現ヂE! ま5 人付ーが大多数である

が間質的 lても しこの 、数字が 7 人以上と なり、生

爪 水 準 の 向 ー ｫ を見込んでイ ＱＺ 宅規技 ｜ ｊＩ ｾ 寄付 Ｔ の 摂議ぞ

考へると Ｘ Ｐｭ Ｒ 以 ー 卜 Ｎとなるのは断 Ｚ， ｾ ｉｉ Ｇ ， 米ゃう υ 従

ってこれから の摂議家族 の住居 、即ち|必11そのt虫剤:

廿舟の罫!式は二戸建叉はγ fi 建となるであらう。

現作の共同 イ ｲ ｾ 問んで居る現 Ａｉ ｉ の 主なもの であ

る、構迭の昧陥( 保安_ ! - : ) 叉こ れから生十る羽1r..

ド1: の扶除、工費の事IJ 高等のこ主はこれから の柿 迭

では自然 lて消滅して理Fll にはな らな いが、他の一

つの主 1i. 抑¥r11 である土への接燭自然への親和¢頃

求 はあ 〈まで素朴な意味で昇』揚さ れねばならぬ: n t

K巧へる。他方ホ来共同化が叫ばれ?こJo!ll.nl の一つ

であっ? こ設備の集約 によ る建設管理の絞術的利採

は、一戸建、 二 戸建でも集圏的計需によって共向

性宅と同様にその平IJ 筏を享受Hi来るものもあり然

らぎるも のでもお来の様に各戸籾立専問ずる事よ

りも 一方生前の協同化と 並行 して共同使j-jj によっ

て却って粧f内的になるものもあり 、必十しも 一概

lて不利径とはなら ぬからこの結 もずf引ミの比較をー

柁 ｾｴ｣ 鵬苓みに ｈｊ ， 今 ｋ ぬであら う。

上記の戸建型式主関聯し て考へられる のは生爪

の協同化がこれからどんな方向花、叉どの秤ー庇に

行れるか Y 住宅陀闘して- J ! i f ，見透しをつけて置か

ねばならぬ事である。叉生百11; 様式がどんなに鑓 り

改め られるかも大きな開係を持てつ来 る。 協同化

は夜来? こ Y 各人の直接の利主主になる事t:: げに協同

化を岡り、利採にもならぬ事 ま?こ不利訴になる事

はよしそれが共同 の利採になる事でもなるべ〈之

を挫げると 云 よ、様な事は止めら れるであらう。も

っと精耐11
1的な協同化が行れるし叉協同して問慌に

協力すると 云 ふ棋な方向l亡進むであらう。物資の



配給、購買、保育、炊事、警防ーと云』、様な項目が

その主な黙であらうが、更 K 進んで生産. 厚生 と

云つ fこ方市も拓かれるであらう 。?こ Y 近頃の秘 l乙

何でも統 iill )、協同を押し進めて、家庭・生fi1i 1て浸入

し? こり それを防害し? こりする様なも のは油常 lて矯

正されるであ らう 。あ〈までもそ の最後の門的は

各家庭の家:旋生活を健全化する? こめのも のでな 〈

ではな らぬであらう。そして住宅の集閣計按は こ

の生前の協同化の方向程度 とにらみ合せて建てら

るべきであらうから 、現税協同化の? こめに防存と

なって居る物質的¢王l J l .f ll は恐らく全部なくなるで

あらう。 一般 の生前様式の改持と云ふ事では柿下

式か特式かの問題も方向としては柿々の依{' I'の謎

化 から営然的子式 l亡決定され 、都千' l fl :宅 lとは大開

質現されるであらう。ｾの使ひ方 ｩｾｬ Ｚ 交 保育勾 ［の 黙

でも現作の無方向無指ｾＨの ｩｬｫ ｊＺ主主 ｾ ｬ 陀 して都千＿の家

庭生活としてー-つの孫つ い?こ段階 l亡到達するであ

らうから 、各住宅 の4' . 商計報: も現存より純粋に規

格化され その規格の教も家伎の敢に肱じ て制度ーに

少くなるであらう。

ｻｴ ｾ 告の 構造はどん な も のにな るであらうか軸部

材料乃主主要材料として現花の木造から 他 の材料

に締換するであらう。然らぱ 何が 主 材料としてｾ

場す るであらうか、耐火、耐誌 と云つ?こ桟な目的ば

かりでなく 、米軍共柴闘を見渡して終1 1 "1的と去五、

より は物質的に日木が利月J r ベ〈蚊も得策なる材

料が選ばれねばな らぬ、主材料は恐ら〈土とか餓

石とか ら作られるセメント、煉瓦等 1[.1添っくと忠

はれるが、餓をどの程度mひ得る かによって相官

制約をうげやふ現在の餓 1'[. ，1てる不録iWf¥琵: 耐火で、

市かも盟協な材 Ｎ ｾ，千が廉慣に生産する見込のない限

り閣内の建築生産の大部分を占める {"I -: 宅 建築生産

が金属を主材料とする事になるとは思 lまれぬから

制ＮＡｬ Ｉｊ 的にｊｩｊひられると思はれる。Ｚｴも現ず ｉ ｾ の 木 Ｎ ｬｬｩ

から一足飛び l亡は進めなし、から 一応木材 を主に し

?こ パネ) L 式構造が代るかも知れぬ。更に之が進ん

で都合の共同住宅や一部に は餓 骨 l亡パネ )I.- を組合

せる桜な柿・遣に殻達するであらうが、一般 の庶民

性宅 の二 戸建、一 戸建の構造として は大量規格生

産のH¥来 る構造( 恐ら〈控躍は組杭式か又は他 の

新しい形式 J となり完査な架榔式ではないであ

らうし懇暑に針する鹿賀も唆るであら う9 乙の事

Ll 暖房の方法と ] i 要な関聯を持つ。構造の鐙革は

自ら施工生産桟式にも及ぶ、大量生産が技術的に

もある段附 K 建し経桝的 lモも在来の家主の小企業

によって建てられるのではなく 、大査に計義的に

: J E : 烹する住宅管圏の如きものによって完全に生産

される。施工業の形式はどんなものに鑓 るであら

うか{: f. :宅の如きものが殆ど大部分1:1τ宅替閣の管哩

下に置かれるとして直営の如きももの tてなる fごら

うか、それとも 一般の施工協問題の手に よって行

はれるであら うか、これは相官部分直営化叉は準

也管Yじされるかも知れぬが施工協同密 主完全に絶

縁も州予k : ぬであらう。 fこ々 材料の生産加工 を大部

分芭替するであらう事は間違ひない様に思はれ る

各1: 1:.宅の設備はどの程度進められるであら うか

現作でも 1j -: 宅の近代化は殆ど設備の普及と同一義

の様に云われて居るの であるから、これからの性.

宅はその黙でｾＱｬ首鎧って来るも の と思れる。現在

電気が高位である にめに普及しないも の叉他のヱ

ネルギーに依って居るものが電気の廉憤化によっ

ても相首鑓化をうりる。然し中に は無暗に各戸1'[.

取り付げる事が不利なものも oる。夫は小規模な

設備 より大規伎なもの〉方が底設費も管理費も安

〈叉設備としての利月 ｪｾ 賃値も向 Ｎ Ｑ ＭＮ す るものが大い

ものが少〈ない。給、排水の共同化は現在同様首

然であるし 、叉便所の水洗イじも謹; 然であらう 。暖

房、給湯等もど の程度ーまで共同化されるかは位宅

の特集度ーによって経術的な方法主? とるかあ〈まで

中央化共同化するかは問題であって疎開されTこ住

宅地では各家族が必すイ判官の人数である筈である

から 、 家庭の ＢＡｬｩ ｽｊｾ 苦ぞ 誼 ｉ Ｎｦ｛ I'L Ｑｾ とつ Ｎ Ｑ Ｍ Ｎ から再検討の飴

地が め ら れ 叉 な る べ 〈家庭勢力を節減して飴力

を全部有主主な生産 lと振向げると云五、考へ方もある

が 、こ の問題の巧へ方はソヴ エトやナチスの先例

についてヲピ分研究し日本の将来の姿にあてはめて

そ の 方針を決 ［と する様に 、 その方商のｾ ・ 事 ー 者 ｬ て委

ねる事 lモしゃうが私の考へでは極端にはどつもに

も開給IH来ない問題で大開家庭生析を得軍し家庭

の到j努を純化してゆ〈と云ょ、方向 i亡泊 ょ、事は間違

なからうと思はれる。設備についで考へられるの

は家具であられ桁子式が大勢 を制するとならば

これは大きな問題となる。勿論正しし、規格が性宅

〈以下22頁下段へ綬( )
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極 小 住 宅 に 於 け 3 千 面 基 準 の 問 題

我建築界は現干' E 早・，; ; ; . ，亡解決すべき問題として佐

宅の大量建設に詰面してゐる。屡々 「閣民」 と冠

稿される之等一群の庶民住宅は我日本闘民の現質

的住居としてその兵ふべき最低限僚件を満足させ

'るものでなげればならないが、同時に我闘が首商

してゐる閃Ｚｦ ｾｴ な政治的 、経例 的僚件の下 ｬ 千閤民生

日 の最低限への 切下げに ￭ｴ ｬｲｧＨ す る最低保 ｻ ｾ ｉ ニへの切

日めをも要求されてゐる。斯様な僚{'i ニの下 lとは住

宅は、少数の類型化され? こ解決にみもびく事が可

能且必要となるであら う。そして斯〈して得られ

fこ型は、従来桐人施主主大工の悉意に委ねちれて

ゐfこ小住宅生産に封 し強力な生産指導を興へる手

段を提供すると同時に、現賓の建設に於ては資材

の需拾を国滑化、計霊化する有力な本礎となるで

あら う。

併乍ら、 rn々の黙に於て我々は未fごか〉る定型

を一足左ぴに確立する R犬態K 達してゐない。我々

は夫に先立ってまづ之等定型探求の基礎をなす住

宅計霊の基準原血を如何に樹立すべきかといよ、問

題 K 直面してゐる。之が住宅建築肇笛商のー主要

課題である。此の様な意味の計霊法準K 封しては

さきに建築昼具合住宅問題委員千? に於て一服の成果

をみ、叉具臨的な努務者位宅建設の設計基準につ

いては厚生省住宅規絡協議併によって「住宅及共

の敷地設計法準 j が樹立 されるところ がゐ つに。

f芹乍ら 、 こ〉に問題となるべき本準は、その兵

ふべき僚件の平板的な羅列であって はならな いの

であって、 夫は建設 されるべき 一群の封象の男、ふ

べき諸4条件の相互関係の基礎となるもの〉明確な

把握に蒸いTこ述確な規定でなりればな らぬ。之が

1) 建 築 雑 誌 昭 和 16年 2 月 住宅問題委員舎「庶民

住宅の技術的研究

2) 厚生省住宅規格協議合「佐宅及其の理主地設計基

準J ( 以下之を基準 と略構す〉 建築行政昭 16 ，7
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需には、 lj L? に問題となってゐる封象がかつて恕築

家・建築撃の封象であっ? こ中 、大住宅とは異つ fこノj 、

或は極小佐宅である事、そこで は唱に大 さが具っ

てゐるばかり了ではなくて、佐居ーの具ふべき質的内

容乃至満さるべき霊鮎も異って居れしかも夫等

{-1:宅が何れも 小規撲なものである故、慌の大 ぎの

鑓化が住居の 内部構成の原則を著し t 縫化せしめ

るといふ拡がとりあげらるべきであハて、之に針

し従来の考へ方の無反ヂ? な繰返しは院議 l亡警戒さ

ればならない。 即 も、各部ーの規模 J ) 住宅について

のその相互の質的縫化を見落しに取 なる 上下精粗

の段階的規定では封象の性質上全〈イよ油首とし、ば

ねばならないのである。

この貼K 閲して、私はノj、稿に於て、特に後手千の

「住宅及その敷地設計基準」についてその誤謬営

指摘しつ〉住宅の規模の問題その ・兵ふべき質的

内容 ・を検討し、規; 伎の上よりする「型」の設定

が如何なるものであるべきかについて考祭を加へ

?こいと思ふ。

2  

佐宅設計ぷ準はまづt!: 宅の規思形式として「し 、」

より「へ J K い? こる 6 穂の型を設定し、爾後各項

目K 於てその宗教、盤教を規定してゐる。之を表

示すれば次表の如〈なる。

目型 式 | 線 床 面 積 | 坪 毅 概 算 | 居 住 室 数 昼 毅 合 計

I  . IloT1.. . . l -IO- l ' I;)'¥ 1  '. ｾＱｲＢＢｾ ＷｦＮ＠ I  こ」監竺2 . _，

、4 、
30 9坪 2 室 91)¥1; 

ろ 40  12  2- 3  12  

は 50  15  3  15  

に 60 18 3- 4 18  

ほ 70  21 4  21  

d 、、
80 24 4- 5  24 

こ〉にまつ' 取あげらるべき問題は型設定の現論

的根綴如何といよ、事である。

こ〉に示され? こ 6 の型は単純に商積的 l亡一定の

間隔( 1 0m
2
.3坪) を以てならべられ? こーー系刊であ

って、 この設定方法と雨後の附属部各項円 の規定



を検討する事陀 よっ て設定者の意向|を我んは次の

如〈臆測し得るであらう。即ち、 1) 住宅の規模は

居住者ーの負婚の程度によって科駆段階のものが用

意さ れる べき事、 2) その各担規模( 亡劃して住居商

杭( こ〉では以下説教合計ーを指す ) と建築面献と

の比 を出来る fごり一定のものにするといふt Hc よ

り主主閣官りの負捨を ｉｈ 予ｾる Ｎ， .: rrJ 同制公平( ? ) l'亡し

ゃうと いふ純然Tこる狭義の純替的( 0 : li;iil 、 である。

こ の内、 ｦｬｾ ー の考へ方は住宅供給機構 ゴ ヲ現献で

はJ I : むを得な いとして も、第二の考へ方が果して

挫築計霊の基準として貫徹されるべき僚件である

か否か陀ついては多大の疑問がある。我々の巧ふ

べきことは品首りの負婚を同一にして公平( ? )を

期さうといふが如き陥 ｪ ｾｾ 主義 的誤謬を再び〈りＧ

へす事ではなくて、負婚の程度内に於て最低限の

生前要求を満足せしむべき拡大に有利な解決を提

供する事である。 J.!. かりの投教が11fj 出なのではな

い。組ノj、{ 1:' むI'L於てその住居l商が屡々即出* ，1創でー

あるが放を以て? こ' > Ａｩｾ 数の提供のみを考 へる如き

無能な計認: は位築製の貧凶を示すのみでゐる。昼

蚊を得る事を名へる前にまつ' 各段階の住居ーが兵ふ

べき質的製ぷの杢韓を考ふべ きである。位商至与を

まつ' ー・京I' cI象:t;I tするが如きは本末の願倒である。

叉去に去はれてゐる建築面積と島教の闘係から

杭 i酎率( 住居両t'iC帖) / 建築I師.Ut(TF.)) = 1といよ、規

定が税取されるが、此の数字は建築計霊K 於げる

一般の目告訴常識とはし、へ、位宅の絶封的大さ如何

によって鎧化するものであって、之を24坪の普通

住宅から 9 ｴｾｾ の極 小住宅にい＿こるまで 一 定に考 へ

?このは如何なる設計ーを 7象想してゐるのでゐらう

か。生l:i自[ 不100，%といへば柱害IJ をメ ー トル整数値に

する以卜 ｾＱｾ オＨ， ｽＨｉ 坂 ・ 名古毘 Ｑ ＧＱ こ於て行はれてゐる切

川 ii められに i仕米位宅の比率り以 1-. のものである事[

はみのがしてはならな い。住宅の質的改品: を H棋

• • 
e ';- べき ) p焦が此の様な比率で計輩を縛る{ J i: は全

〈不可解である。

斯の如き数字的基準の芯t; .eを汁 J l 、以上は、ゴとは

住宅の規岐と質的内本との附聯 fZ: : ) 左〈各部の鎚化

I d討する深刻な検討のJ -.f C於てなされるべきもの

であって、此の果占上表の規定はその数字 lて「略」を

冠するいまし、へ不備のものと いはさ' るを得な い。

3) 拙干潟 「都市住宅の建築製的研究J (2)  37頁

私は却rr様な小規模住宅を粗雑な数字を J;)，'て、 表

示しゃ うとする黙に型規定の根本的な誤謬があ る

と考へる。夫等は夫よりもむしろ住宅の質的内容

を最も油確に去はす住居商の構成( 宗教、品数、

或は構成様式) によっ て 規定 さ るべきもの であ

る。 7こY 之fごり では住居の型 ti 表はされても之が

建設計笠等の事務的庭理に不自 ＱＱＱ を長ｾすといふ意

味で各種の型K 封する建築面杭の試案的探求をな

し之によって佐商率の鑓化傾向 をl列l亡し、 T象定す

べき建築商肢を算出してお く事は必要であら お

かくして我々は合理的に型の規定をなし得るので

ある。斯掃なこ〉に提示 されTこ「法準」とは逆な型

の設山法に蒸〈探求は、叉以下にみ る如〈建築 l甑

杭を ｲｲ ｾ 琵貼とする 市も 機域的な等差級数 的却 設定

の扶陥を遺憾な〈暴露するのである 。

5  

之についで I Ｉ，ｾ準 ｊ ｬＧｌ示さ れた 型設定が ちつ更

に援要な問題は、型! がJ l : 瞳的 lて如何なる居住者・の

家族構成を封象とし どの程度の位居水準を維持す

べ〈考慮されるべきかと L 、ふ黙について、. 全然沈

献を守ってゐる事である、そして此の沈献は備へ

ある夫と いふべきよ りも多分に混胤の表明とみ1ら

れ るのである。

間民K 最低限の生前秩序を保証しつ〉しかも 最

大限の消費節約を 「住宅 J IiLt:きて行 i 、? こめには居

住者の家族構成ｬＧｌｾ討し、住宅の構成を密接に泊合

せしめる事がまっ' 大切 である。 Iゑ碁:準」の規定す

る型型! も亦J斯祈様な家族構成の経化 iに乞よる規模の段階

ＳをｾＡ橡象定してゐる ｈ 、寸よ

j斯祈秘な 1取I取収』抜及は( 夫3を? 司可. 能とする供給機府の問題は

別としても〉そ の型設定κ 於て之をを? 可能とずる最

大 ｅ限 ｩ民 ｈ に乙有利 Ｗなよ 一 系夕州 ｬリ ｬ の形式 と之ｬＧｌｾ生封 ｢討 ｊ する泊佐俗 Ｇな 内

Ｗ部 ｈ市 ｬ州 Ｔ桃品成の規定ををｾｾ設己泣 ｴｶ げ＿る事 ｴに亡よつて行はれ得るの で

ある o 此底に示されTこ意味不分 lりj の段階規定で'

は、?こ Y 負縫 ) J の差に よる 差異が感 じられるのみ

で却って現貨にはその大部分の極小住宅にも相官

教の家族をもっ用住者ーを阪入す る主いふ結果 k な

る:: j]: が li j j ( d象想さ れるのである。

即ち、斯の如き型の決定は 、住居の質の止まる と

ころなさ低下への陥非を 用意し、之を疋築計聾の

側よりすれば{_I 二目ー構成の原理の混高L一一強定すべ

き生日過程の端康臆測と勝手な依件規定、現賓の

1 3  x  



使月.J 1: のチクーハク百計豊等一一訟もにらす もので

ゐる。斯様にこ の型の決定が最低限の秩序あ る生

前の維持にまJ して最も重要な僚件の一つであ る家

族構成と住居締成の封肱といふ原則 1'( 全 〈無関係

に設5i: されてゐる左いふ黙は、夫のも つ最大の紋

陥としてき び し〈指摘されるべきで ゐる 。

此 の棋な 貼から 、 この 「基準」はその建築皐 的

課題 のi比重黙であ，る 「型の設定 J I'LIJきて全 〈正し

い理 論K 裏つ' りられてゐ ない といへ る。夫は無論

居住者の負措力の相違を議想、し? こものでなりれば

ならぬ。? ごが夫と同時 l乞我々が最恕の僚件i ] ) 下に

も狛閣民によりよき住居をあ? こへようとする以上

各 種の家族構成を強想し夫々油合し? こ形の解決を

あ? こへる 事が考へられてゐねばならな い。即ち 、

住宅の規模といふーの量的尺度の中には負揚力の

襲 化主 家族構成の稜化と いよ、 「二系列の鐙 iヒ」が

復合してゐるのであって、之が決定 にあ? こり雨者

ｾ混同する事は爾後の計重宝石＿ 全 〈混高いとお［ 1: し入

れるも のであ る。我々のとる べき型規定は この二

系列を明自にし? こも のである 事が必要である 。

4  

きて此 鹿に 提 示 すべき型式 は千 ￯ｭ の Ｗ ｲ ｾ I'L王IJ るま

で確定 されにものとして均定 しようとするも ので

はな いがL 位宅の質的内容、従って位居商構成の

規定或は建設計霊樹立の必要上位商率の算定等 を

必要す る 限 七 千商構成の大要は今や確定される

必要があり、その Tこめ王子商各部の検討は充分組密

に行はれるべきである。私は以下K 於て、位居. r a. I -

成の本腫をなす住居面 否?規準 尺Jj{: として型 鑓化の

二 系列に封 臆する諸量 を特に佐商 ｅ 容を ｱｾ 心 として

検討してみ Tこい。

いよ、までもなくこｾ ｬＧｌ ｾ ｴ 象となるｻｊＺ屯は、個室

共同住宅( アパ ー ト〉居住者以 卜. の家族構成をもつ

ものであって、 夫品釘如 Ｗ司ｾ ( 及幼5克己) 右を?付i枇i汰主低弘米〈族，/;1椛1咋1成と

する口 イｯ併 ｪ斤 ｆ し我 々 の孟笛 ［ｲ 而面して ゐる住宅 Ｓ郊刈難 Ｑ消批 ｬｾ の Ｑ質品宮託刺 ｬ Ｇ ｨ仙 ｨ

み、最小の住宅でも更に高い 家族.j; -，Y，; }JX即ち最低、

ＴｾＵ 人 の家 族主 ナ 議怨すべき 事が芳三 へ られ る。即ち

最 小 の形式に 於ても Ｔ ｾＵ 人 の棋準家族の居住 を得

せしめる如き考慮が必要である 。 このお: 味で 3 人

以 下の低家族院成のみ しか住み得な L、2斗ミ住居商9

帖( 例へば「基準」の「 い」 型) の如き型式は特

別の取扱をする 必要 が あ る。 即ち 普通住宅は最 小

x  1 4  

の型 ｫ 於ても Ｓ 宝と ＴｾＵ 人 Ｚ ＯＮＧ Ｑ ｾ ｾｾＱ Ｑ韓米 故 の生 前し得

る住 居商を興へ ｔ こ ｙ 建築 ｩ 面積に於て最大限の 切 ｾ ｩＸ

め そはかる虫11 ¥ し、 踊商Ｎ右右積ｾＨ負捻 Ｑ力 ｊρＩ その〉 士増曾力 加 ｮ する κ 従

つて克κ 尼肘-住1者当苛'-J牧枚容上限 3を? ますものと位居1み):泊治正

内部構成をを?汁，[ 肱l

ベきでゐるム。 2室位:宅右 5を? 合めて前者 3を': r:i最長大居住

型」と H乎ぴ、後者を' ? r摂準 型J 1:よ ぴ fこい。

匁丙 ￧ ｾ な前提 ｴｊＩ 下に以下まづ建 築面 的 の構成諸孟 ｌ

素について逐次摘/ f J ，検討してみよう 。

食室 ・寝室 分離 食坐と忠告と の分離を鮒認す

る事 ＴＩｬ ｪ 我住居商生 ｩ ， ｦ［総式の合理的改庄 のお Ｈ ｾ Ｍ ＮＮ ｾｊ［ﾭ

である。

単に住宅が極小なる故を以て全慌を; 寝床面 とし

て計ー聾 す る如きは、 生爪の賞作j と合理的生活秘式

1'L1i する無知の表lifj である。 IJ、住宅 1'( 寝室陀な る

率五 ｾＱ 象＿旬、し ＿ こ ｾ ｉ ｾ 位以上の室ばかりをゐ＿こへる事よ

りも小さくてもい〉から 食住とより大 きな嵯室と

をあ? こへる方が、 ?仁こ tと; へ;肢良炭;室K 於 て 過苦箸絞F伝i就 桜が起

つ f仁こ 2と: し ても より宜'1れ'I 'MIκ乞E即[J し?仁こj矧納

宝を Ｓ 帖以土上Ｎとし 、， Ａす ｆ ベて ｡をｾｾ澗 ｡ Ｚお ｉￖ 立〈常Ｋ長そ と ナるとい』ふ 、依

件は全E安長を j臨良髭:虫化せんと ナる誤まれる企| 悩凶品剖|と して

ｩ挫ｾ世｝生主り られ るべ きで ある。 χ 食室は孤コ ミ ［時 の 通路 ｱ ｬ

心として廊下I面白の節約にあてらるべきである。

押 入 「去年準J ｉＧｌは紳ＡＩｾ ミ 両前 の Ｑ Ｕ ＮＥ 程度と い ｩ 、

数 字があげ られてゐる。 押入の主なる牧納物{ 之夜

具、季節外衣料及雑多な鉱財道具である。 生 fA程

度ーの. ｦＭ｟ Ｎｦ ｬ は全般、特に後二者ーの増 Ｉ ｊｉｉ ｾＱ 像恕せしめ

家族教の精力11 も亦牧納物の附)J11的増加をも fこらす

が、反i l ¥i Hc居{!; 者の負捻ブJ の低下 は牧納物の減 少

を7象想lせしめる結、位居間 と抑入|古{の比例胤係は

Ｍ ｛Ｑ ，臨みとめ ら れる。 ｻｪｦ し押 入 のＧ ｾＡＡｾ 際 ｾｬｾ の要 求 は主

とし て不刷物品、ガラクタ の精力111てよる bのでit

iとの大 きK 比例して機械的に大き くするよりもむ

しろ i @- !;IJな生日指訴 による抑入伎町の油正 化が必

妥でゐる 。 ょ にきj し、組ノj 、住宅 に於ては誠庭生前

維持I'Q) 最 下限 の家財道" I ' tの牧納、lト? に狭ノj 、イJ: 居 i耐

をつねに整頓してお く必要上、特にその大 さと配

置には行きと Y い? こ巧成が必要である 。

こ〉で はその詳市111な質的検討は何時 してに Y 目

前 の ｴｬ ニ｛ 古 ｩ 率引 ｱ ｩＧ， の必礎と してＪ の ｉｌ｜ｉｉ 自 ￮ｾ ヶ合めて生 ｉ ｾ

4) 拙稿「住居の基本空聞に於ける一考察」建築と枇

曾 昭 和 16年 4 月



居間の23，%より 16μ までの101: さを議定する。

間脇飯間 此 程 度の極ノj 、住宅で住居I百の延 長と

もなれ 叉必要な家具簡 を提供するものとして必

要な ものであるが こ〉 では特別 に之が需の面偵を

割嘗てないでおく。平面構成の闘係で生じ仁会内

を押入及川脇恢1mとして解決される事が望ましい

物 置 「法準」 の「ほ」型以上に特設す るとい

ふ事は、ノj、住宅 K 不必要であると いよ、貼か らでな

く、住商率の一定化の原JtlJ ( ? ) から*1こも の 、や

うに思:ま仇る 。之についても押入 t 同様の事がし、

へる。特に外周物置は本来炊事、 屋外闘係の物 r111

のl炊納所とみなすべき で、 そのノj 、土問 と小炊事 場

を考慮すれば押入よりも更に小住宅に於て甚fごし

く必要を感 じられるも の と思はれる。不良住宅地

匿の景観の主要々素が こ，: > ( 家財道具の屋外 氾 濫)

から 予kてゐる結の多いの は 反 省 の 資料 を 提 供 す

る。原則は之を附)111す る事。貸家1洋K は共同 の物

世を附加す る事も必要Tごが之は平時不mの家財道

具世 場 とし て治干意 ｉ Ａ［ｬｩＺ ｾ異にす る。

炊事場 新担; ;況に於ては、燃料問題 ・J -_7] ( 問題

等で困難な依{LI"が多いが、最ノj 必陥 を( 1. 51陥程度 ま

【第一表】

で縮少をみとめる 主しでも通路閥係必要をみ て之

Ｑ ｾ げはＩ 議想しておく。之は 全 〈佐商 卒算出 上と

りあげられる最小限の大さで ある。 大 家族最大居

住型l及都議型大住宅には若干の増んを考へてお く

玄関 連絡通路を含めて最小 2 IVl i として海i次 増

力11せしめる。

便所・洗面・洗濯 便所は7ki 先式の; 場合は 1 ;え

でもよいが汲取式を ｾ￯ 象想してみる。｛師右 ｉ ｩ 節 約 上極

小住宅 で l 穴となる のは止なぞ得な い。後者は! j .':

帖が最小。何れも住宅が大となる K しTこがって連

絡通路耐ーを考慮して若干増大せ しめる 。

縁側・廊下 前 者は住居商の開放に於て後者は

内部構成に於りる通路 と室の開放的樹立性み臥輿

に於 で、何れも居住の快 j菌性を充貰する 要 素であ

る。摂ー準型はこの商債の適度 の 附カ ｕｾ 強想、すべ き

である。

以上の考祭! ' C)，品、て住居I面5) を基底 として建築

l副読及位目白j率 を算定 してみ や う。

5) 住居面構成については前出のに よる。但 し最小 2

家型は 2室の相互車事用を考慮 して6，2を6，3構成にか

へておいた。人教に (つを附ナるは幼児の附加を示す

最
住 (

居李

建築面積構成要素( 帖〉

計

住 佐 住

大 居

居 位 抑 玄 炊 使 洗 f恭 物
宅

商は

r 、 f 、
商 商

イ主

機 食

居 商 倶リ 卒

積
種

人 商 洗 廊 帖 方

員

成Aさ告，

設 入 闘 事 所 穏
-F  置 米 E事 %  5J U  

、-..1 、-..1

特別小家族( 2室) 1  2  16  。 .5  - 1  ¥6.5 331 90  

中規模家族住宅 3， a  ｾ＠ ｾ＠ 4与

- 1
19

.0
 38 1  95 1  58  1最大

( 3室〕

4会 ｾ＠ 。 ¥.5 ¥.0 
一 122.5 45 199 160 1  ｾ＠

4島 ｾ＠ 3. 0 ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ 。 2. 0
- 1  25.0 50  1  89  1  54  1標準

16
・

4.5 4.5 1  15  
ｾ＠ 4急

d忌
多

5  1.0 1  28. 0 56  I  88 1  54  1  '" 

4会 4島 ｾ＠ 4忌 4会

。 I28.  5  57  1  96  1  58 1. 最大!

ｾ＠ 。 3. 5 。 2. 5 多 。 2. 5 。 130. 5  6  ¥ 1  89 1  54 1標準

大規模家族住宅

6 16，4.5，3，4.5 118.0  
(4室〕

4
各 。 2.0 ｾ＠ ｾ＠ ¥. 5  ｾ＠ 130.5  61  198 1  59 1最大

7  1  6， 6， 4， 5， 3  119.5 
会 。 2.5

ｾ＠
。 2. 0 ｾ＠ 1  33. 0 66 198  1  59  1  ｾ＠

8  1  6， 6， 4. 5， 4. a  12  ¥. 0  4. 0 。 3. 0 ｾ＠ 。 2. 5
。 136.0 72 196 1  58  1  ｾ＠

9 18，6，6，4. 51 24. 5  
。 2. 5 ｾ＠ ｾ＠ o  .  ｾ＠ 1  41  -0  82 1  99  1  60  1  ｾ＠

7- 818， 6， 6， 6 126.0  4.5  3. 0 。 2. 0

【備考] 佐面孟容は建築面積を坪数換算した数字で昼数を除 して求めた。 家族教が増加する 場合各戸浴室が有利となる

F市が考へられるが、こL では浴室は:令部共同浴室と考 へて 51出した。
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特別小家族住宅 ( 之を特I ' Cr特 iJIJJe 名付t 1 tこの

は、他の上紐型住宅は現在凶J _ ( ; の数多い部分が投

ぜられてゐる程度の過密就.JI主によっては猫上級家

族構成 l亡鑓化しでも 一際は住み得るに封し、 此 の

型は夫をゆるさすe融通のきかな い孤立: 的解決とさ

るべき fごとい ふ意味である) では、生日7 l k 態の低

下 を無硯し、犠牲に供し得べきものをすべて省略

しでも住商率は90%，しか得られない。之にまJ し中

規模以上の住宅では最大居住型で95%' ( 4 人一 11

帖〉から 99%' ( 9 人一24 .5帖) 程民まで漸次上昇

ナる。こ の程度の段階で物置を試世して屋外環境

を整備し、11111なκ 若干の公怖をあ Tこへ、主室i前商

程度にはほ側を配置し、食宣告? 少しく鏑大して、

位宅金般の余裕を得んと すればー標準型住宅一位

面率は90%，未満κ 低下する。 住宅の規肢が猶大 と

なり、少々余裕を切ziJ めれば94%' f立K なし得る。

上掲表は無駄な 〈且理想的な千両州成を得ると

いよ、前提の下に考へら れに数字であって、こ〉 か

ら10t'f前後の住宅では最低限の僚件、 即ち故大居

住型を求めても住商率 100%， ｾ得んとするのは 不

可能であり、最も切はめに 平岡で もソ Ｐｾ Ｙ Ｕ ＥＧ 桂広三

となる べ い 20坪 以上の 中位屯以上ではじめて

100%，程度とな し得るのであ る。又もし最小型で

得られに90%，程度の翠を維持す るな らば、 l 入賞

3 1Pti 程度の住居[ 面を議想 して 千均的 家族構成 ・5

人家族程度から 、標準型解決を得る事が出来るで

あ♀う。

以上の検討を要約重合して型規定の一笑を示せ

ば次表の如くなる。

|位 | 居住 者 | 建 築 面 ぷ |
香 焼 居面 積 最 大数 (圏在4 平方 住 宅 種別

1  9. 0 1  2ノ

33 I，f， 議 特 別

小 家族住宅

2  1 11. 0 _1_ 4  
38 

H長最大居

3  1  13 ぅ 1 5  45 

{主:型f主名

4  1  15.0  I  う

5  1  16. 5 I  う'
60 住 宅

6  I  18.0  I  6  ｾ＠

7  I  21. 0 I  8  
iO 

4室最大居

イ主型居宅

8  1  24. 5 1  9  
80 

9  I  26. 0 I  8  I  90 lci 割 削

住 宅

x  1 6  

ぐ備考) 7人の去を大居住型住宅は 6・8人型樽荷 した。1 E 確

に求めれば 19.5帖- 65平 米 と な る が ζ の程度 とな る

と就寝方法の融通性の放に「正確」な 人敏規定 は意味

をなさるなくな って来る故 阪に 上述の如く略定 した 。

故に Ｔｾ 型 ＶＭＸ の型式は牧容人員上限による鑓化とし

て表は されて ゐる が居住者数を 一 定に考へる場合は各

隣接型式では一系列の強度の異る最大居住型ともみな

される 。

5  

こ' :> Iz: t'{ /J之されに 9 型式と i )主準 j H: : . 示され?こ

6 型式とをよ七較するに建築面的上からは故小型が

ＳＳｭ Ｒ となり 、 ＳＳ ｾＶ Ｐｭ Ｒ ｭｪ tc 3型式を入れ?こ事以外

には Ｙ Ｐｭ ｾ 型が附加されに位で他は ｦ￫ｩ ｬ 工 り である 。

イJf' し之等の僅少な差及夫が含む 内容の差異は重大

である。 ＱＡＡｬ ち之等の型は居住者の家族の ｈ ，ｾ成 ｦ ｬＺＺＩ占

づ〈常数)jI J J ) Ｓ ｾ Ｎ洋医大日 ｉ ｊ さ れ 、 ＱＨ ｮ l洋は 2 当 ・夫

九: 及幼児のq剖 IJノj、鋭、族、第 2 乃群は 3 室 ・4- 5人

の標準家族、1(n の群は 4 宝 ・犬以上の大ぷ族構

成 l亡封する解決、 をあ? こへん

第 l の型をのぞ いて各群に於りる各型は夫々平

i面構成の原則 氏於て全く二つの具つ? こ極をもっ。

ーは輿へられに建築商品の 11-
1
1亡i淀川、の食街と仙の

部分と較べては最も大き し、 ｛函 杭をしめる が ｾノ ｪ 、院

の就寝雨を もち、他の施設について は極端な節約

をなしに最大居住型であり 、他は家族構成に封臨

する幾分のず ￭ｾ 浴ある食室と附属部分をもっ棋準型

である〈従って例へは 60m
2

の同選諜耐むi I亡二つ

の全然こ となっ? こ解決がご像想 され る〉。

一定の地域 l亡於げる一国の{ : 1 : 宅起設にt ，J - する型

の配分はまづそこに要求されつ〉ある住宅の居住

者の家族柿成分布 I<: i銅する見透し 1<:) まいて常童文型

の建設比至キマ決定 し、 この北本的比率と資材労ゴJ

及肱住者ーの負捻力のIUJ 係、を考慮して各型の建設教

が) t めらべきである。そしてもし粧替 1-- の諸要l刈

イタIJへばぷ11
1

，し得べき資材、持力 、資 }Il と建ぶさる

べき戸数と の!劫j係カ:凶民生日の標準以 下への切『i lt

めを止むなしとする場合、或は居住者-の負捨力が

同様のiiilJ 約 を輿へる場合は、各Zヰそ型 Il'I' のU{[ i 凶内で

下伏型 の採 ｽｉＭｊ ｾ以て封鹿 さ るべきである。 即ち 各

型は千般的な - J I] の型 として Y はな 〈二つの方向

をもっ 2}琶の形式として巧妙な蓮J-iJ をまつ。

但しか〉る型の解決は二たと千行してt I _: 宅型式と

居住者の家族柿成との泊時過絡な給合を可能なら



しめる供給機構 η TtW立をわ&・要 とすろ。夫によって

はじめてそふ本来 D 目的? こる 閥民住居文化の維 持

盆展 若最低の悶民的住居支出 IC よって品 ilt:a; i' fa'.J

合耳11的 p:::jf 現 F る事公得るからである。一方叉 .llt

嵐に提/1

1

，され?こ型1) 示すUょ居水 準は棋線型に於て

きへl 人' 函僅か3帖前後 J ) 全1. :居[ 師、 i比大型に於ては

民に住居[ 師及附泌部分に於て最低限以ーFの-gJ，iii ｾ＠

強要しにも のである故、将来に於 て凶.Li!: 位 居水 準

の改善.iJ l a と!必l聯して之が改革を像;怨してお t 基iー

が必要である。そ してそ の改占は側々 のi J:宅 の改

善 ( 改築 ・増築) よりも 「居住者」の低家族構成

への「輔換」 ・位居商の用j主軸換・ lてよって行は

れるを本旨とすべきでゐらう。之等の諸説粘から

住宅を個人所有に結びつりる事は不可とされる。 ー

この賦 l亡助j し位宅供給の機桃と 、組織につ いても

卜主Eの僚1
1

1'を貫徹し得べ き形態があ fこへ られるべ

事を要請するのきであるが之について はi詳読 をさ

りであぺ。

6  

次 fcn.lj 題となる は建築と よ段上位の刷係であ る。

f )主・準J Iて於ては敷地武司法準第 4 項 l亡戸建別に

割地の大さ及最小限 を地悦によって次のJ(f1 < 定め

てゐる。

I  .  )  立 償

l 一戸 建 ニ 戸 建 四 戸 建

|  及共同

1敷地 / 床 面1 3.5倍 3. 0倍 2.5倍 2.0倍

準 1: l 1! ! 償卒方米首 1・4回 以下 5回 以下6回 以 下 7. 5 園以下

孝 ( 敷 地 / 床 面 I 3.0倍 2.5倍 2.0倍 1.5倍

信i 地 仮卒方米笛 1 5- 4困6- 5闘7.5- 6閣10. 5- 7.5薗

私 はこ、で、率による規定といふものが屡々便

宜的な意味でとりめげ られるが、之はi誌も粗$i f i非

科 接な取扱ひ方であって、設 計J凶主とし、点、が如き

JI.. 韓的 な規定 lて於ては屡々ノた自身誤謬でめる事を

まづ指摘しておきにし、 oJlIl ち.H:宅の賀会J J t fC考泌

するも のに 主 つては不 で はな くて ＱＱ 止ノ ｪ 、』け ｾｾ ｬｾｾｩ の信

地ル王割地の「絶針量J ( 大さ・形〉であって、 もし

率で定めるならば、ゴとは1'1二宅 の型( 規模〉と 'If ，:接な

ｾｦＱ 勧規定をもってでなりればならない ので ある。

さてこ〉では、 その事は地似 を附帯僚件とし て

戸建形式によって定められてゐる のであ るが、 こ

の原J{ iJ ｦＧｌ劃しでも大 き な疑問がある。 Ｓ き に 千Ａ Ｚ ＺＮ ｾ

の戸建形式 として 「ほ型.1即ち 2 U'，" ，以下の刑に於

て 2戸建以下の形式が採用され、 12坪 以下 の ( 主主

設の賞際的重黙が指向されると 考 へられる) 型に

は之の み が 約 束されてめるの Ｎ，ｾ が 、 斯様な桜 ｉ ｊ 、 住

宅によりノj 、さな京で空地 をあ ?こへようとする原則

がま っ' 問題でゐ る。 無論集合形式程空地は牧約 iじ

され得る ので ある が、か t して得られる禾IJ黙 をそ

のにめ若干の犠牲をはらってゐる位宅自身の篤 に

利用せ十、之を過去の営利的家主が行つ? こと同様

の経営運輔の ?こめ に利用しようとする意闘がこ〉

l亡( 戸建形式 と住宅の規模との闘聯を考へる事に

より) 巧妙に隠匿されてゐるのをみる。集合形式

が低 級 貸家{J 宅である故止むなしと考へる 人がゐ

りとすれば、その棋な 人は生涯自分の家を持つ事

の出来な い闘民が大多数である事を反省する 必要

がある。 j除隊なものが「閤民」住宅の建設基準であ

ってはならな L、。もし 3 倍 J ) 敷地が閣民の居位地

として必要でゐり、闘土が之を許すならば、夫 は

すべて の臼: 宅、就中IJ、住宅には優先ーしてあ fこへる

べきであり、且夫は大住宅よりも容易K なし得る

ので 3 る。集合形式が貸家として灼来取段される

もの とし て過酷な僚件をあ fこへ? ことし、ふが如き癖

開 も 、 所検な取設しが現 賓 iとは極めて凶難であ、り

ゆくとも相笛長: 期の不良住宅地化を防 ぎ得な い事

責 の ｉ 狩に は 無力である。制 ｉ ｊ 、 千 ｉ Ｚｾ おに於りる生爪 過

程の屋外 i巴濫fc! i し夫を不良位宅地化しない唯 ・

の方法 は蹟い敷地のみである。 ( しかも極IJ、住宅

がそうならまるを得ない最大居住型では物置商は

建築商磁石?極度ーに節約するにめ無税してゐる 。之

は必然Q. T 也商にはみ 111 して? j ( るものであり 、此 鞍ー

からも小位宅担帳簿上の大 きな盆地を保有してお

く事 が必要 なので あ る。) 放に原JliJ ，は まさに反封

の方 向でなければならぬ。

次に地慣との以 ｬ 係であるが 、九ｉｬ ｾ挺句点 ｪ ｾ 、桂敷地

主事及住宅がIJ、となるはlt: むを得な い として も、そ

の事が、こ の引規定では¥l i ちに負推力のIJ、なるも

のをそ こにｻ Ｎ Ａ Ｚ まわせる結果となるのは 、 ｎｪｬ ｾ ｾ 十 重

の根本的錯誤であ る。 tr しろよ也慣がめがれば、住

宅 の規模大なる型を探月j し、 ささi也の{ 質値が率的 fC

縮 少 しても そ の 絶封的意 義の ｾ ｾ速 に 縮 少 する のを

防 ぐと共 t亡、大住宅に於げ る居住者の負措ゴJ の余

浴と iJ: II印. 率の I白i率化 lて伴」、 {1居 l百官; り採算: の有 利

化 を不IjJiJ する む によっ て負従の均衝 を 期?なすべき

1 7  x  



である。 t! が本営はそれよりもまづ、負婚カの差

を云鴛する前に閤民位宅状態の最低確保といふ聡

か ら夫々 の佐宅 l乞相' 富し? こ夫に奥へるべき最小限

の敷地を兵盟的に奥へる事、〉之 を毒事で表せば規

模が大となる程低下する 事) が必要 でめる。もし

戸建形式で匿別するならば建築謹の コムパク トイじ

による低減をみとめるとしても、建築物の開放性

を犠牲にしつ〉ある集合形式 の方により 大 きな 室

地の開放世・絶封fi 直的( 列刻々 隅共他の) 余裕を

あfこへるといよ、配慮が必要である。この意味で住

宅の大 きを考慮しな い一律な率規定 ・或は集合形

式をあ? こへる 事陀よって土地の節約のみを得よう

とする如き規定は最も危険な結果を内包Jずる便宜

主義的企闘であるとい はねばならぬ。我々は之に

劃し、各型式、各戸建形式 lてし?こがってi註低限敷

地面債を規定し2) もし地僚と の閥係が採算計聾 上:

必要ならばこの最小限規定を基礎として算出され

るべき fごと考へる( 但之が数字的検討はこ〉で は

ふれなL、) 。

望 ましき低地僚の場所を鼓見する事が出来なげ

ればいくらでも住宅を小きくし敷地を更にカ11速度

的に小さくする主いよ、印象をあ? こへる本規定のま日

きは、目下の大量住宅建設強定地附近の地債の現

況をみるものにとっては危恨の念をめにへす' には

おかな い。

7  

以上、私は住居両の大 さより み? こ小住宅と極ノj 、

仕宅に要求されるべき住居の質的意義を検討 し、

夫によって苓商構成K 於て求めらるべき目標と 之

を 満足せしむべき受賞な位商 塁 手と を ｉ ｾ ｊ I亡し、ノj 、tl :

宅に於ける と子商計霊の基準? こるべき型の合理的設

定の一試仰を試みにのであっ f: 。

こ、 κ 示されTこ型は、首商の情況に随iへ7こ棋準

x  1 8  

的最低限生活以下に切下げ られにも のでゐ り 「最

大居住型」は全〆〈膿念建設の性質を帯ぴる。否標

準型できへ将来その訂正を求めるべきであらう。

夫は その就寝形式に於ても叉秩序ある生活の建設

に劃しでも若干の不備猷陥警合むをまぬがれ得な

い。11f: し之を恐れる が故に此 7) 問題を正硯せす・不

徹底な 型設定と不合理な数字基準 をゐfこへ、主s築

計霊が迫求ずべき焦鮎を混嵩Lさせ、問題の所在t : ' .

隠弊する事は、却ってより無秩序 よ り不合迎な生

活環境 をあ? こへるもので あ る事は戒心すべきであ

る。私が極小位宅 K 於ても食寝分離を貫徹すべき

事を型設定の基本僚件とし? このはか〉る混首LｩＧｌ ｾ討

するーの改革の準識をあ fこへ?このであるの

営商の課題 陀封し、現賞の位宅供給機構の もつ

限界から 浮上つに理想的基準を設定する 事は不可

である。 か 〉る提案は建築界の樺戚 を失墜せしめ

千七らう。 fごが生活技術上 ・建築構成上 ・嘗然確

保さるべき 最低限ま で も機構 ・経営上等の理由を

眉ーにとっ? こ無知によって無視するな らば、決定者

は爾後の我閤民住宅の全面的不良化を確立承認し

にも の として責任は重大である。こ の意味でに と

へ一時の路島封策と名付り られて居 るl乞せ よ組 事

な数字的規定は警戒さ れねばな らな い。 そしてか

くし で もなほ規定 され F るを得なかった非常時封

策 K は確固? こる快復方策が併決されてゐねばなら

ない。そうでなかつにな らば、 夫は貢献 といふよ

りもむしろそ の反封 K 近いであらう。

( 2601. 7. 26)  

6) 最近瞥ff!!i. 線建築課より 護表 されたー園地勢王者者イ主

宅計Z量様準( 建築i ! t 界 7 月競〉には、建築商積率

3割以下、敷地最小限 l 戸賞 130.n
2

(2戸建又は角地

120mりと規定してゐるが、之は従来の単純率規

定に絞ぺて毅等の進歩である。



ぅ、

」 れ か ら

磁場とf主宅

原J11
) として仇宅は職場の附近K 泣かなりればな

らな いが、大都市の現7Ui: iまさうな って ゐない。都

市が登泌するに つれてI "li 内のtl :居地 :ま狭〈なり不

健lJtl てなり災害の危険率が持者して手1 ( 1ここと等によ

って‘ 止むを得す・都市生前者・の住居は市の外方へ

外方へと診さ れる棋になり都i li の菌防は膨れに膨

れて放射献の71予を以て遊民 す るに至つ? このであ

る。

工場が新設されに首時 に 於ては附近 ｦｌ ｾ 主 地もあ

って従業員の住宅も設り得られにも のが今日で は

従業自の住宅どころが全部工場の裏地lて使用しで

も未ピ土地が不足で生産の蛾張に支障を来すと云

つに有様である。

斯様な )1回序で従業員は先づ職場から離れて位i 、

棋になり工場陀速いところから通勤する態がはじ

まつにものと思」、。 霊長ひ l亡して郊外電鈴の経営が

之に伴って登展し? こから i- ! i 内の交通機関とリレ {

式になって職場へ通ふ人詑の輸送K 困ることはな

つにばかりでなく、電鍛沿線住宅地の管業的経普

から到j接持の位宅は怠: 速に市の外方へ誘引きれる

に至つ? このである。

而 も斯様な ・傾向は工場・勤務の者ばかりでなく所

制 部di のr ! J 心部 Iz::) [i説i誌をもっと ころ の事務所街の

ビルマン球は大前jl ，i iH及，( ( Ｈｌ ｾｰ ＩￎＢ の勤務者に 五るま

でが同様で あって職 場 e{ lo宅と は離れ得ら れる Tご

り滋れると 云ふこと が常識 となり都市生活の原則

化して来? こかの11担がゐる。

のみならす・l臨場と {J .fBが一つ家になってゐる主

ころの 4J ノj、lr; j 工業者に於てすら 出来得 るならば職

ー場i e {，t 居を分却す ると云ょゐ-様 となり郊外tl :宅が

別荘的の役割を果すことにもなっ? このである。

既 IL 今日となっては 「職 場 ばdi 内 l乞性ひは郊外

rc J  e云ふのが一般通念となってゐる場合簡単 K

職場主位宅を結び つけ ることは甚 ｴｾ 無担かも知れ

ない。併しながらこれからの住宅に於 て これ程亙

* 益者は大阪市立部品工総態校教福島

の 都 住

』 且4

1 む市

中 野 ヨた
郎来

!慎

要にして根本的の問題はな い と思ふ。生産の統合

住居の新改築¥都市の改造、工業都市の分散等結

局は閤土計喪l亡抱合される問題であるが、何と云

つでも職場主住居の問題を解決することから始め

られるのではある まいか。

例ＺｦｴＧ農ｻ 二 ＱＢにとり ￬ｾｴ 村にとっても明らかな如〈耕

地即ち田畑を職場としてこれに闇まれ? こ村落位宅

があり或は腕し、海原を職場としてt魚、村位宅が黙々

主してゐるが、彼等の職場はi日j 時に生活する場所

であり子女の教育をするところである。

孜々として働き懸命K 生産に従事する職場の中

陀生日があり毅育があるのであってこの場合l'L: fj:

宅こそは生産の原動力を養ふところであり生f円精

紳、国民精神のあらゆる基軸 t しての務となって

ゐる のである。

従って都 rUI r. tきて生部費は職場から 日給、月給

となって持制へられ乏を消費するnめに家庭の生

前がゐり 孝夫主がゐ り面1 : 交があるかの如き感を起さ

せることは農漁十! の場合に於て先づ心配はないと

云へるのである。

都市は間家生産力 の必要上夜以しにものではあ

るが併 し今日こ のま〉の猷態で以てノト迄の如〈都

市の機能を高め るこ とは凶jJffi であ らう。我々は既

l亡不自然な都"di1 Ｑ Ｚ Ｇ む の｛ｾＺ 世 ｉ ｃ 就 いて光Ｍ分に検討し

なければならな L 、。

i出i速度輸送機助JIとイ火作してこそ護厳 し得る副! 刻

都市、郊外住居J) 如きものを以てこ九からの住宅

地主決定してよいものであらうか。

非常 ij{ 鑓の 危険性は都市に於て1，立も可能性がゐ

りとして市もおil ¥di の生産所勤が職場主位宅を結ぶ

交通機閥κ 握られて ゐるが如き現AAI'L於て果して

職場ーを護るこ主が可能であらうか。 これは i司時κ

免産の職場 :ft'?!!.! Ｙ 得十して生活ｾｴｦＺ読し得るかと

いふことにも なる わりである。

平時であらうが戦時であらう が我々 のt J :宅は職

場 あつての住宅あり亦健全な生日があっての職場

1 9  x  



でめる如 く 切鍛 す こと の ｈｾ 来ないもので なげれば

ならない。間家厚生の大 目的?こる子女の童文育も 雨

視の職場と気庄の中 lて於てこそ行ふべきで、とも

すれば温室的の子供のｾめのみの郊外住宅の如き

は 深〈共 の おＡｻￍＱ ｩ ｦＡＱ的の影 響ｾ Ｎ ｾへなければなるま い

と忠」、。

要するに職場L 家庭。 育成。こ の三つが分離す

るが 如 き 住 宅 の 取 扱 ひ は よ ろ し く な い。 これか

らの都市住宅はこ〉陀 ｍｾ 殻黙を置いて計 聾 されべ

きも ωであって都市会韓の再構成も こ、 K 重鮪が

置かれること、亦首然 J ) ことでゐる。

都市住宅の分類

職場を釘離として生す・る住宅の種類は次の四起

となり夫々の種類に感じて依究と改良を カnへ なけ

ればならぬ。

A、中ノj 、HH二r . 業X- J ) {J 二: 己.. .. Ｑ 日 先 ｊ 訪 ｴ ｬＮＺ ｾ と

B 、生産う手掛K 従事する xの{ J : :むー… 労務;お'{_i:

ー巴

c、官公、事 務所街勤務者の{Jニ:1:; ，・・・通: YiJr.Jt{. { 1: 

1ご己

D 、i路益を目的とする第二紘の住' む…・老長{ 1: 

:6  

以上四種 の杭宅を計聾するに技術的 Ｐ Ｉ 分類 ｾ￨

( 1 ; ば従来か らの形式とし て

滴立住宅 。連続住宅 。集合ＱＭＱＺＢ包 。 ｩ ｦｾ ｩ ) 心住宅。 iJtt

宅 官会。 翻身者住宅・・一。

等の如〈分けることは出来るがよ陀依って住宅を

横 f亡被る考へ方は佐宅の目的に於て甚fご不明瞭な

ものがある。少〈も職業 の 性質に依って縦 ｉｾ 並べ

て先づ住宅を 使用すべき 家族 の業務乃島!二か ら検討

しでか〉ら なければな らな いのでゐる 。

従来都市住宅の研究題 目 k なつ にも のをみる と

殆ど大部分が、第 三番目の通勤者位宅であって時

には別妊にも 近い性質のも のを選 んで居つ にこと

もあり性宅 を云へば先づ郊外性こちを指 してゐるか

の( 視があっ ? こと思 i 、。

今日 K 於てこそ工場勤務者-の主誌が 不足 してゐる

といふので勢弱者住宅を研究する傾向が検へて米

?こが米七 米?ごほんの序の 口といふところ であ るo

9-* I'L商 j苫をもっ住宅の如き 或は家内工. 業生爪者の

{  1: 宅に及んで は措ん ど問 題にすらならなかっ? こAA

態でゐる 。例へば同 じ 集合 ｴ ｬＺ ｾ の形式を採 るとし

x  2 0  

ても、官公合計.等に通勤する者の集合住宅と工場

持務者を目的とす る場合とてーは、 既?之平簡の形 式

を鑓へてか〉らなければならない が、更 に進んで

作業場とか、 E草場とかを組合組織で共同計設する

場合の如〈職必ーに於げる集合住宅 に於て は一層 異

つに性質となるべきもの である。

調身者本位のn¥J 貸式集合住宅 i亡しでも 一般 の脳

内持働者。技術 本 位の職工。 iifi応日令iid:n。率生

等の如〈医別すると夫々に; 邸主; し? こところ のもk式

が生れて来る 寄 であっ て、岡家厚生の lヨ的か らみ

て も産業人の充宜ーを計るには、先 づwrぷなイ七' と問

題と職業指導の問題とから解決してか〉ら ねばな

らぬも のと 思 i 、。

中小商工業者の住宅 ( 職 場住 宅 )

皆 二 ｾｻ･ ｉ 守的としてＯＱｩ ， Ｕ｝ ｕＧＮ つ ｦ こ もので、 都バ ｪｴｬＺ ｾ む

の起iJ j，[ ;;e なすもの とみられる が説。:の)j}¥態と して

は 光 線 の 小 足。乙ＺｾＭＪｻ の Ｑ ＱＩ 染。 ｩｦｩｬ 込の騒ｴｴ￭Ｚ等で始ど

{  Ｑ Ｚ 土 ととして のＩ ， ｾ本保 伐 の何れにも不合僚の有様で

ある。

一 附 の附 ｊ ぷ ｾ 共 ｉ ， ｡ 計 査に して 二階 以上 ｾｖｃｈＺ ｾ む を

もっ 共 ｉｉｉｍ ｾ ｊ ，ｩ｟［住 宅の加さは精進歩し ＿こ 形式ではめ

るが、 多 〈は各NI p. :rjJ 占:と $1(;多な袋内工 業式 のたiii 聾

討 が雑然と リqを並べ てゐるのが現欣であって、 而

もJ!Tr < の如 き住宅 は大都市 の大部分 を z片めてゐる

千f訟であ る。

先つ

l人、生i吊吊必口市J 品をを? 販寅する ノイ小jト、E賀苦業者の位宅

2，、 物1貨主の卸と配給をを? 業とする卸;業f乾よ者位宅

3、作業場を持って賃加工 を 業 とする }JII 工 業 者

住 宅

4・. /J、規模の工場を持ち製造 と販買を業とする

'1-' ノj 、工業者全1:宅

5、共 他の自説管業を 以て{ : J ; 宅に職場を持つ業

者'.{I: "む

犬々 向次営業に 依って職 場 Ｇ ￨Ｑ ＺｊＺ宅 ぞ 一 つ話 ｾｖｃ 千 ｔ

つものであるが生産の トーから みれば何れも猟立性

の無いところ に特徴 がある。而も jと等の ものは都

Ili の膨れる に従っ て殆ど無統制に営業 主性居の位

置を求めて今日の如ｾ有様となっ ＿ こ の であるが、

これ は 蹴 ｩ 乞多 〈 の飲 陥を醗し ｉｈ ナ民主り占 ｾｉｲｬｪ の弊

ｦ 書となってゐる 。 ｾｮ ち

u{J : 宅と して狭 臨 t 非保健的保千1:の増力n



ｯ 配 給 利純 ω 昂 ｌ 科 ｵ こ依るゴド戸 ｬｾ 底的中 ＱＱ ｜Ｑ当 ＵＱｦ の増

カ/1

O 必箆 d !' 1の多間多様と規絡の :;' F統一-

O交通預: の不必裂なる桶川|

。 者 ｉｬ ￯ｉｩの Ａ 柴 ｾｩＨ ，イじに依る能率の低下と災符の哨ｽ ｊｉＱ

之・i" ＱＺ Ｑ Ｚｾ 右 Ｑ ＱＺ限点して巧へ れば、

部 Ｎ ｟ Ｎ ｾ ｾ控訴の ｲＱｪ れと光線の小見

第二二、 換金: ( の不充分と州在lの殻生

第三、f ＱＺ 肘 ｬｉＧ￭ｩｦＩ ｩ の Ａｬｖｾ 新 ｩ と ｴｴＮ ＺＺｩ ｲｩ ｬ 出忠の ｻ 政壊

Ｒ ｴ ｾ 凶 、 騒 ｪ 肖 の 増大

よれあλ 災宍: の危険榊 }111

川〈の如1<  1: 1:宅 に於ても生産能率に於ても 現訟

の Ａｉ ｫ 日 ｾｊ ｬＺｦ Ｇｾｬ ではゴド常な［ＧＭＨｩＮ ｩ［ Ｑｴ ｴ＼ ｦ ｬ ニ ｬ まか ｢ が 円 」 工つ ｬｩｩ 支

でゐる。而も所主張な ｩｉ ＢＡｌｾ ('c. 打記って向犬々の職場

を謎り さu円を営み子ム・の一育成を絞りる 必要に置か

れてゐるのが、大都市の大部分を占める是当事l磁場

居十1:者 である。

扱て是等の職場佐 居を救」、方法は どうするかと

云へぼ積々と便宜NLD: の針策は; i 5 へられるでゐら

う。イi f ' し根本的の方法としては、斯様な iIk態にあ

るpJ j工 業地域民主J して徹底的の外科的手術を施し

先づ l ドノj 、斗; 業-/?i -の生産相同日I j の業加の統合整理を

行ふ こ とが最もよいのではあるまいか。 中小工 業

; ( i - を北部: 別 11 : 集めて生産のプロックを結成 し、之

を吏に大工場の生産組系の 中K 含み得るようにす

ることであって、 ｾ ｾ ￎＭ < すること κ 依って小資業者ー

と家内工業 Jf との雑居式欣j態が先つ'整玉県 されるこ

とK なると思」、。

亦生産の仰lからみれば'生産 rll' l の規絡統一可能主

なり資材明日給に要する交通の紫紺とう子力の消火' が

!( f けることは首然であらう。

之が司能として ' J、工業者のを1'-宅はどんな風に救

λ、ことカ' 1-1¥米みかといふ l亡、先づ作業場なり機械

掠作場は之をすべ て道路に泊{ し?二一昨年に置いて二

附以 トーは従業員や家族の集合{ : I : 宅にすることが11'.

ｾＨ る。

件当 ｾｋ 依る騒音 やお 動 を ｬ 幼ぐ ことは技術上 の 間

程j として比較的容易であるし、之が軒並の共同計

費 ｾＺｋ 従へば費 ｩｬｊ の虫 ｦｉ きも非常に ノｾＧ くて消むはす・で

ある。

集合住宅に於ては道路rni ｾ乞従業員の合宿そ配し

裏側K 経営者・の翁族議を? とって定地や保光の{ 廉件

をl i 効に工夫することが山水るであら うし、共同

の施設 k して了イAの遊び場。公衆浴場。共同倉即

日用品配給所 、共同洗濯場、場合に依つては共同

炊事の如 きも の まで計叢することが可能であ る。

従って今 日迄各自の主誌に無加 をして設りてゐ ?こ不

完全なる物置、合五II や不j，;ij -生な浴引等i " 整理. して

一つには完全な設備を得られ亦一間K は京地のf徐

裕も さt . じて氷 ること l乞なる。

ｷ ， ｾＺｮ ［Ｗｾ繁利Ａな者 ｦｬ､ｩ を整然 ＿こる秩序 あ る都 Ｂ､ ｩｬ て鑓 へ

るばかりでなく 、 狭背しい者 ｬ￭ｩ Ａｩ ｻ ｉ Ｚ 宅 制 ｌｾＧ ｬ ｾ い感じに

することも可能になりはしないfごらうか。

h';j J，ii rt 宅にしても 一般住宅何 Id f・Jil1bし Iこ円用，iJi

ノj 、資業;貯は)] IJ として、生産資材 Icn迅ずるものとか

或 U:J JII T 版買を訟 とするもの及び、物Ho) 配給fご

りを 取扱 λ 、卸 悩 ｪ の 如きは従来か ら 既にブ ｖ ツク ・ ｦ Ｍ ｉｾ

ｾ形 成 してゐるから、之を更にｊＡＦ lj Jl て配合整即す

ること に依って、谷々生産の能率を高めることに

な れ 都 市-性宅の枕賠を減少する結果となる道m

である。これを貰ー行す るには都市法令の設展 と強

化完備に侠? こなげればならな いが、今日の如< I刻

家の生産榔充が要望され同時に都市住居心安全を

確保ヂベき必要 に迫られてゐる際、我々 は先づ] [ ，仇

場を持つに是等の住宅に 力を設がなければな らぬ

と思ふ。

労務者の住宅

労掛布・- t t むの不足が生産 iて支障を来 しではなら

ぬとして、既K1t 宅の柿給に最大の努力をしっ、

めることは悦ばしく? J j ; 力強きをも Jぷす・る次第であ

る。

イj干し必 iて投文し? こし、ことは努持者住宅の池首な

る依世と形式の問題である。位置に就いてはJf，総

場との協l係に於て前支jj; の通りであるが、 L具緒的に

云へは郊外電餓を使川する こ とを.止め て歩〈なり

肉 料， ￭ ｪ￟Ｚな りで 三 十分以内 ｩ 亡夫々の職場 ｋ 到着問 ，ｾ＼ｩ

ること が必要である。

同特車で三 十分 を限度とすれは最大限 8 粁であ

ってこれ以上の距隊にゐる- { : [ - : 宅と、職場は既に;た

んに支昨Ｚｲ ｾ ｬ＼ｩ すもの とＺｬ ｊｴ ｩ 寄せねばならぬ。ヲＩＢ［住宅

が工場に近過ぎて保健 1-.の支陣 k なること も考 へ

られるから 、一定距離を以て計業 し工場とのI i 日に

孫'j )必尚と集合前場、ノj 、公問、維樹地帯等趨'訟に配

常すべきである Q

2 1  x  



ヨたに工場主位宅地主の主f立関係は共土地に於げ

る風向に依って判街さ ること になるが、原則 とし

て風上の方 陀住宅地 主? とり、 殊に化皐工場の如 〈

薬品の臭気を 出す場合に於 τ は煙突の位置 と相閥

聯 して考へ る必要がある。例へば大限附近では西

北風が一ヶ年を通じ最多風向 となってゐる し、東

京方凶ではJR南風が多い こと 冶なるが、大限では

工場の! J _ ! j 北i亡性宅を配置し、東京では反封 l乙東南

にの方向に百十脅することになる わりである。

ヨ々は害事務者佐宅の形式であるが、労務訴の活動

し得る最高の王子均年帥を椴定して家族の構成を考

へて決定す ることが理想ではないf ごらうか。男子

持務者の結婚年令を25歳と して5う歳まで労務 lと従

事するとすれば30年の家庭ー生前となる。と ころが

この30年は刊共の護育 i乞従って{ 1: 宅の形式を稜へ

なげ ればならな いから少 〈とも、 三段附の規模と

形式ぞ工夫 して[ 遭いて知何なる段階の家族構成に

於ても 、 先づ支障なく 賞 質 的 の ｾｬｾｩ 汚が ｦ 刊う ｫ るよ う

にする こ左 は首然必要のことである 。

努務者の性宅であるから狭〈とも半梓tI' ，ｾ ＭｪＨると

みるのは よく ないこ とであって、家放一人常りの

最少 限阿干 ｾ ｊ ＨＷＩｻ 似， Ｉ 1亡3 坪 左すれば ι それを耶イなと

11頁よリ 繍 〈ー( これからの住宅 ・市 浦 鍵〕

り となると考へられる 。壁は幾分厚 くなるであ

の規惨との闘聯の下 l乞作られよ いも のが安〈生産

きれて供給 され る事K は問i Aいなし、。叉家庭の什

擦についても同様でゐらう。 fこY その規格 が;(r: ｾｪＨ＠

の 一 部の も のが単純簡潔を縁ぶあまり ｾｲ ｬ つ に 無味

乾燥の臥黙が救はれでもっと温か味のあるものに，

訂正 される 4{: は必定でゐらう。

こんな風 l陀乞ヨ考雪へて予来l辰ミて最後κ 肝心の家の規栴や

大 さはとど‘ んなにな るカか3 き歩安信長:空η〉大 さはどんなになる

き安誌内の感 じはどんな tκ亡なるかなど 〉式」ふ、最も吾ノ々 守

としては R 組的 な黙 t<::ζ 3来|収4 るとこれは巧へτ も一呑

x  2 2  

して 55設迄( i 家庭生在宅を管み得る性宅が元芥必要

でゐる 。向又室教の限度ーとしては忠字:の取扱ひで

あって樹立し に寝室が一つの場合、二つの場合、

三つの坊了合となる諜で、第三段階の位宅 では少〈

も次の三つの住宅が準備さ れない と困ることにな

ー，

S与 。

＾，Ｈ Ｍ Ｑ ヲーと 小 児Ｈ 小 謬 ｾｕ の ｩｩ ミ宅・・ … l  

男 児 ( ｾｉ ｉ 等皐校耗度Ｉの寝室ー・ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｑ

k 児 ( 同 ) の忠常 ・一一 l

従ってー・人常りの商杭単位主家族構成のドN商から

杭宅の規模形式を計需するこ 左が大切 である 。斯

様な巧へは一般イ-1: : 宅地より の通勤者ー生1: 宅 1;: 於 て も

l司秘であって、 b主Il l ! : 住居への J 之本的の後件とし て

研究すべ き問題である。

Pf.t ，記

ｾ，［稿は 「 これからの生 ＱＺ 宅 」 として興へられ ｦ こ 題

140ゐもと κ 執筆し に もので更に附力JI へて述べfこし、

のは ｴｬ Ｚ 宅の千商 。ょ ｾＧｊＮ ｾｩ 室。設備。等につ いて の技術

的の部分でめっTこが;立外に紙敷金起過しTこので取

政へす Ｂｪ 絢子 ｉ ｾ Ｍｲ ごりで止める乙とに し ｔ こ。 議に御断り

して ) 0‘赦し を刷ひ fこい。

期ゐ' し い叉見通しのつりら れない事なの に訴がつ

いに。私も前 l乞述べ仁枝な位宅の闘家での位置、

認 識. 同土計輩、都市計聾とのsh附それから戸建型

式、集園地計主、生活協同化、生活様式などがあ

る粍! 定まではっきり見通せな い限りそ んな兵糧的

なはっきり同而に現す様な もの まで夢みる事が1-1'，

米ないのにJ誌がつい た次第である。 私 の手のうじで

やっ てゐる仕事は目前・の又は近い将来の兵韓的 1';'

{- r - . 屑の緋成をやっては居るが速い将来の こ とは前

の様な事 が 苅の ｱ ｬｾ 往来して居る ｦ ご りである。

〈以上)
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1 序

文明 ｪ Ｇ ｝ＱＴ Ｉ Ｉ 琵以外七既に ｩｾｾｖｌｊ ケヰ ｩ 三を ［｜Ｇｊｾ ｩ 品 し 、 その問

多く の 解決を要すべき ｕ Ｚｊ題 ｾｾｬ ミじ＿このである、そ

の中の買契問題のーとして {1:宅問題が新しく持踊

しｾＨり、よれに針 し祁Ｚんの町立ｻが考究され叉は ｊ ｾ

際 Ｑ ヒされつ｜ ある ｾＧｬｻ は ｊ ，Ｇ，Ｇ ｪ ｾ人の 知る庖である、 ぞ

れにも拘らす・之の問題の村つ j栄次IJ さはったTごその jff(，

決 j 日fは解決乃比i l i ! しずら l有つ に五つて府ない7F

も亦9，11る人 の知るぼである。

勿治この問題は日々建築次の11l なる技術的解決

の みを子以て如何とも詩し ｾＴＱ きも のな る事iリj らかに

して、むしろ技術以前の問題の方がより根元的で

あり、本質的でーあろのではあらう 、 げれ共 ぞれを

列J1llr ll とし て扶乎傍矧をする事も亦無能のP訂誹j作L吟E乞-廿 受

せさぎ，るををナ得ないであら う、 きればよの聞に庇して

高山の話し得るところは各例 の本芭なる立見の交

換によ って、 そのおトナる所会. F1 も遮かに献立

することこそ喫緊の急務であらうと考へる 、こ の

口味 lて於 て筆者- の日頃抱懐する所信の一端をこ、

に 述べて 諸彦の御批判を仰ぐ次 ｕｾ である。

2 持 家 貸 家

{-1: ことの大長供給の問題と夕、ーによを貸荻絞替とす

べきか分譲式と すべきかに付いて、過去 に於 てー

臨清算 され fこかに見え ?ニ ア貸家と持家」 との問題

が新しき脚光 を浴びて今日再び登場 して米?こ様で

ある 、然かもその rll って来る 所 は必す・しも、ナチ

ス、 ドイツの佐宅政策の扱倣と して iii 純 に扱はれ

るべきでばな く否，々としても今一度ー恨霊に吟味さ

れるべき悦値あるものと均へ、之庖 l亡簡単 l乞所 見

を謹べてみにい。

ｪ 貯で今日まで ｴｴ 宅問題 の解決 Ｂ ｌ Ｇ｟ ｾ ［ つ て、 ￜＺ ｾ むを

存自 lて所 有せ しめるこ との JJ1WIな理rl1 とし て事げ

られ? こも のは概ね次の様なもので無かつ ?こ かと思

ふ。

( 1.) 各自に油富なる性宅を所有せしめること の

経 消的困難 ( 限 られ ?こー祝介にしか供給され

楽筆者 ｉｾ 大阪府 経築課技師

題 雑 威

}II 勝

Ｍーｾ ，立
'・、

健

得ない)

Ｈ Ｒ Ｉ 貯働市場の自 Ｑ ＱＱ 挟探によ ー る勝則をｾ ｹＧｾｾｾ し或

ｬ ま担否せらる ｾＺＺ｝ｉ ずら升Ｚす・るＨ自 ｲ ｬｬｬ て職場を

林へられない)

( 3) 家族 の地力111亡封)) f f f f : 鑓性が無い

(  4)  .-I: J lJrf: lj 月H. 千f効で‘ 無い( 土地細分割をも合

{y)  

以 1..のiJ1.I ｊｬｩ｜ ｲ ｬｬ のＱＢ Ｑ Ｑ Ｑ 訟も閃ｗｦ ｬ に し て 、 ー 旺つ ｩｾ 刻 ｬ な

ものと しては (2) の移 l隊司〉白 山((: 11する束縛が主体

げられて0 1このである。ゑj論その首時、. N建的生

産様式から維を断つ こと によって護展 しつ 、あっ

?こ諸資本主義聞に於ては首然の邸結として各イ間人

の地縁的閥係 は杭命的 lて薄ら ぎ行かさ' る を得なか

っ f二、之のプ}l:'1聖即 ち移動の不可欠性は何人も肯定

する所であっ fこら う、けれ共今日 l亡於て は需1: 合情

勢は各阿 ｊ ｉｾ Ｍ ・大輔換を余 ｩ 誌な くされ、自由 主義 的

資本:=r: 誌は師に過去の忠孝; としか考へられなくな

り、何らかのｾｬｩＧ ｊ ｦｬｬ 的 統制 を受〈る 所 の 統制 約Ｚ前ｼ必ｼ

家となって居る事は川知の辺りである、我同 l乞於

ても労働調懇I'C ｾ ，ｾ＠ < 拶務手帳 ;i jlj の賞施、或は物似

統制JI ' CWM! t告する f資金規正又は令刑法31現統制令等に

よって; z 働の向 111主荘的移動は過 去の252 となり 去

っTこのである。 i/{ にこの移動の白 山より 瑳する所

のイ科家主義はボへむさるべき事態 l乞立ち 到つ? こと

汚へられるのである 。 そして叉之底に於てこ そ今

日新しい持家主義牧場の意義も 有とすると考へる の

である。

そこで今円現貨の問題としては上記 し?こ ( 2) の

問題よりも ( り の問題の方がよ り重要なのでは

あるまいか、即 ち如何にして、各例人の粧がf的負

拾 能力の純問内 l乞於て1: 1: 家を供給すべきかの方が

より用大なる PiJ 題である械であ る。 之れ l' Cl摘 して

はJI文J( J に於ても貸夜中/1合、 {I ・宅管l頭等の案となっ

てH.現されつつあるのでその成果に大いに期刊す

るも のであるが、一二 卑見を述べてみにい。

新聞紙ｾ泊じて ＹＺＰ ち得＿こ範間陀於ては大轄の計

2 3  x: 



笠は下の ( 3) 種類のものカーJ町〈であるが、之れで

一般犬家の支梯能力 と月牧の闘係が安富なるので

71当竺円竺

2  40 l う

3  10 

家 賃

33闘20年月 続

24問 β

17問 。

あるか如何、即 ち之れで一般大衆に供給し得るか

どうか、大米側から; ぷへばよれ で日IIJ 貸し得るかど

うかと 一ぷょ、事である、 l点る論者十こよっ て我Iy'(ji)手務

者Ｍの家賃平均倒より不首 ｉ ｃ 正 Ｖｦｾ で あ る とされて居

る。然し策事- の調子主し f こ純悶に於て は不世に出領

でゐ るとは考へられない議である。さりとてよれ

が泊伝; 制でない事も lりj かである 、 それよ りも術者

の考へるところ では米賃舗は 'lJJ，治泊五化され ると

して その院に於て 、 一 ‘自 立 の借家 即 ち 、 ｬｅｾｴ［［［ なる利

潤形式 の Ｎｉ Ｍ｟ｉ｣ｾ 十書きれ 、づ 〉ある借家 ＷＩ 車 Ａ ｩｩ 俸がそ

の? こめにヰ' .I[ ーされ却 で11: ' む供給全般から見てイ1:宅

郷底Ict向車する結果にならさ' るかを必ょ、のであ

る。

兎もあれ今 H まで に渡来されに各地f苦闘の杭皆

川敷では斯和問題も己逼であら うが、JI守ぅK必ょす. ;}5

へるべき時期がうKるものとイ古今る。

次 lて ( 3) 及び ( 4 ) の問 題であるがよれは京なる

民術 的な問題であると考へるので詳述する 必要の

ないものと 思ム、以上に於て?fi :有.( 1揖去に於てA 5

へられて居? こ持家1主義に封ずる非難が今日低 IC1併

iJ とされ或は きれつ〉あると :巧へるものである。

3 畏屋とー戸 建

k 征イy むの 建 託ICRI- っ て 長 院 と ・戸建 と何れの

形式 lて111 るべきかとえ」、事は前首Iのl問題と附係す

るj冴ったにして 、よれを別問 l亡A 5 ふる事は 不可能で

あるが、 一 Ｍ｛ＡｩＺＩ Ｇｦｬ｟ 純に ＱＴ ， ｩｾ Ｇ￭ー の 利Ａ ， Ｎｴｴの巧与えを江主めてみ

る事‘ とする。

長Ａｩｾ建 ｬ 乞 比 較 して 一戸 建の有利とされる ｗｽｩ ｴ ま概

ね下の械なものであらう。

( 1)  1t 居の樹立n ，刀保持( プラ イペシ ...>)

( 2) 家院の疎 開

( 3)  nrJ 孔 [1ft の検ーた

長照建の欠 勤ｾ と ぎれ る駄はよの反 Ｓ ＧＷ Ｑ 物モある事

勿論であるが 、 長屋建を否定する ＿ こめの ｘ ｾＡＮｉｉ ｉ とし

ては之れは余 りにも 貧弱で、その何れもが今 日既

x  2 4  

iて投術的 iて解決 ;') 可能なも :J) .." み D様であ る3

〈註〉之れ陀関 してで は「都市問題」五月続に於て西山

氏によ !'J r都市住居の形式に付いて」に詳論されて

ゐる

例 へ ば ( 1) /と付いて は隣 家主の隔世を者段する

こ とによっで ｾ ｧ［ ｜ ゴ Ｇ， Ｚｦｬ Ｚ の 保持 は容 易 であり、 (2) は

隣初 Ｉｲｴｦι の ｫｾｾ として疎開ナることで充分 であり

( り はml 口の精力Hで柿って余りあら う、殊 l亡皆同

等の計帯中である如き 小{-t 宅 で は二方に問孔を持

つ 事で充分でそれ 以 ー ｼて に間孔を有しでもｾその落ち

つき を央 λ 、のみ なら 子 、防 寒 ｾｪｪ 薪の黙より見 るも

却 っ て ［ Ｑ ご Ａ［［Ｉ ｪｾｴ 的で は な からうか、又敷地の大 きに

よって は、 そ九こ そ ・戸建と融 もその手1

1

劉 のー・つ

であるうね:0:' 1<1:のイ米持をすら欠ふに雫るであらうと

巧へられる 、 ｾｗ ¥考へてみると、むしろ ー仇 戸建よ

りi亡保: 述。の方が使ってゐる主 1えへる、今その黙を

列!i 'e. してみると

( 1  ) 土地手Ij f-FJ e1) 有効化

( 2) 建築資材、設備資材等 の 節約

( 3) 共li，j耀的 精神11の育成

ｾｴ Ｎ・が製げ得られるのでは無からうか、 ｈ ｐ ち Ｈ Ｑ ) は

長尾のブJ が‘ 戸躍の立n"手IJ fl Jの '-1'，来ないこと地を生

十ること の少 いこと〉防 Ｕ ｓ ＺＡ Ｑｾ ぴ Ａて 防 火等の 共用 抱

設をなし得る貼であり パ2) は説il Ji す る までもな i

{"I: ぷ-11' 万: tJ)  ｾｦｩ ［ 滋の短縮より生すＧる諸資材の集約化

し得 る??点、( 3)t ま今日すで lて行 lまれてゐる隣組車IL執

の強化 しｾＩＩき呉市等である。

rt 前首iに述べ? こ持家と之鹿で述べ?こ所の長ffi 廷

が貨| 際問題としてJl. -理化きれるとすれば所 有阪分

のF トー より生す' る閑難が想像され、矛 盾の様である

けれ共 長ー Ａ被 Ｗ ｜ｾ 式を今ぞか し く考へ直し、過去 の長尾 Ｑ ・

2111式 Ic t足れ る こ と な し 或 は 宇 長屋式とでも栴す

べ き雪!態があ り得る のではなからうか、荒 し それ

が無 ければぷ・毘刑式の各戸 を調会:せしめ て一定。

必要な I! H隔を隔て 〉整 然 と配列することも良から

とう 思 ふ、 その際の各戸の間隔は決して不必要な

もので は無〈、営然必要なものとして利用す るこ

とは充分11 11 'Ij <: るであらう。例へば裏の楽 閑 と 表の

炊 事場との連絡、或は便 所の j段取り乃王は楽閑へ

の ｩｩ Ｈｩ ＡＩｊｾ 、 散水せ［の通路として利方法 ｬ ま無数で あら

うし、 J l つ共によって従来各地花見られに長厚: の

不便き はうと:1: : fL補 lまれるであ らうと考へるも の可



ある 3

4 新しい住居形式

前二白i('L於て筆者は持家主義に よる長原型! 式の

ｻ Ｍ ｉ Ｚ 宅に宇 ｊ Ｇ ｾ 、 て簡 ｾｾ ｰｾ tc書 いて-sl <dこのである 、然 し 之

の|僚に云ょ、長尾羽式 は長原控 と l 戸建の混合し7こ

税なものになる: [ j : f . であらうけれ共、嘆するに之れ

に{J_，くって | 戸建と長原: 廷のI<! q特慨を生かすことに

し? こいと 思 i 、、叉之れ によっτ 精雨1[ 1的 l亡は各俳i 人

の土佐縁的強同化を通じて問土への結び付きと共同

想的生折感情を @ じて問防同家開持IJへの完 訟のー.

費、としにい ものと 思式。

各イ! 司人 の{ I:去が近隣か ら依然と I! 差別 されて :;i (': ん

で鼎るより も、長斥風 l亡数然主 北ん行方が 見る カ、

らに税怖さを増すことであら う、 そ れ で 爪て ｾｉ ｖｯｬ

Ｙ 街々 の家 ｬ 亡 付い ての ｻ Ｇ ｉ Ｚ ＱｊＮ方或は ｻｉ Ｚ み良さＡ 亡 イ， ｊ Ｇｾ 、て

の研究が相 友1<: 向上して行 〈こと であら うと氾は

れる、 ;今日 多 〈の借家人が各戸の家の設備に小J' l 、

ては「思 < 1よれば移轄する 」と去よ、判那的心別から

多 < ｦ ｪＧ Ｑｾ 協Ａ 心 ｩ て 放刊されて似てゐる の であるＮ 1ylJ 

へば今円隣組11日l亡於 け る日々 木資料 の 恐怖等 lとも之

の布::: .t 1ぉj れる所である 、J[庁〈て L( 々の7象期 iて反し

借長原である こと が連 帯 ut H阿避の現象{ e 生んで

居るとき へ 考 へられる、之れでは隣組 の防ｾ も都

i [-j の防本 も成立せないと 巧へる のは考へ過ぎで あ

らうか ? 斯 く考 〈る 時性居形式の問 題!まYilt とff.-

tl :のみの問題 lとは非十 して毘f'LA噂大な る同防問題

でもある事を之 庭l亡再言ずる次郁であ る。

5 其他の住宅

上 越は主として都ili 内l乞於げるノj 、H. 宅 の問 題l亡

付いて所見を述べて来fこのであ るが、共の他 のも

のに付いて結 後l乞言及し? こ L 、。

農 山波乱村l乞於ける{ t 宅問題も人的資計五iが生 産力

抑充の頭要資源のーである こと を汚へれば決し て

等関税の 11' ，来ない事 i切らかである。 今夏新聞 の一恨

却に み るlモ多 〈の賭事徒主?動 [1 して会問各地の無

時村f ' L ｩｉＮ正遣し詳細にその ｴＺｾｦ 生欣況を税祭され ＿ こ載

である 、 そして その大部介がそれ等各地方に於け

る居{:I イ削' -j : の悪質 に刊し、 て述べられ、之れに針し

和々 の:t!: 見が開陳されて居る 、そ れ等の一芯見がJた

して# 々として不官; と巧へられるとえふので は無

いが、 それぞ如何に具鰻化し、如何に指増するか

に付い ては、場介により 、改良も 亦改悪(モ等 し く

ならさ' るかを益へ る主同時 f亡、一 日も速かに之の

方市iへの子手々建築次の参興を希望して己 まない。

ヨたに今日 の超非常時下 にあっ て陥戟的 住 宅政策

としては臨時避難住宅の問題も強め考慮してお く

べきであらう 、 勿論今日之れに付 いて考慮を進め

られて昂るのではあるが、) ，1 . ( 亡 {-I:宅建設のヂ クメ

・プランのみでな れ ぞれの生産計繋 まで決定 き

れねばならな L、、例へばl尚州各岡が採用して居る

援な組立式家屋の建設計予をほ〉を立てるこ k も決

して行き過ぎではあるまい、只我問 I'L於て斯か る

計課. が行き過ぎに見えるのは、それが質肱され る

＿こめに建築 作Ｚｾ告 別態 の 全面的大改革を要す る ｦ こめ

であら う、げれ共 その ?こめ にす る改市ーが決 して臨

時的のもの、 pえは戦時のみの もので な〈永久性の

ものとして遂行してこそ今日 の必要を瀦す f'L l l: ら

すも将司4の建築界のー 大進歩ーに役S[_つもの と汚へる

のであ る、即ち令て唱導 され? こ性宅の機械生産化

へのuc--- 歩を印する結果 となる であら うから。

( 註〉 ノールウェイのドイツ家及び破壊されたノールウ

エイ人住宅として約1 . ∞0. 000 志 に達す るスエーデ

ン製組立式木造家屋が、 ドイツ政府に引き渡 された

とのこと である。またフ ィンランド政府は現在家を

持たぬ ハ { ゲン 地カf からの逃避者及びカレ リア人の

ため に住宅地 と作業逝兵 を分記すると 共に 、スエー

ヂンの提 供 した 2∞0戸 の組立式家屋が ヘルシアキ

の郊外に建設中との ととである

京し之れが行ひ; f 4 ( ければ常者・は性宅生産の皐ー.

化をづとの際提H日しにい 、 それは性宅地 の経営か ら

住宅の生産 までをー買・し f こ請負m又は営閣を設け

て計-511: 賓施する こ とである 、之 れは生1:宅生産の工

業 化と機械化を l徐々に形成せしめるであら うと 考

へ ふ 勿 論 之 れ と 並行 して建築企業 後般に瓦って

専問化が遂げられ 〉ば向更新純である、之れ lて付

いて詳しく害 きTこい事 もあるが別稿l亡し? こい t 思

2・
A 、。

兎 l亡角子作者の:スーよ、{'I: 宅生産の玲q日Hじが恨ちに遂

行されにとす れ ば 、 ＱＡ Ｚ 宅 問題も亦 三 ｉ ｾ ば 解決され ｔ こ

に等しくその時に於て こそ一長々は次の課題 として

tt:宅 の定型化とf I : 宅の質の問題を真剣に取 り上げ

る時であらう a

2. 5  'x  



建 築

1 乙ツトラアと建築

建築は時代を反映する一所前衣食1-1"の内での服

装も亦その賄極めて敏感ではあ右 が徐りにも横 ill i

で末梢的で感能的で唯徒らなる附和でゐ1 ) ，f'ti '同

でゐ h 坦随である 場合 さへが多い. 建築は思想白石?

持ち主張を持ち叉一貫し ?こ指場、i引をずら持っ て時

代 を把握する 。H乍生! 主大限で厚生大合の ある研究部

併の席上でk 子教育波の某氏「が近頃パ ーマネン

トが誹誘J ) 的と なってゐ るが之を股めな いb: t 1tf.:

けを非刻Iずる前に之 lて時代的 -r;_ 魅力を感今る 一異性

がある 事を何とかする必要がある 」と云ってー中下

感銘をf ' 1! つfこー? をの笑ひを透殻 してゐ fこがも建築

は感受性に於いて斯うしにデリカ シーを同 より包

含して時代を反映し把握する能力を持っておる。

ヒット ラ ア の 「我 が Ａｾ￬ ｗＧ ｾｊ ｾ 坑 んで見ると年少

ウィーン時代は将来必す・有能の建築ー家に成 C，う、と

志 してゐ?ごと云よ、事であ るが、 ネ[， ｾＺｬ ヒツ ， Ｑ ・ラア の

あの行き方主云ふも のが建築 ｾ ｾｔ む話人 に如何に

‘も ピック リ予f Eるも のがある桟に思!まれてならない

のである。勿論建築をf rんf.: 侍 i乞彼が-111紀のE 人

ー になれ＿こ 諜でも ｊＡ｜ｾ < 叉建築が建築の水質が汗1 ;亡号、

関主義的である課でも何でも無いのである が ( 内

んど叉そうでで色ある かの様に危う〈私を錯誤サ

しめる程ぞれ程) ヒット' ラアと 建築主! て一つの 閃

果関係を感す・るのでめる。

兎 lて角建築が思想、を持ち 主張を持も 一貫し? こ指

導性をすら持っと云」、事がヒッ トラアならぬ私ま

でを無料i ' I てk干き にする 所以なのであって其底には

文重きなどが持っと同程度の Creasive impuls が常

に{動き才卦かる。

それは叉建築が其 自身の本 質 l亡於て翠術である

から f.: と私は思ふ。 菅に構造美 lて就いてf.: けで は

無い性宅に闘して竹中の石川さんか ら教はつに言

葉であるが Licht. luft und leben-pre吋なんて賓に

その健が嚢術 である。

重Z術主云つでもボ ー もあればボード レール もあ

楽筆者は大阪府住宅疎長

x  2 6  

漫

宅 美 代

三正

日口

治来

り、 1・ルスト イもあり建築がォ、 ーであっ Iこりして

は始末に思いのである が要は良心の問題であって

私の言は んとする所は建築が警術的興奮を以って

良心 を索めると云ふ黙にあるのである。 - B豊日本

の過去の主主政者ーは「政治家J 4云ふ凡 そ事術など冶

此の世で縁の蕗い ・つのイ(-花を 何つてのに。彼等

Ｈ 土萎術 と遊 先 ｩ ｾ しき ｅ 術を以 て 人 ｮｾ に Ｚ 区 、 与な る乃至 は

冗漫なる遊戯 と考へてゐ 7こら しし、。fごから 過 去の

信政者- の何れの場合の施政演説にも 思相 を琵見す

る事が/H来なかっ? こ。初めて思想の) ; 鱗を?見 l U二

人は近衛さんであると云つでも 71過ぎに はならな

いであらう 。近代の大政治家?こ ろヒット ヲアが袈

術的才介が建算案を希望.せしめに守? を賓に私 は興

味深〈思ふのである。

2 生活の設計

「生活の設計」 と云」、言葉がある 、設計は{ りに

も建築 ･ げ が満点す ろ言 葉ーでも ｊｪ ｔ 柄で ｴｾ ＡＱｬｩ い ので

あら うが然しこの「生前の設計」 と云ふ言葉の創

作ボーは恐ら〈建築 ケ考へてゐ? こに相違1!1fi <、 叉 こ

の言葉が一つの時代的なスロ ーガンである需に は

建築 が 持つ 所 の刊誌 Ｑ 性と建設 Ｑ ｾ Ｑ Ｚ e をそ の保探入れ

にも ので僻け れば殆 んと 生彩を，? 2)とって了ふで もあ

ら う。

生mの設計ー管 l亡近時打ってつけ のい〉甥を持

つ?こ言葉であると私 U: 思 ふ。新秩序は生活の計設

から始 まる、大にしては世界、小にして は個人まで

今や至制精評? に描き /-P，されねばならぬ。生活の設

計は吾人に科撃する 事 と↑ ｦｾｩ 安する 事とを ［ ｬｦｬ 矛盾す

る事な〈同時11: 教へて央ーれる 、こ の:f:' 1墜する事 と

共に情悔する事が肝要なのである 、柄米のポ リシ

ーと 去よ、言葉 が少 しも↑ 拘僚を持? こぬ?E < のオポチ

ユニズムで あっ?こ;事を私 は撒忌する と共に ポ リセ

ピズム が 利 製ｾￍＱ Ｑ Ｑ で 無〈て手 ＺＱ 墜 斑である事を情悪す

るのである 。チャーチルの而構へ l宅周党のオポチ

I ユニストを感 じ、スタ ーリ ンの杭闘に薄気味悪い

肱1/1: の もの を感じるのは恐 ら〈私ばか りでは無い



であらう。此底で私o! J 作を御披汚 す各事 もイ? で

ゐるが 「新濯iii lJの賦」中の何に

7 タタ 11 '" ルム マサル

令ご陽 光 乃 向一 路 網 二 化 育 情 ー

ヒイ ゾルユ ーすす ニ

向ニ官 宗 之 秀 一 方 感=大 地 震 ー

とやって見? このであるが、↑f1o憶は正l乞斯様の所 か

ら生 じるも のであ れ 生 成 形 成 の所 には吾等の敬

ｊｊ さ が 生じるものと私 は 思 λ 、 の である。生活の青空 ｾ Ｇ ｉＧ

はつまり刑到の川意と同時I'r: ' ，; 止に形成の念闘を打

込む事に外ならない。

3 住宅問題

軍 司 ｬ ， ｬ Ｎｔ ｾの念ｩＡｉｬ問 者 Ｇ Ｑｩ 登展 ｬ 乞 作って性宅難が深

刻化しが閑 lて於ても斯く社合問題として取 1: げら

れて米fごと云五、、全〈その泊りであるのr:.' が之と

同時に或ひは叉之令契機陀 {-I :宅問題が一つの新市1:

作政策的な I↑1を持って今夜間 し? こ事も見逃せぬ事笠ー

である。現逸ではナチス政様猿得直後ヒットラア

ロ身抱懐する 所 の ￱ｬｴ 合政策的 Ｑｩ Ｚｇ ｈ 念 が ｾￆ い 熱 怖を

何けて殆んど取って置きの需要政策である様に同

.! ｾｦｉ］居 の 問題を ｾ ＿ｦＺＺＺ商的 ｬ 乞 指却し Ｗ こ事は世間周知 ｄ

j泊りである 2 ナチの所前ノイヱ . ジ{ デルング運動

であって、1角J. ( 人道欣に依って有名な赴喋家は問

視卜I' c : i l l ，fl _て了つTこが反って その需 lてうj札、関逸建築

技師は縦航lて腕ぞ振ょ、事がtP，来?こ 、勿論同尺( 主と

して努働附級) 大衆を針象とするものであるから

自111主義的例人趣味lて惰し仁枝なも のや繋搾なも

のは許さるべくも無いが ｰ ぞれ ｲｾ ｈＧ 枇令政策的な

1主義と新人 の新珂念 l乞油切なるも のであっ? こ諜で

あ 1) 、快 適百! ? 素なものであち且文化的水準を迫及

し?こものでもあっ? 二課である 、 このnl 乞令て共産

主義の般事を蒙つ? こ野(101Wi 級をその亡閥的破壊的

な危局から救1+ 1 し許しく民族意識の昂拐に迄持っ

て行つ? こ効果ば貰に大 きなものがあると云はれて

居るのである。澗過の l立似 をすると 云つて は一部

の人から jl じられるかも知れないが、 j肝不.ii な黙は?i' {: f

かlてその保そっくり] 副主してよい所であって計問

でも遅撚き乍ら -{:I: 宅問題が新ni ' l : <. : : r政京的な 巾を持

って米出しにのも会< ｾｩ ｮ 逸 の こ の 手前運拘 ｬ て 殺品ら

れ?こ結果であらうと思」、のである。

ヒッ トラアは「我が防i午u のrl" で斯ぅ; えってお

る。

一一自然は現陀存在するジェネレ ーシヨンを助

げないで次代の人々を町I i 育するにめには全力を

ｾ 中ずるう人類ちま に これと同じゃうに行は ね

ぷなら ;工 L一一。

「そし て一つの民族がも はや民族自障の胃し てゐ

る非を悲しま うとしなくなった時が来 fこらその時

こそは、闘家を破壊 してゐる疾患に釘 して、正し

t 無慈悲を適用する ことが可能となるでゐらう」

高野山の謎際伐の焔の中になっ弘法大師の創作

と偉へられる不動I i H王の像の前 lて立つT二時ふと 私

が感じ 7こ事のある litH梨と同じ.fl 1! :類の殿様を私 はこ

のヒッ トラアの言葉に感じるのである。超大のス

ケールをもって表現せられに言葉ではあるが彼が

現賞! と見せ付 けられて来fこ( ウィ ーンの何のゐら

ゆる悪徳無智 、破廉恥) iji!: 合的病弊の機緋を 、病弊

の人々を芭もに焼 捌旬 、 度ー い とさへ 思 つ Ｗ こ司王 ｲ ｾ らう

大きな 人類愛を感す・る事とその大愛を具現せ ん

とするメにきな: 立懲とから瑳足し fこ彼の絶大な闘争

心 を持つですれば、 J;.: 々しいセ ンチ メングリ ズム

やら事の様なロマンチ ンズムやちで1m評 子iて合つ

に事では無 く、 或ひはそんな病弊を喰物にする宗

々しいＡｦｾ Ｇ ＮＧｾまでが棋え難 い ものになっ て 限の 古な に

の 3 はるので，ついでに一纏めに して火を掛り て

蛇必II って了へと 思つに4 tHごら う。貨にキピキピし

に長 ｾｸ ｲＺＮ Ｇ けが考 へ られるのであ る 。

ブヱニングの' J
j

" 同 諸 ( guneinschaft ) の分類に依

れば栴来は

( イ) Ｈ ､ ｩ ， ｾ＠ kl einl} u  rgerlich-sensi nsal e ) 小市民的

( ロ) ( di e 町schongeisti g- somH.lTl lisehe) 浪 浪的

( ハ) ( di e  zunfslerische) 組合的

の三 とし( イ) は不幸1I 、安全、快泊をナ求 む るも自

ｮ ｬ 主義的制手 Ｑ Ｑ ｾｾＰＺ 味ナる居酒 屋 式の思 想 、であ り 、

〈ロ〉はインテ リ婚が持つ無力な感傷と良心Vc:)去

くもので溜安育ものものであり 、 ( ハ〉は集困や

Ａｗｈｾ の ｦ ｬｩｴ 空ゃう手力を表現するが利己主義 ｲ ＺＮ Ｇ けのも

のである主して ゐろ 。

替＿ｦｾのＩｪ ｬ 士令 事業 の概念は皐克ブヱエングの 咽 笑

する分類の何 れかに純曙せられ る事になるのであ

って否問 lて於ても昨年八 月日本! i H: 作事業研究合は

再 州 殻の穴言の ｲｬ ｾ 1'[ ｲ 在来 ノ Ｚ 如キ ｉ ｲ ｾ 愛 人 道主義 乃

王ハ枇合連ヰ作主義ニ依ツテ指埠セラノレ 、向 rll主義

的慈JLJ- 救刑事業ニ非 ズ皇道三十ー義ヲ法制トス ;1. -犠牲

均分パ悦念ヲ以テ行ハルぺキ施設デ アリ 開策ニ協

力スル 人的 資 悦 確 保 育 成 ノ; 事業 タルぺキモ ノナ

2 7  x  



JJ J と云ひ: 完指基調 呂を左の如 く括 げるに至つ? こ。

l 犠牲均分ノ 思想、

2 標準生活 ノ硯 念

3 人的資源 ノ方策

4 文 化 政 策

私 はその主張と筑負l亡は全 〈讃成するも のであ

るが然し斯うなる 事は結局制: 令事業その ものが消

滅す る事を古味する ので政府も枇令局が厚生省と

なり人，口局と 生前局 l乞看板の塗替えが出来て了つ

に。 誌に生1:宅問題が刑: 称政策的なE重要役割を以て

右l亡掲げられに何れの項目からもその根本的な問

として巾も 深さもある研究が鴛き白れなりればなら

ない時代が来? こ様である。

大阪市i亡於て昭和 2 年以来の檎瓶事業ーとして今

日迄着賞に賞施して来?こものに不良住宅地f，ll;:改良

法に基 〈所前改良{ : I : 宅建設事業があ る。

l、日本橋筋以来地限

下寺町第 l 干1-: 宅 264戸

北日 東II li 第 l 位宅 126戸

南日東町第 l 住宅 260戸

荷日 ｊｒ 町 ｾ ｮ 性宅 60戸

南日東町第 4 住宅 86戸

言十 759戸

Ｒ Ｉ 今宮地ｾ

今宮住宅 78戸

五 日本橋筋以西地匝

既同町住宅 136戸

JR閥谷町第 I tt:宅 108戸( 以上完了)

東閥谷町第 2 住55 416戸

計 660戸

合ー 計 1.534戸

右は一つ の経梢的 な根蟻かか ら鴛されにもので

あるが之を新祉合政策的 な見方に置替えて見ても

その建設性が物 を言ふ。ヒットラアの場合が闘争

を以てする代りに此の場合は仮令ノj 、市民的と云は

れるにしても 平和的手段を以てする祉合的病弊の

界 2 6

所帯であるには相違無く同時にそれが事責上 方建

設行酷であるからである。只然し住宅維の首商会I

策がそう であると同様事 質上 の建設が少 しも 理想

形成への動き掛げを持って ゐないと 云ふ事が頗 る

物足らな く新理念のl拾に立つて の見すぼらしさを

思 は しめ られるのである。

何事でも そうでゐらうがそれ が恨んば小規偵の

ものであり小計設のものであっても雨iゴ:qの大 きな

歩調を器取ってその歩調の一つのム ー ド念行J りテ

ンポを合したものである Ｄｾ 心 懸ける事が肝要で

あって殊lζ ft :宅の如〈直接人間] の生日1;: 闘する 問

題を取扱ょ、取場合は小 規模で‘ ありノj 、; 十主である事

を枇併のこの歩調と云ふも のに乗 らな い王!J l rll とす

る事は私は宜 しく ない事t . : と思 ょ、のである。と 月l

す事は畢克{ I宅問題を取扱ょ、:場合前述建築の指.if'，!・

性と感受性とを充分に護掃すべき であると云ふ l亡

杭る 、 ヒット ラリズム のあらゆる現れにそ うでゐ

る如〈住宅政策の現 れにも同様このilfi: 令の リズム

左云ふか脈降と云ふかそ う云つ? こ一つの大し、なる'

振動に乗っ fこりリズミカ ル と云つ にも のを感得す

るので ある。

1: 1: 宅政策を行ひ乍らそれが富来の救桝的であ っ

Tこり 叉は全 〈首 l古[の糊格的であっ? こり する事から

千 ｅ 々にして過誤を累積 す る検な結ＺＵｦｾ ｾ招〈場合 が

ある。デピ イピイヱ の名目央前 ペイ)1 モコを?? 院でも

あの汚濁iR[: 令の1+' ，現に あの住宅建gtE説式が寧ろ I)J

果的で あるかの桟な 印象を私は受け る。 そこで ナ

チズムの様民話1: 令の大いなる流動阿木l亡乗って市

して之を自 ;(EI亡振動しようとするには凡てのも の

を可及的民範聞に経営化す る必要があらうと思ふ

勿論自 由主義的経消樹氏本・ くものでなく、民族共

同韓の矯めにする 最高度の本怪 観念!C::)ま く活動統

瞳 ( losolisりs) として の杭倍 (Besrieb) であらねば

ならぬ。.

この麗経営の針j照として新 しい賓に新しい枇令

政策針! 際となり得るものにを1:宅問題がある。



4 此 か ｾ＠ の 住 宅』 を
三五

ロ口 る 座 談 曾

石川純 郎 氏 竹 中工若者J占設計部

石 井 手IJ 雄 氏 大阪府住宅課地方技 師

伊藤 正11夫氏 大 阪市建築課長

弁 l二 新二 氏 大阪府建築課長

日l 卜. 孝 氏 三越家具部主任

盟口 克平氏 工 藤指導所大阪支所

三七て三代治氏 大 阪市住宅謀長

ｩｾｾ＠ 111  呆氏 大 阪市立西診療所長

昭 和 1 6 年 8 月 1 5 日

小 林一 一それでは一寸 御挨拶を Ij J し l二げ ます。

本 日は皆様お忙 し い庭 、父 斯 う;ょd 、営 陶 しいお 米

紙に も拘 りませ子 、かく も版かにオ0・集 b下さ いま

して、手Hi lfdこう ;存じ ます。 !以く あ・間市上げ ます。

本 日の述談合は御案 内 '1' 1-. げま しに通 り、 「此

からの住宅J I亡付て犬 々の術1 l !{ I" Jの立場・から 御 立

見をづJ 伺ひ致 しまし て、協合から 11

1

1 して居 りま す

山崎 英 二L(; 住 宅 畿圏大阪支所建設部 長

タよ出 銭 誠氏 内外木材工糞舎枇工事係長

P本 合 側 4

小林 本 舎編輯常務

大下)1国三郎 同 上

問I:I J 孝男 同 上

哨 :J1ニ 敏 克 問 上

方 合 賞 協 奮 倶 業 部 室

「建築と1I i 1万: r J の十 J HJt lc琵 去 さして誠 き?こいの

であり ます。

j，止近 のを1::むW. の景況に付き ましては私か ら巾 上

げる 必要もごさ' いませんが 、事境の影響を受 け ま

して 、非常 な'{I ::む;'IiIHc 陥り 、互).d亡時局産業l乞最 も

統候な肋]係のある 苦手務者の住 宅が非 常に不 足を告

げま して 、拘 I U誕百b:すべ きM態を現IHして居 りま

2 9  )( 



す。之 を如何に して解決す るかとえふこと は最も

緊急を要する問題で ゐ ると思ひますーし 、住宅の大

量建設に付て は何を措いても速かに其の基準iてな

るべ主 住宅の型式 会決，どし、資材の入手 を容 易な

らし珍且路工期間の短縮を計らねばな りません。

叉大関 人聞が生 日して行 i のに生物 事的K 最小限、

度 どれ ｲｾ げ のス ペ ー スを要するか と 云 ふこ主も問 、

題 になりま せ うし、又生活様式を如何に すべ きか

主云 ふこ E も従来常に繰返さ れて居る問題であ り

ますが 、例 へば坐.式 にすべ きか、 或 は椅子式 にす

べきかと 云 ふことも此際検討を 加へな りればなら

ぬ問題で あり ます。或は柱民々 をメートル整戴f直

にする か、 或は京聞にするか 、東京聞にす るか と

云 ふこ とも問題であ りま すし 、共 の外、 敷へ拳げ

て来ます k 、テー マは幾らで もゐ ると思ひま す。

此 の座談 合は大謹二時間と 云」、議定を して居り

ますが 、暑 い折柄でもあり ます し、 k衣 をか除り

になって、 極 t 梁な主主持で以上申し J 二げ?ここ k な

どを中心 lモしてお話を戴い ?こG仕合せにと 思ひま

す。

先づ最初に 最 近 の建 築 界 、 ｙＮ ［［ｾｋ Ｇ ｕ ｾ 宅謹操界 の 花

形 であ りま す住宅管圏の 山崎さ んvC' :皆幽の事会方

針とか 、現 におやりにな って居る 事 業又;たからお

やりになら ん とすること 等比付てお話を戴い に ら

結構Tごと思ひ ます。

山崎 一一ー今 日は建築方商の御造詣の深い皆様方

から 色々 のお話を聴か して掛けるも の と思うで欣

んで参つ?このでありますが 、今 日の座談合が 「此

からの位宅」 を詰ると 云 ふことで 、置 はl剖喰って

居 るのでありまし て、ど うも問責柄 さう こミふ意味

で、自分か ら申上げるべき 魁つ?こ話がな くて甚r.:

巾語がないおが してゐる のであ りま す。

14今お話の此からや る仕事につ いて何か申 し上

げ ませ う。

勿論4li 宅管固 としては今後 どじどし大量に家主?

建て 、行かなげ れば なら ぬのであ りまして 、我々

建設の局 た詰る者 として十分に討 ) J をして行かな

りればな らぬと常K 巧 へて を b ます。が 、併 しtI τ

宅普圏の使命としては 、住宅の改善 である とか仕

こむの 向ーk とか云 i 、方商に韮すべ き義 訪 b 勿論ゐ る

にはあ h ますけれ ど も、 ぞれよりも 一歩先に我々

主して 先づ考 へなければ なら ぬ重大なる黙は性!む

x  3 0  

難 1コ緩和と三」、問題で ゐると考 へて居 るので ゐ h

ます。

差首 り今後 5 箇年聞に30禽戸の住宅を建てな け

ればなら ねので ありま すが、 ‘口 fC fjol. tt ば簡単な

ことであり ます げれど も、考 へれば考 へる程、資

材 の問題で あ ると 少、 月j地の問題でゐる とか、共

の他色 ん む つか し いｉＯ ｉｊ 題 が あ りま し て 、 な か ｾ

容易なら ぬ仕事 でありま す。-

管圏 がやります建築方面の こ とは大韓皆様御作

じの ことであり ますが、話の11闘序 とし て ちょっと

御紹 介申 Ｎｊ ｾ げます と、 先づ 坪数が 限定されて ｭｾ

まして、 9 坪 、12坪 、15坪、 18坪、21坪 、24坪と

云ょ、程度の小住宅を建て るのであり ます。さ うし

て出来る だけ平屋の滴立苧に し?こいのでありま す

が、長 屋の場合は、3戸、4 戸、5 戸 と云 五、)武な長

屋がす・ らつ k 列んにも のになりま す と、非常 K 経

掛的 にな りま すが、現在我々 の方針 としまして な

少 〈主 も三方 商以 I: T> ら採光、通風が出来 るやう

にしなげればならぬと 云ふ汚から 2 戸建以..1... .の も

のは建てな い積 bで居/ります。随って共の黙では

大して安く上 らぬ認 であ りま ナ。

然 らば一般の貸家経骨者即 ち家主 とか米f乍持と

云」、や うな人が従来建て〉 居り ますもの陀 比較し

て 、 どんな貼 が 良 ｴ なるかと ｲｾ し ま す と 、 勿論民

川の貸家で も立、減な米もあ りま すが、マア 栴11戸や

大!II.{ 溢 1) I'C よくゐ りますJ抑制建資産な どの辿て ま

す次に比較しては主J也な ども多 t あ れ 採 光、jffi

ｪ 武と公ょ 、 や う な措 ｾｉ り きて もＮｒ｜はな し、 かと想像 さ

れ るのであ ります。又一般 乃貸 出 とし ては盛故の

方が建係の政よ りiill かに大き い とぷ・」、のが辿例の

や うI' C:芯へられるの でありま すが、皆凶 の ものは

説教 と建t'l!. の教が森 々一致し 、fi!j誌 の一番小 さな

9坪の もの は控も 9地般かれ、 12];; 1.'. の ものは 12盈敷

か九 ると 云 ふやう な識で 、さ うよ二d 、緊li K 於て多少

i主t なると 沼、lまれるのであり ます。

大開確 かに良 くな るに らうとねが渇へて居 るの

はそれ 位 のも の で あ り ま す が 、ｪＮ ｾ の 外 は どうな る

か と云 ふこと にな りま す し それは私個人 とし て

も位宅は何う すれば良い、期 うすれば良い と云 ょ、

多少の考は持って出 b ますし 、又!半生釘或は住宅

管図の本部K は色ん な研究部があ りま して、総て

相官の研究もやっては 居りま すが、何分骨園の仕



事は所謂政府事業であって、厚生 ftf の認可否? 粧な

ければならぬことでゐト叉前速の如〈 敷地や建

物の大きさを首め敷地買牧の費用共の他の諒算 も

児っ て 居 り、雄 、てのおｩｉ主立 が 出 Ｏ ｾＨてしま って居っ

て 、 なかＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＭ理想 ｦ ごりを迫」、て行くと云ふ 諜 ｾ＼Ｚ (ま

参ら す・、 政算の範fBY内でー肢の方針を貰ー現すると

云ふことに1; J て も並大抵の苦35でな t 、場合に依

つては絶i t不可能と 三ふ場合も多いのでありま

す。 - j'yl] {f 禦げて qヨしま すれば、便所は成べ< i 手

化装置 iζ しよう 、若し浄化装世が経消的l乞不可能

な場合にはせめて改良便所l乙しようと云」、事が方

針 ーと しては 〉 立っ て 居 ｢ まして、 ｊ ｾ ｲ う 云 五、 機ヂ ＧＱＧ Ｑ＼Ｚ 於

て他のものは'凶約しでも、さう云」、方面は賓ー現ず

るやうに努力して行かなげればなら ぬと 考へるの

でありますが、拠来の汲取便所に比較 して、 話化

設置忙し? こり 、改良便所ーにすることは 、経費の問

題 ｬ て 多大の ｾｪ j誌がめり ますから、果し て赴が強火

jffi り行 〈かどうか多大の疑問があり 、出氷 るにけ

共の趣 旨t市リ ふて行引こいと考へては居りますが

経貨の問題K 闘 しまして非常に心市111い感がするの

であ ります。市も Ｇｦｾ記算は大分前・ｬＧｃ ，Jfl ，来? こものであ

りまして、 1武近・3手賃や色々の物慣が高 くなり、勿

論公定値 と云ふものが定っ て居りますが 、事賞何

彼と強算は抗 J: li になる d 方であります。斯 う云ょ、

諜 であり ますから 、此の釘機合l乞於て建築界に理

想、的な住宅が批供じ得るか否かと云ふことは非常

1<: 心細い紋態κ 在るのであり ます。 それに して も

出米るに げ良い ものK し? こいと 云ふ気持は勿論有

って居りますので、 金が掛ら す' して、斯 うす れば

非常たが; 州 Iごとヱミムやうなお忠附や御考案があり

まし1こな らば、営圏の方にお聴かせ下さいま すと

，llf ご/ J . [ 制作でありまして 、どしど じ採 i+j して行き

?こいと 云ふ) 氏に二13へて居るのであります。

j止は今 日の話題 とは多少外れるかも知れませぬ

が 、住 宅管閣の建築ｬＧｃ ｾｍ 聯す る問題 であ りますか ，

ら、此の機千? にち ょっと 'lJ .J -_げて世 きま すが、住

宅管圏の建てます位宅巴は、 20戸でも 30戸でも敷は

あー構ひなしに何廃へでも建てると云」、認ではなく

勿論経消的の1:J: 1米も入って居り ますが、?こ Y 之を

建て放し t亡、ずるのでなく 、を1'. 'ェヒ管閣は同潤合と j，ij

じやうに、分 譲 と貸家 の ｪＧ ｬｾ 方を 経普 して行 かなけ

ればならぬ立! 清から、除りノj 、き なフ ロックを数多

〈致し ましで も、非常に経替 ド尉Tl Uとなる印係上

:ir.'iXJ i I!から 申しま すと、 1  j寓坪以下の土地はよ支はな

い謬であ ります。随って l 園[也とし て建てる住宅

数は最小限 500 戸位を目標として居ります。そ れ

にけ教の多い もの が l 園地にぎ っし り建つ刀であ

りますか ら、見方に依りましでは 、一穂のスラム

が!日米ると 言はれでも 、敢て不首ではないのであ

りま すが 、北は見方でありまして、さう 三五、回、tて

集図的 ｬ 亡 やって行かなりれば 、 主 ＨＧ ｾｾ Ｑ 王 寺 白 人 ｾｉ ては成立 Ｗ こ

ないと云ふことか ら、飴 i五な くさ れる結果Tごと 考

へるより仕方がないのであります。併しさう云」、

立場に於て ｉｈ ＭＵ 反 る だけ空地主＿多 ｴ し、 ｈｉｾＨ る ｔ ごり

良い仕事をするやうに努めて行きますれば、従*

よりスラムと謂はれて居るものよりは多少上等な

ものになる Tごらうと考へて居りま す。又此の 1園

地の経営としては 、子供の遊び場的な運動場、所

ｾ ＡＧｊｒｩ ｊＺ 場とか去ふものを相堂の程度 必す ・設置す る事

になって居りますが、宜|緊それ位なものは設置出

来 ょうかと思って居ります。 f古，J f ま左援に集圏的な

も のにな ります 闘 係人共 の場 所は従ｾ Ｈから家の

在る所に近いと云 i 、場合は非常に少いのでありま

して、ぞれTごけ何彼と不便を感十る¥場合が多い主

思ひますが、共の不便を 左う解決するかと申しま

すと、 住宅を建て に l 園地には必十厚生施設 とし

て、一例を 申上げ ますれば、浴湯で あるとか、食

料 di ，I li 場で あるとか、 場合K 依つては一部出舗も

設け、叉圏地の大IJ、に依りまして、大きなものに

は、集合所であるとか、 或は保育場、或は労務者

が非常 lて多 〈集つ? こ場合には授産場のや うな もの

もーベ111には附属させる議:どになって居ります。 に

からち 不利不便な がら何 うtとか斯 うにか相官事の

足り るやうに施設 され る諒であ ります。

小林一一以近賞施 きれることに決定を見? こ所が

ありませうか。

山崎一一大阪支所としましでは‘ 今日の座談合

に縁遠いや うな話ばかり FI' 上げて恐縮でごさずい ま

すが、支所・ i : ' 始め f このは 5}-] で， 6， 7 と経過して少

し事. 務所らしくなっTこと 云」、程度で ありますが、

み下ーの仕事は川地買牧で あり ます。底が大阪市内

は勿論、大阪r ! i の附i!i や阪itr '[' ll¥-] は非常iて地僚が高

い、J止は放軍lリから分って居る話でありますが、- *

京あ? こち 色町じ減算でやれと 云」、お膳立になって
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居ります筒 l亡、非常ら苦痛を感じて照ります。共

の他大友ゐ?こりの大都令になれば ii. る程共庭に色

んな困難が附随し て参りますので、ji j J我貿牧 も質

は強定通り lて運ばTよいのでな いかとえふ策持が し

て居り まし? こが、何とか彼と か致しま して、現在

では大韓:止ま定のj明日までに 、Iぷ定の:'1'- 敏をl ! Y. 得る

確信を得?こ のであります。まに貸買の所まで行っ

て居 り ませぬげれども、正式にお， ｦｲ ｩＮｴＺＺｩ ｲＺ が ｉｉ ｾ ， 来れば

工事をやっ セ も宜い程tこまで進んで肘る所が3、4

箇所 あり ます。駈って共の次々の現在以定して居

るも の も相嘗交渉は進んで居 りますから 、 ど うに

か順調! と行 t のではないかと云ふ見首が最近附い

仁課であります。

次 l亡建築設計の問題に小j きまして、是は:甚t:: 申

上げ患 いのであり ます が、先程ちょっとお話もあ

りま しfこメ{ ト ル法採月j の問; 遣は、今日の底まに

はっ きり して居 りま せね、是は替閣が出来る と早

々建築接合が此の機合に柱J Tt を々; メ ー トル整数値

に よってやら うぢゃな いか仁三ふことを褒表致し

まし て、共の後管圏の方で も色々研究して居るの

でゐ りますが、資材 の闘係か ら言つでも 、米京は

開西色 遣って、 従来から 6尺f ' L 3)くの民でやり頼げ

て 来 て 居 り 生すので 、 ｊｒ 京支所では組ｾ Ｎｪ それは不

可能 であ る主云』、乙とに なって居り 去す。鹿が問

題は耐同及大l況であ りまし て、是は盛は従来より

6尺3寸tc 3尺 1寸5分のものを使って居るのであ り

さすからもう少し披げて1M¥! を2米でやればよいぢ

ゃな Ｔ 、 か主云ふ こ とで色々ｾ先し ｦ こので あり 告す

が 、 可なりむつれし い 問題も介在してｾ Ｈます ので

果してどう なるか 、今のE短大阪支所 としてメ { ト

ル整敷値でやる主か 、や らぬ とか云ふことをはっ

きり と言ひ得な いのでありまして 、 もう I1子t すれ

ば何 とか決ら うかと 思 ひます。

斯うして設計ががiみ ま す し 消 負 lて11' ，ナ謀で あ

りますが、j{:も 一位111Hz : 色々取沙汰されて )I rj ります

し、各支所K 於ても亦本部IZ: 於て も、 どうし? こら

闘滑敏速に i背負 i乞掛りて仕事が う告〈 やり 了せる

か、盛にさ う云」、方面の令合会1i Hして，i!I j: '9'L をして

居 るのであ ります。我々と致し去しでも大阪府の

土木建築工業組合や兵庫服土木住築工業illl. 合君主: ど

も懇談を致して居り 幸すが、共の結果はまに打℃

ば響〈やうにa 1
1

号室長 ! z : 掛けて T. 合釘〈行くと云』、結
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論には貰 iニ到達 してゐ ないえ14況であ ります。何 し

ろ第一流の請負者は軍需工業共の他の閤続的大工

事の方 l亡引旋凧の姿で、工事に食傷して居ると云

」、 l武でゐりますから 、元' .等の最も信用ある方南? の

乎で皆闘の仕事. をやって主主ひ?こL 、のは 山んであり

ますが 、起: は殆 どむつかし いのでな いかと思はれ

るのであります。勿論共の他の方は信用が無い t

J 仏、のではない仕事がどう Tごと云ふのではない

のでありますが、所前世. u1Hでピツ グ ・ス リー とか

何とか;irll 、て吊る 方商 lこは先づ頼み得ないのであ

りまして 、 ぞれ等の御協 力を得ますれば何と か ｈｾ ，

来るのでないかと云ふ脱げな希望を有って居るの

であります。

大阪支所今年の仕事としましては l 高戸をや出;

て られて居り まして 、之K 要する延入品が50薦 人

随二うて共の他の職員も亦之f ' L ，W'i 十る教で あること

は言をを侠ち ませぬ。 それ?ごりの人 lて専心掛って

.識かなり仇ば望のな い仕事でなからうかと思はれ

るのであります。

次 l乞資材の問題でありますが、統lii l
]資材は今の

鹿厚生符から大口配給をすると云ょ、お胎: 立になっ

て肩り ま す。 ｦ ｾ 干 し それ が 必 要な 時 ｬ て 耳 二台 揃へて支

所の手l乞入るかどうか、各方面とも資材難の今 日

相嵩の困難があ るのでなし 、かと思 うて居ります。

向ほ統; j ; i] 資材以外のもので、盤、建具はどうにか

なると思ひま すが 、非常に困難ｾ感じます の は瓦

であります。 E見に* 京支所の虫日きは、大l阪坂支R所}庁Tよ

りも生E康長I地也が近 t ない ｈ凶』絡紛 ｨ討 ｩ 係 ｊ上 Ｔ七ｊ ゴ卦非 ｬドれｾＺ ｩｬｾ［マ寸 ｩ ，［古 ｪ日［

であ りまして、ノ? の虞瓦の% は現場でセメント瓦

を耕へてやると i d、1恥とになって居ります。従っ

て大阪支所に就ても成べ 〈普通の正念使ふことに

なって陪りますが、果してセメント 1- Lfe伎はない

でやり了せるかどうか判官疑問があります。我々

としましでは既K 栄者方面と J斤衝して居るのであ

りまして 、1t の結果は大阪支所ではι 程 l Lにi封ら

ないと Ｚｩｾふ ことになって居りま すが 、 賞ｼ際来 して

さう H< やらど うやら多1 . .の懸念がある識で あり

ます。

大関そんなものであります。

小林一一手j刻{ ; う存じます。; j ，ヒは市役所の三宅 さ

ん，:c ， 大 ａｩｩｩｩｾｴ の他で市で御賀行中のもの ｋ 付て

のお話を承りにし、と思ひます。



三宅一一私の方で やって居りま すのは、只今山

|怖さんが仰しゃいまし fこやうに、現在の住宅難稜

平uと云ふのが目的でありまして、都i!i の{i ニ宅とし

て持米どう云」、建物が遡首であるかと云ふやうな

;思想、方商のことにはま ピ全然慣れてな いのであり

ます。

大組位宅難緩如の話tと持説者住宅金建設する と

I!l しま すが、! 与生省、などの方針としては 、先づ第

Ｑ Ｑ と 皆園をして建設せしめ、 ｴｲｾＲ に 工場主 をして使

月j 当事務者の1J 宅ぞ提供させ 、第 3 に貸家組合共の

他の民間で建設をさせて 、向且不足を生十るとか

或は7象期の敢に充7こないと 云」、やうな場合κ 、之

を援助すると云」、やうな意味で、公共国謹にやら

せると云ふのが建前のゃうであります。

それで大阪市が勢務者性患と銘を打ってやって

居りますのは、 l珂年の 700 戸、本年計訪中の 1200

戸であります。是は濠算の上では 1000戸となって

居り ますがー賞際は 1200戸l亡;増加し? こいと 考へて

居るのでゐり ます。昨年の 700 戸K イ;J きましては

ケ制じの大宮 iUTI ' C 300 戸、l宇生省の標準型に誠る乙

型を建てまして、ヲ l政ーさr- t 今叩型を40戸迫力日いTこ

して居ります。共の外に坂本位宅 と謂って居りま

すが、省線の塚本院の附近で、甲乙丙色々取混ぜ

て 200 戸 し も う 一つ位吉区に加賀屋町住宅 と謂

って同じく 200 戸建てる議定であ り止す。披北の

ものは私共の建築部の方で設計ーをやって、それを

大林組に請負は せにので ゐ りますが、もう大睦完

成 しまして、下水工事や何かの篤陀ちょっと遅れ

て居りますが、大器 9 月頃には完成 し? こいと思う

て居ります。塚本位宅の方は i可潤併に伽依頼し ま

して設; 十監'1予をお任かせして居つTこのであり ます

が、共の後替圏がi+¥?!<: まし? こ1 %1亡、改め て大阪支

所 I'L御依縦しまして、 山崎さんのお乎を矧しまし

て漸 〈工.事iて着手しようと云ふこ主になりましに

ので、ボ年の 3 月20日まで K は完成する 運びにな

って居ります。加賀屋町仕宅の方は三遣を地所 iT似て

委喝しまして、設計監替をやって" t i : って居り ます

が、円 下竹中組の手で工事 l ドでありましτ 、大韓

本年の11 月には完成することになって居ります。

tf. l ほ14年度 l亡建築に掛 りましに分で、 1  Ｑ ｾｩｬ 分洩

って居るも のが披北乃方 lと在 りますが、J{: は世帯

敢にして 180 位帯でありまして 、立5豊8 戸建で矩

［Ｑｦｾｾ亡 立列んで居る諜であります が 、初めねの方で

は共']) 裏側は各戸毎lて堺を以て仕切 ると 云 ょ、風に

は計 ・ が ＯＱ｜ 来てゐ ｔ このでゐります。 ｅ 包 が 附の方ｾ持

って参りま す と、井上さんから監管下i・砲の お役人

と云ふ立場で、どうも赴から出来る家として ' 揃

う 云」、風 Ｚ ｕ ｣ｍｾ 以て仕 切 っ てしま 」、のは如何に も

勿組な いぢ ゃな いかと ;三」、やうなお. . ｾＭ ｦ， がゐ りまし

て、私共としても全〈賛成 しに い もの がありまし

にので早速それをやり 提 へて 、誕の塀を? 全部除っ

てしまひましTこが、共嵐 l乞大韓 1000坪ばかりの空

地が11 ¥来ましに ので、之を共同農閣にし ようと 云

ふことになりまして' 目下公園謀の方で設計中で

あります。 ゴとが11¥:米ましにら、果して是が将来の

集園位宅と玉三」、やうなもの〉理想形嘘κ なり得る

かどうか、 多 ＱＩ 論私 Ｚ共素人の Ｑ Ｑｬｾからは分ちな い ので

ありますが、何等かさうえi 、方[自i で示唆κ 富んに

ものが山' *る ので なからうかと相首脳持して居る

識であり ます。1'1¥来まレ? こら、皆さんにも ーー遁見

て誠き?こいと 思って居ります。

16 年度は漸〈先月 i !i 合の決議i乞依り まして、

550 高闘の後筑[ で 1200戸を市内 10i自. 所に処設し よ

うと 云 ふので、目下土地の選定中であります。替

圏の大|浜支所 と話合ひ まして、協力してやると云

ふ貼から、大阪i!i として部ーに考へなりればなら

ぬのは、i ' !i 内の住宅難の問難でありまして、Hi 域

地の建設はuトー義的1<: 大阪市がやり、若しそれで

足りない場t? には替閣も参加して. f f ¥と云ふこと

〉して、替園は先づ郊外地の分l亡7苦手 して行 〈と

云 ふやうなこと で、私 j lJ の方では市威内のものTご

げに付て凡今折衝中であります。 山崎さ んのお話

の通り大阪は ゴ ｉ ＭＢ Ｎ Ｚ［Ｚ［ ｉＧｌ土 ｉｾ 倣が ｉ 告 ｩ いの で、汁 ｪ 地の選定

Ir : は相槌組出金して居る のであります。併し出タk

るfごり格安な所でi必蛍な場所ーを 10筒所物色しよう

t 云 J 、ので目下位力 先走会しつ〉ある認でありま，

す。

大盟i!i のブJ の計u! . " ' i としてはそんなも のでありま

す。

小林一一次は:) 1:_卜. さんにお謝ひ致します。ノト三

宅さんのお話の ｾｉｾ fr: ｲ 此 か らの ｦ ｊＺ ｾ ｕ として災の

家主の Ｑ ＱＱ Ｑ の ｗＨ Ｚ ｾ 除れと云ふお話がゐりまし＿こが 、

共の外建築監' 仔のお立場 !日此からの{I: 宅は斯く

あるべきである と云ふや うな: ことをお;活 を白羽ひ
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ます。

井上一ーあ の時は裏の塀を除らして汁i の方では

大分御機嫌が悪かつにゃ うです げれども 、夫々 の

家が小さ い し、それに夫々塀を迭つ fこち、宰地主

云ふもの が出来な いし、第一通風の貼から 言つで

も商白〈ないと云ふやうな諸で、或は職g労以上に

出七かも知れませぬが、私の意見を述べ? このであ

ります、 ヨドひそれが容れられ まして、 承 りますれ

ば、 1000坪ばかりの空地が出来Tこと 云人ことは非

常に結構なこと fごと思うて 居り ます。マア前々か

らさう云ふことを考へて ゐ?このであり ますが、此

の時局で 一層痛切に感じさせられますこ主は、現

在の大阪市内に在る住宅が徐 りにも 空地が少い と

云ふことであ ります。而も共の建物が殆 ど全部 主

云i 、て宜ぃf立に長屋であります。 コ廷が大阪の特徴

になって居るや うな諜でありま すが、賞際現在の

やうな大阪市内の赦態では益蝦などを受げに場合

K は、 全 〈仕方がないや うなことにな ってしまふ

のでは怪 いか主 心配する のであ ります。きう 云」、

方面から考へまし て、将来斯うなれば精神Hごと 云

ふ都市計霊的な本嘗の理想、集をおすi苦して見ま す と

先づ市の中心部には住宅を置かないことでめりま

す。要す るに、 夫々の働 〈職場 と云つ にや うなも

のを市の中心部に置〈ことにして、それ等の建物

は耐火構造にして貰ひ、 住宅なんかは、郊外と云

ひますか、成べ t 市の周回部l乞詰ってnひf: い。

そうして それ それの住宅は、今' 苦闘で考へら れて

ゐる や うに、 相官な空地主?有って、成べ〈 長屋建

のものを浩らないやうにすることが宜いのでない

かと考へるのであります。大阪は経倒的に非常に

敏感な土地でありまして、 敷地忙をI して、 最 も有

殺な建物として長屋建が築非常に登達しにものと

思ひますが、今日のやうな時局になりますと、そ

れが非常な弱黙に なりまして、現況では甚f: 困つ

にM態になっ て居ると思ふのであ bます。兎に角

住宅は成ぺ〈周囲部の節 と々し? こ所に製占々 と建て

〉貰ひ? こい住むに して も共の方が感じが好〈 、生

活に潤ひがめって宜い のでないかd 現在のや うに

ごみごみしに市の中で、而 も川縁で汚い71<を眺め

ながら 、ほこ bっぽい試の中に位んで居 ると 云ふ

ことは、賞際住宅 として決して場ー所 を得fこも のと

は考へられな い。 私等も随.分色々な市をえかいて見
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ましにが、東京にしても、京都にしても叉名古屋

に して も、或は横潰や紳戸 に しても、他の五大都

市では大謹市内に佐んで居つでも相営好い場所が

随分ゐ b ます。鹿が大阪f:.' けは市内の中心部に住

んで感じが好きさう f ごと思はれるや うな所は何虚

にも無いと思ひます。私も 、大阪の市内 K f : げは

成べ 〈住みにくないな アと云」、無持を有っ て居つ

? このでありますが、どう 云五、因果が大阪の市内陀

住まなげればならぬやうなこと陀なりまして、1 . : .J

日不愉快に暮して居る課であります。きう云ょ、識

でありますから、将来は出来 るf: げ市の周囲部に

住宅を分散さして行〈れ 、ふこ左が、住居の改普

と云 ; ，J :から言つで も、望ましいので ないかと思

ふので あ ります。

小林一一伊藤さん、何か都市の位宅に付て常に

お考へになって ゐる賠を仰言っ て戴りませぬか。

伊藤一ー さうですなア市の建物からの話は全部

三宅さんに ーー任し? こことにしまして、全然市左離

れ? こ個人の意見として少し諜いて戴き Tこいと思ひ

ます。 i!主fご脱税す るか も知れませぬが、従来住宅

と云ふものは商事何慮までも共鹿に住む人の経炉?

とか趣味と十街生とか云ふものを主限にして論じ

られて ゐ?このであら うと思ひま すけれ ども、此頃

のや うに時勢が緊迫 して空襲が何うの斯うの t 言

はれるや うなことにな ります し さ う云ふ ことば

かりを中心にして考へる のではいかぬのではない

か、場合lモ依つては多少倒入の経済や趣味を袈却

させ、術生の燃も犠牲にしなければならぬや うな

問 題も出て来るの でないか、住 宅ｾ皐 に個人の趣

味と 云ふ酷か ら考へる? ごりでなしに、住宅は都ifj

柿成 の_ " fごと云』、風な見方か らすれば、少し従

米の見方と 一致せぬもので宜いのでな いかと 云ふ

Ｉｾ ｦ ｌ 考へられます 。唯個人 の家 とすれば 、 ぞれが

［ｴＺＡｾｴＱ＠ ｦ こ ｾ Ｚ Ｂ個人の損 ｦ ごと 云ふ ｦＺ げでありま す げれ

ども、都市構成のーっとしての家主すれば、それ

が焼げ る し 他の家まで焼かれると 云ふ謀で、都

市 の防火、都ill の防衛といよ、問題を考へなければ

な ら ぬと 云ふや う なおｾがあ るピらうと思ひま す 。

さラ云ふ結から見て今迄のやうに一個々々の木迭

の家屋を建てるのは宜〈な い。個々に木造の家主?

建て、窓や株側などを蹟〈して置けば感じが好い

と云ふや うなこともありませうげれども、さう 云



ょ、風な気持の灯ぃ家に住まうと云』、人は、成fこけ

郊外の航・い土地に建て〉賞ひ? こい。都市に住む人

liJJ はさう主主搾を云はすに 、先づ; 臨げない家を建て

ることを考へなければいけないのでな いか、陥っ

て市内の住宅としてはど うしでも 集合住宅の形を

採り、市も それを不燃質の ものにしなりればなら

ぬ、 1:; !I 生な り趣味に重 きを置く人は出来る fごり郊

外l乞建て〉貰ひ? こいと云」、やうなことも考へられ

る。又一方建物が出来れば、どうしでも交通同盟

が起 る課であ b ますが、個々に家主? 建て〉、少し

でも多〈敷地を取って行〈と云ょ、場合に は、地域

がそれ Ｎ，ｾ ｴＱ節 ｴ なれ随って道路とか交通機関に

莫大な金を掛v . r なげればならぬことになる。それ

を集合住宅の形にして、出来るＮ，ｾりコンパクトの

も の とし、道路とか交通機 防 ｾｋ 掛 げる 金を 建物 の

方に掛げ るやうにすべきでないかと考へまして、

前に極〈大雑把なものでありますが、 一度 4 階建

の集合住宅にして、市内で大韓 5 剖 の空地を世〈

と云 ょ、やうな計算をし て見? こことがあります。き

うやって見ま す し 今の築港溢りの人口 l乞比 luて

却で多〈なるのでありま す。即ち 全部 4階建の集

合住宅にしては却て人口総度を多 〈することにな

って、それではいかねから、先づ 2 階建位のもの

にして、もっと丞地主? 多〈取るやうに考へなげれ

ばならぬ のであります。さう 云ふや り方をして行

つfこら、相首環境が良 くなって、大阪市内に於て

も案外住み好い所が出来て来るのでなし 、かと云」、

や うなことも 考へられるのであ ります。 是はホン

の私の持論の一端であります。

小林一一次は石井 さん、何か事事務者住宅のこと

に付てお話を願ひます。

石井一←先づ厚生省の方針と して、 14年度以来

の軍需工場及生産協充工場の労務者住宅の建設供

給と此度/P，来まし仁社宅管閣に依る位宅の供給及

貸屋組合法に於ける在米の家主に依る位宅の供恰

此 の三本建で現在の住宅難を緩和して行〈と云ふ

ことは、 先程三宅さんからお話がありましに泊り

でありますが、持務者住宅は昭和 14年以来 3 年計ー

葺でー肱了ることに なって居りますが、現在の情

勢では迫も 3 年rLIJ で了る べ き性質のものではあり

ませぬので、政的ff Z:: 於ても昭和 17年度以降も積げ

て行〈方針でありまして、 今後引積いて在* 通り

資材の斡旋並資金の貸付其の他の方法に依って努

務者住宅の建設を勧奨 して行〈ことにな って居り

ます。此の頃 (i 事穫 の進展 と相侠って、費材が主主

入々り Jg くなり、それに反して労務者住宅の建試

の希望は瀬々多くな って、特陀大阪の如き生産都

i li K於きまして は現在字fj 望者全部を充して行げぬ

や うな j状態で、 重黙主義により、叉ー肱数量的に

特に住宅J i fgK困って居るやうな令祉、工場を優先

的に取扱ひ、; ! OI _; の他のものは待って貰って居る欣

態であり 、勢務者住宅の重要性は益々認めら れ、

今後工場の粧替には離す こと の出来ぬ施設 k なる

ものと考へます。

それから此度貰泌 さ九? こ貸家組合法に付てであ

りますが、今後の位宅の進む一つの方向を示すの

でないかと考へられます。即ち従来の貸家建築は

大工任せで、各借家が全然1陶々の連絡なしに建て

られて居つ 1:1誌に 、現在の余りにも雑然する形態

をなして居り ますが、ぞれが地域的に連絡 されて

貸家組合を結成し; それK 依って共同的 K 施設を

行ひ、又組合には設計の指導経営の合理化なとを

|謝ることになりますから 、自然共の組合全閣と し

て建築家の指砕を交 り、或は位宅替圏なりの指導

の下に集圏性宅 とし ての考慮が梯はれにならば今

迄主は ｟ Ｎ ｾ 歩進ん ｦ ご 貸家住宅が建 設 されるのでない

かと思はれます。ちょっと脱線いにしましにが、

貸家組合の問題を引括めて申上げて見仁詩であり

ます。

小林 一一先程来土 ｊ 話ｾ承っ て 居 りますし替圏

なり或は大阪市の方で持務者住宅 の大量建設に嘗

って、資材不足の折ー柄涙 ぐましい努力を積りて居

られるこ主に感謝を致しますと共(て今後一段の御

奈闘をお蹴ひ致します。

儲ーて ir. f I I 部に亙ってよ具して どうえ」、風 な設計の家

が宜いか、 叉絞1)、以ど の程度 まで設備をしなげれ

ばならぬかと云ふや うな ことに付て引続 きお話し

ｗｊ ￬ ひ＿こいと思ひま すが 、深山さん、イ米 ｩｾ トーから ｊＡ

て、最小限必要な地設 と巾しますか、或はも う少

し大 きく 考へて、大量 に建設 される場合に於げる

共同の厚生施設としてどんなものが必要であるか

と云ふや うなことに付てお話 しJ蝋ひ? こいと思ひま

す。

深山 一 一建 築 外 の椛 Ｉｾ符＿こる皆税方の前で 持者
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の立場からお話させて戴くことは非常に光築であ

りますが、と言」、て、別i乞是と云』、研究もして居

bませぬので、此の機合にちょっ t 皆様方l亡注文

させて戴き? こい主思うて居る次第で あります。

非常に仰山な言ひ方かも知れませぬが、将来の

位宅K はもっともっと既い意味に於ける科感性佐

取入れて貰つ? こらどうかと考へるのでゐります。

例へばもっと頑 丈な住宅を作って就くとか、或は

もっ t 住みよい便利な建物を作って誠 i とか、或

は又もっと清潔な街生的な位宅ｾ作って識〈主か

して貰ひ fごいと思五、ので ゐります。 J むも従来の貸

家住宅と云ふものは、御承知のやうに所訊白山粧

栴思想、に立脚して、積の利潤獲得の機関として投

費されにものでありますから、良心的な建築を致

しますし 勢ひ費i I j が嵩んで、借家人の生活範囲

では述も 家賃の負礁が附来なくなるので、結局一

般大衆の負猪能力を考へて家を建てる震に、自然

資材ーなどが相蛍落され、或は設計共の他にも柏ノを

手ｾ抜かれて居つ＿こと思五、のでありますが、住宅

t 云ふものがき う云ふ風K 利潤獲得機闘として扱

はれると云ふこ k は、是は我々趨者の立場から 言

へば、非常に考へi堂ひな行方でないか主恩ふので

ありす。 ドイツでは貴重な人的資源を容れるをt宅

を徒らに利潤獲得の機闘として扱ふことは間違っ

てゐると 云ふので根本的l乞考へ方を改めまして、

御承知D 閣民住宅が建設されるやうになり、年冷

却高戸の岡民住宅を作りつ、あるのであります。

閣民住宅を建設するには勿論、利潤 J ) こ主などは

考へないで、非常に良心的な建築をするやうに規

定されて居ります。先程山崎さ んのお話では日本

にも閣民住宅が出来ると云ふことでありますが.

ドイツとは出張瓢を異にし、日本では住宅難を援

手uすることが先決問題で、住宅の生活様式の改善

主か或は向上と零ふものは、今日の蕗第二義的に

考へて居ると云五、風K 承つ? このでゐります。それ

は日本の今日の現欣では或は己むを得ないかも知

れんと思i 、のでありますが、然しドイ ツの現献も

日本の現i!k と比べて、さう異つ? こ聞紙 l亡在るので

はないと思ひます。 共のドイツに於てすら、凶民

住宅を立i辰な健康性宅として大衆K 提供する矯に

所諸国民住宅型( フオルクスウオ { ヌングスティ

ープ〉と云ふものを数十種定めまして、あっちこ
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っちに理想的な閤民住宅を建設して居ります。日

木も 丁度好い時機に遜遇 l >て居る と思ひま すの で

民間の貸家柔者では利潤獲得機関として算盤も弾

かねばならぬと思ひますが、折角住宅普圏なり或

はT↑J とか共他公共闘謹で位宅をお作りになるなら

ば、是非一つ位以位宅と云ふものを目標に利潤を

度外腕して作って戴き Tこいと希望します。尤も無

償と云」、詩ーにも行きませぬので、勿論相首な家賃

は徴牧しなげればならぬと思ひますが、 ドイツで

は大韓家賃は月牧額の 15.%以内、叉生活必需費の

% 若〈は弘以内と云ふことを標準l乞して居るやう

であります。それは兎も角大衆的な位宅としては

是非此の機ヂ?に簡素な健康位宅の建設に向って進

んで戴き Tこいと思ひます。

向iま日本の人は金が出来ると直ぐ2誌を作! J 1こが

るのであ b ますが、個人が家主? 作る場合は、自分

の数寄を凝しまして、住まん駕の家やら、見せる

鴛の家なのやら分らぬやうなものが出＿ｪｾ上る場合

が多いのであります。留者の立場から私はよく言

ふのでありますが、生 ｬ ｾ むと云」、字は人偏に主 ｦ ごか

ら人が主になって居る。従って家々に位むには、

人が主となるのでありますから、十分位みこなせ

るやうな設計で家主? 作らねばなりませぬ。然るに

金持が数寄を躍して家主? 建てますと、家に位はさ

れて居つ? こり 、或は2誌を作つに需に生活に無理を

すると云ふやうなことになる場合が間々あるので

ありまして、例へば妊に凝るとか其の他の資材iて

凝っ? こ1 1 . t 却って妙なことになる場合が多いやうで

あります、* f Ml ' L 主と書〈と桂と云ょ、字になりま

すが、t i : ばかりの家は、人が主でなしに、オくが主

になって居る謀でありますから非常に不経済であ

ります。生t宅は他〈まで人が主となるものに作っ

て誠かなりればなりませんから、お金持の方々が

2誌をあー作りになる場合には是非共演人向の健康位

宅を作ること l乞力を注いて戴き? こし 、のでゐりま

す。特に台所とか食堂を始め各部屋部屋の泊風、

採光と云ふことをよ〈考へて作って誠き? こいと思

ひます。台所は 「主婦の職場」とも諮ふべき所で

あ b ますから、共の「主婦の職場」を疎かに抜つ

ては、到底一家の安泰は期し得な いと思ふ のであ

ります。

f，'. j! ま先程三宅きんや井上さんのお話陀住宅の! 手



生方iτ23t と云五、お誌が出て居りまし向が、 tJ ミ宅 J ) 厚

生地設に付ては非常 l'と興味を持って居る 一人であ

b まして 、色んなことを考へて居ーりますげれども

今日は時11¥1がありませぬから、何暑いにしますが

先般あるド イツ人が 日本にやって米? ことき のお話

ｴ Ｚ げをしておきます。その 人 は東京で ＱＰ ｲｾ ｩ 月 ｮｬｬ ｴｊ Ｚ

んで又本岡 へij L  1-.げる議定で し?こが、兎に角日本

の家を借り早速住カ〉ばか りの庇うH." 手入して噴水

まで.j ff へまし? こ。そして叉良いスプリングのお台

を民つにのであります。1 j 'i か 10筒月しかf 七はない

のに態々噴水を作 らな 〈ても宜いぢゃな いか、叉

jだ1守は作り朱りのもので宜いぢゃな いかと云五、 や

うな Ｗ ＳＮ見があっ ｔ こ の でありますが、ｾＱ｟Ｚのドイツ 人

円<. r家に { t むのに 、自分が充分慰められ、叉充

分安息 ｲｬｬ ， ろ ｾる やうにして置かなけ れば、み［首の家

でない 」 と云五、:む: 味のこ とを谷へ fこのであります

が、 3LEは我々日本人にとって拘に味ふべき言葉で

あると 思ひま す。どうも日本人は家とは雨露を凌

ぐに足る施設でさへあれば宜ぃ、 j従られきへすれ

ば宜いと 云ふや うに考へてゐる人が多いゃうであ

りま すが、色々 の意味でもっと厚生施設を充分に

採入れて2誌を建て〉戴き? こいと思ひます。 1)、フぽ

りなれ宅ばかり列んで居る長屋にでも 、先程三宅

さんや井上さんがお話になりましに共同農聞など

を作れば大縫好いと思ひます。向J践に共同庭閑を

作るのも利巧なやり方です。叉 4 戸建のノj 、っぽり

な家f Z: l 戸l 戸便所を作るよりも便所は l つ位lと編

めて、共の代り気持の灯い共同浴場を l つ世〈と

云ふこ とも I訊白い行き方? ごと思ひます。特I!(.)!'(: 生

施設として、井上さんのお話のやうに 11' ，来る fごり

多〈の袋地を持つ こと も必要でありまして、ヨ ー

ロツパやアメリカ lζ 御抜行 lとなっ? こ方は御承知と

思ひますが、あもらの家には必宇和賞の益: 4 ! ! があ

ります。陥ってドイツ の凶民位宅に於ても 、厳 し、

空地があり 、風通しの宜い lリj るい清潔な家と云ふ

ことを モッ トーにして居ります。叉家主? 建てるに

は飲料水が盟7i? にあって、土地が乾燥して居る場

所を摂ぶと うえふ こと i も必要な保件でありますが、

きう 云」、意味から 常に保健術生を充分加味し fこ性

土告を作るやうにして戴き TこL、と思ひます。

角叉間取に付て は二?こ問荒〈は精々三間伎を標

準 とし? こ努務者住宅が多 いやうであ りますが、是

! t 人 口政;K F 里:月と 力>ｦ［ ［ ｾ ｩｬｴＮ 守苛生 上 から 申しまして、

1  i市F のt l:ととには是非iむl、以! 支三間以上を備へしめ

二 ｔ こ間 ｾ ｬｏ のものは徐り作らな いやうにして戴ｾ

Tこいと思ふのであります。二? こ間以 りの家で あ b

ますと段々子供が荊えて来 fこ士待合、ど うしても共

彪に洞[ 居先爪を依依なくされますが、 jizは育児 伝

保健J-ji創・白〈ないし、手え育-'-. 1とも J ドに弊害があ り

ますので、住宅の問 Jflt は是非三聞 を以て最小限度

とすると云ふことも 一つの考へ方fごと思ふのであ

ります。斯様な諸賠を考慮して災害防止を主限 主

して 11¥米仁建築法f Z : 1I-{ し、 疾病強防j う至健康生活

を目 的として位: 居法とでも云ふ法律を夜イli して務

衛生的 1; t 1:_ひ方を根絶するや うに色 A 規 定して誠

d 〆

けば大捷結構fごと思ひます。

もう 一つ、是は私の素人考ですが、家を作りま

す場合、建築資材の寸法を メー トJ しでも j くでも 何

れでも結構でありますから 、 fjl 型、 乙型と去五、や

うにレディメードの寸法方議め色々作っておき、

夫生存を巧みに組合せ ることによって釘き灯き の家

が大経割安 lてIH来る と云五、風にして絞り れば大経

便利で結構? ごと思ふので ありますが、如何なもの

でせうか。怯り 一人で喋つでもどうか左忠ひます

から、こんな事にして置きす。

山崎一一 今の深山さんのお話は拘に結構なお話

でありますが、住宅管圏が建てます家は大器非常

にお粗末であ ると 云ふことにな りますので、替圏

としましての期l切と巾しますか 、言ひ課み? こやう

な ことをちょっときして戴き? こいと思ひますが、

生1'.宅替閣は政IfJ の金でやっ て居るの でありまして

政府は1，:nげなければならぬ謹ではないので、{ 請け

と云ふものは挺・文な いのであります、但し是は

慈芥事業ではないのであ り すから 、損をするこ

とはいりないと云ふこ主 になっ て居るのでありま

す。従って損もせす・、 1，ffi けもせぬと 去五、程度で 、

資材と建築費の算盤を弾き同し 、共の場所々々に

肱じて 、家賃或は分譲料金を取立てるこ主 になっ

て居ります。そこでどんな地僚の高い所を買って

どんな立減な建築をしても 、算 盤ｾ弾 いて、 金の

掛つTこfごりの家賃を取り、分譲料金を取ると云ょ、

のならば、それで宜い、鹿が替圏の現在目標とす

る所は、持梯;何ー或は月給取の最も薄給な連中を容

れようと云」、こ uとなって居るのでありますから
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白から共の梯ひ得る金が限定される語でありまし

て、斑給なる努務者なり月給取が趨富;tr. 支梯ひ得

るやうなものに しなげればならぬ。此底が厄介な

紘でゐりまして、 成べ〈 安い土地を狙って行かな

ければならぬし 、建築も飴り貨津なことは言へな

い課でゐります。斯う 云 」、や うな乎棚足棚 を佼 ま

されてやって居るやうな弐第でありますが、それ

で も民間の貸与誌に比較しましては、先 桂 月U:_げ

にや うな諜で、外少良〈なり は しなか 主思ふので

あります。高いものを搭へて 、ぞれfごり家賃を取

れば宜いぢゃなし、かと云i 、話を よ〈 聴か されます

が、何分にも 湾沿者fごけを自首にしてやって居り

ます閥係上さうは参りませぬ。そんな謀で、日本

の努務者と云ふものは月給が安いのでありますか

ら、きう 云ふもの を容れようと云 i 、家主ヲ建てるの

は並大抵の仕事でない、地代の安い所 を狙って、

建築資をうんと安〈しようと 云 ょ、こと になると、

整津は言へませぬ。斯う 云』、悩み を有って居るこ

とを御承知願ひ fこいのでありま す。

小林一一先程深山さんのお話に、問来れば、材

料なんかもレディ・メードで聞に合はせる議にす

れば、 施工.が簡便になる fごらうと 云ふことであり

まし? こが、最近話を聞きますと、 f議洲rkIの建築二局

では標準型住宅の設計| 向から、仕様書 、娘算書 と

云」、や うなものを定めまして、 それを 一般の建築

l亡用ひ 、契約は勿論、賓際の現場l必工も共の|笛H古ー

に依り 、建築の認可を取るにもそれを使ふと 、手

績も簡現t r . #当むと A・ふことでありますが、そんな

ことは如何でせう、内地で もおや りに なれば どう

でせうか。大壁 手数がrI かれると思ひます が。

井上一ー大 樹 闘 で す な ァ 、僕等の方では成る

べく長屋 を陵め ? こいと思って居り ます。 是は理想、

論 であります が 、 大阪で は 今 長屋 が津 山出 ｾｅ まし

て、殊に建費冨 が飛んで もない長屋 を作るので困

って居るのであります。材料の計撃と併せてやっ

てやらうと云ふ考で、今究街中であり ます。

小林 一 Ｍｾ［ｪ＼ｴｲＮ住宅醤圏で大量に建築される場合

岡商とか仕様書 、設計書な んかも簡略にな ります

ね。

井上ーー さうなりますと私の方も頗る簡単に行

きます。

山崎一一 自分の方も ー肱の打合せにけで梢むの
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で、 一 日も 早 〈井上さん の仰しゃるや うに な りに

いも のと 思ひます。

小林一一詩が横道に外れまし? こが、石川|さん努

務; K- 住宅 と言ひますか、 一般庶民生J : 宅の生前様式

をどうすればよいか 、何かさ う云ふことに閥聯し

て話し下さいませぬか。

石川一一 今日の座談合の題目が此れからの性宅

と云ふ ことになって 居 り主す が、此れからと云ふ

ことであるから 、結局過去の問題でなく . 今日 i亡封

する明日であり 、現 存ーに釘す る 未ｾ＼Ｚと云ふこ と に

なると思ひ告す。それが非常に近い未来 と云ふ と

ころで考へると今日の非常時局下に於 りる資材、

努力の不足の中に在って 、どう 云」、風な位宅を作

るべきか 、或は今日 一般の{i: 宅問題を如何に解決

すべきか、 といふ様な問題がとりあげられるので

あり告す。尤も 一般的 l乞住宅問題と云ふことにな

ると、 2000. 年の昔K 既 l亡キリストも 云ってゐる様

陀『獣I' C 穴あれ鳥tて獄あり 、何ぞ人 lと枕する所

なきゃ』であって 、佐宅問題は人類の漫性柑とも

言 ｬｾｾ 、べ〈、何時の時代にでもある問題であって 、

特に此れからの問題では無L、様にち ょJ4へられ告す

が、今 H の特殊J 性を有つ7こ住宅苅(，をどう 云」、風に

解決して行 t かと云ふ現下の問題と云ょ、;意味で之

を考へればこれ亦極め τ 近い未来の問題となり得

ます。叉将米・ーー と言つでも、色々段階があ りま す

が、非常な先の将来を考へて 『人の住居 と去ふも

のは如何にあ るべき か』 と云ふ問題に繍れて来る

と、叉話が非常に離れて行き ます。そ れで今日 の

問題と して、人 の住む裁を考へでも 、現在の既成

都市に於げ る佐存としては如何なるものが泊首で

あるか、叉如何なる改善を施すべか、と云ょ、様な

梢消極的な場合色、或は所謂郊外の魔女地主云」、

や うな所l乞建てる住居と して、何等かの理想的な

考へ方を取入れて行〈と云i 、積極的な場合とは、

大分遣って長k ること〉思ひます。 底が今迄のお話

は、結局現下の問題を極〈近い未来、即ち明日へ

如何t r . j導 t べ きかといよ、黙を主 として、色々 お話

し下さ つにの であり去して、遠い未来のこ とを考

へて 『抑も位宅主は如何に在るべきか』という様

1j _ 本質的なお話は無かつにのであり去す。

一韓住宅と云ふ ものは' 構造的K も完全 であり

健康上K も宜 い 便 利にも出来て居 ると云五、風に



家 ｊ ｾ のもの ＧＩＮ fl氏件がル備されて腐れば宜いやうに

汚へられ務なんですが、 それでは; ; 1>: - : i の値打 は無

い 、 先松井上 ｾ ｾんが第 一 ｬ 乙ｉｦ Ａｴ 主じの好い家』と 云

ふことでそれを? 述べら丸、更に深 山 さんが厚生施

設と云ふことで述べられにのでありますが、家 lて

はさ う云ふ感じが好 いと か、趣味 とか、華街とか

云つにやうな精i J ill
l的 なものが大き い軍要な問題に

なると思ょ、のでゐります。それで住宅と 云ふもの

〉キ;質は三つの L 一一即ち
Li cht ，Luft ， L eoensfre 

ude一 光 と 舗 は の喜 びf戸 は れ ま す が、

それは確かに さうなんで、我々は採光がど うとか

辿風がどうとか 、 保健方而のこ ｩｾ 巾しをすが 、

そ れだけでなしに趣味とか 喜 術とか将 ｾＺ ｩ ｬｩｬｬ ｬｩ Ｇｴｊ なもの

がそれに参加する必要がゐ b 告す。趣味とか美と

か3芸術とか云ふ問題を持111すことは 、何か非常時

局下にそぐはないことの や うに考へられ肱であ り

キすが、併し私は非常時なればこそ向更さ う云ふ

方程討を必要とす るのではな いかと考へ告す。新う

云ふ時代では 、日本全盟批合金躍と して文化が非

常に腕行的になる傾向があ れ ど うして もさ う云

ふ方面の文化が後れ勝にな b 易い、さう云よ、黙か

ら言つでも 、誰か聾を大に してきう 云五、方面の こ

とを叫ぶ者ーがなげればいりないのでなからうかと

思ひ品す、こふいよ、黙から翼賛千干の文化部の運動

なども大いK 期待され るわりでありをす。その意

味で今深山きんのお話が{ - I I11こことを私は非常 l亡歓

んで居り告す。勿論趣味とか何とか云つで も、今

日の全盟主義的な立場から見て昔の例人主義的 な

小さい趣味に囚は れてはいけない 、個人主義的趣

味と云ふものは今日ゐり得ない諜であ りま す。と

いふと会開主義下ではイ11)1人は浪却して了つ?こ様( て

者へら れますが、決して そうではなく全暗に統; j jlJ

せられTこる 桐入、 全躍の要素としての例性は主主々

その特殊性を蛮揮 しなりればならないと思ふので

あります。f主宅の問題に就いて言つでも 、どう しで

も Lebensfreude と云ふこと を考へなげればなら'

ぬ。さうすると是から の位宅と云ふものを考へ る

時 l亡、住宅の一般性と云つにやうなもの t 個人性

と云つ にや うなものと 相矛盾しに二つの者へ方が

出て来る語であります。即ち住宅を成べ 〈安〈し

て津山作らなげればならぬと同時に、共廃K 佐む

人の趣味なり{ 同性なりを活 しイこも のに しなりれば

ならぬ と云」、二つの矛屑し? こ考へ方がlHて参りま

す。 11注多量 l亡安くする と云五、 ζ とか ら言へば、l可

じものを? 津山作れば宜い、 一つのプランに依っ て

ＱＱｾｾ 山作ることは 、 安 ｩ もなれば非常に経 梢的にも

なると云」、諜であ りますが、共 底l乞は個性と云ふ

ものは波却さ れる 。 そh に叉先程深 山 さんのお話

のドイツ 人のや うに、そ ういよ、設イ向性的な家に封

しでも臼分で自分の{ 向性を析して行けば宜い。し

か も人間の生前は非常に開性的なものであります

から 、どんな借家l乞仕んで も誌の形に 可成り馴染

んで行げる認であ りますが、建築家の立場ーから 言

へば、 設 ｊ 十計提のＱｲ ￇ Ｍ Ｍ ｾ ｴ� から犬張きう云五 、何 性的

な方簡をも取入れて行かなければなら ぬと 云ふ こ

とにはなるのでゐ ります。そうすると、止tの二つ

の異つに問題を解決するにはどうしにら宜いかと

rl' しますと 、私は不断から考へるのですが、一、腫

現在までの住宅生産と云ふものは遂に非工 業的に

つfこと思ひます。それは位宅ばかりでなく、建築

生産共のものが非工業的と 言 ひま すか、出末的と

言つ でも宜いやうなものであり ます。今 H大きな

担探: を作 ると 云ふや うな場合には、 共の計算 と云

ふものも非常に科事的に進んで来て居りますし 、

或はｾの施工も機 械などを使フて や ることにな っ

て居りますが、 1J十しそ かは非常に特別な一部分で

ありまして 、一般の建築は、相省大きな建物に於 、

ても共の施工などは非常K 非工業的なものであり

特に位宅等に於ては寧ろ手塞的農業的なものであ

ります、ぞれが今日住宅が需要に間に合はぬ主か

或は両 くなると云ょ、原因の大きな黙でゐ ると思ひ

ます。 zi占: は他のものを御覧になるとなっきり分り

ますが、私共の者て居 る服地の如きも 昔は手織の

織機で乎工業的に生産 されてゐ Tこものが、今日 は

大工議と して紡級機械に掛って 、非常に大量 p 作

られ、或は自動車のやうなものでもどん. . . . . . _ _ . - フォ

ー ド的工主的 lモ作られる語でありますが、きう 云

」、風K 建築が工業化され、殊に今問題の位宅が工

業化 されると云ふことが非常に 必要でゐ ると思ひ

ますo 1) ( : し今特 l亡私の問題にしてゐる Lebensfreude

k 関する 方商から考へる わ 是 は非工 業的な農 業

的な工響的なものであ る左云」、風なことが考へら

れ るのであり まして、共躍の調和をどうするかと

云ふ乙とがなか. . . . . . _ _ . - 大 きな問題になるのであ b ま
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すが、第一に言つ?二位宅生産の工業イむと云ふや う

なことは 、最近全般的K 専門常識的 i亡考へられて

居りしまて 、住宅替圏のやって居られることもさ

うだらうと思ぴますし、他でもさう云ょ、考を以て

やって居ますが、漏りー積のタ イプと言ひます、

さう云五、一定 の型式の住宅を; 或場所 l乙大量 lて何百

何千作ると云ふのは 、i装t:: 柏村i でゐりますりれど

も、共底 l乞もう一つ突っ込んで倒ド1: を取入れてや

るやうにし fこらどうか、先程深山さんもちょっと

言は れましにが、きう云i 、{-I: 宅のタイプを幾つも

掠へて、それを組合せてやると云ふ考へ方は大誌

面白いことではありますが、 ーイ闘の家全龍を合ん

t:: タイ プ盤石II の組合せといふことでは 、ま Tご充会

徹底して第三の しを解決するもの〉械には考へら

れません。これはどうしても 一 例のタイフ ・ｾ 分訴

しである 要素 とし 、その各の共@ 性質の要素を整

理して、その要素の組合せによってあらゆる積類

の佐宅。タイプを生み問し得るといふ考へ方になら

ないと工合が惑い。そこで、その要素でゐぢ ます

が、それには住宅を構成する『告. ! I c l : いふものも

とれるかも知れ￡せんし、叉そのｉ￭ ｾぷ』を 構成す

る『壁崩』と いよ、毛のもとれるかも知れない。又

その『控商』を構成する『粧』等を要素とするこ

とも H¥米るかも知れませんが、兎i己角どの程度の

大きの要素を捕へるるはなか. . . . . . _ _ . . . 商倒 iとなります

が、話を? 分り易 〈し て、例へば桂なら粧を工業的

にどんヘf 作るとすれば、さう すれば機械で結官

!と作られますから 、此の頃のやうな下手な大工が

作るより比べものにならない諒その横手( 士口等は

非常な正確きを有つで ， Ｊｾす。込 ーは 恐らく御承知

の方もある Tごらうと思ひ L M : 、例へば日本楽器

などのピアノやオルガンなんかを作って居る木工

場を御覧K なる ふ あ〉云ょ、知iかい木製構成部分

が全部機械的に製造 されて居って、非常なA 継 ぎ

を有って居ります。さうえふものを持って米て 、

現場で家主? 建てるのには 、高級な熟練せる大工と

云ふものは必要でな くなり 、11佐それを組立てる技

術を引って居る者ーであれば宜いと云ふことになり

ます。そして要素の分け方にも 依りますが、要素

を如何に取合せ組立てるかと云ふことに依って各

々人の例性なち趣味と 云ふやうなものを異にする

個性的な住宅が工業的に生産される。私は趣味と

x  4 0  

か個性 とか抽象的な言葉ばかり使って居りますげ

れども、趣味とか伺性とか云ふ問題fごりでなしに

住宅の目的泊合肢といよ、様な方商から者へでも、

各人の生活は細部に於ては非常な相注があの特殊

性をもつにものなのでありますから 、住宅 l乞十分

な同的遡合判: を興へるとすれば各住宅はかなり {同

性的な午 ＡｩｾＪＧ 目 Ｚを持つ にものにならなければならな

いので、単なるｾｉｴｬ ｊ 一的多量生産では飽き足らない

のであります。即ち{ J : 宅を安〈多量に生産するに

はどうしても工業化きれなければならす・、 工業化

されに家を作 るのには、どうしても 要素 としてそ

れを取合せ組立てる方法が最も宜いのでないか 、

さうすると 、工業化され fこ建築で、而も同時に個

性を有つ 7こものが出来はせぬかと思」、のでありま

す。 J 与腿において先程小林さんからも課題として

州されて居つに メー トルと尺の問題なんかも起っ

て米る詩ーでありますが、工業的l乞生産する以上は

メート )! - であらうが凡でゐらうが一向差支ない、

右も現有 の木材寸 法の規俗、段、建Ｍｊｾなとの規俸

とA . A 、やうなことを考へると 、 さう云ふことも 言

へなし、かも安n11 - ませぬが、そ れ は 側 現 花 そ う 規

格されてゐるといふ 丈りで絶1i 的なものではない

ので 、それ を問題にしなければ、何でも機械に依

って作って行〈以上メ F トルであらうが、lてであ

らう ず榔はない、 l メート ルl亡到して 3尺 k 云ふの

は紋いとか 、11市と 云ふより 2メートルの方が宜い

と云ふやうな考が、東京間より京聞の方がゆっ? こ

りして宜いと 云ふ程度の考へ方fごとすれば、それ

は別比重要な問題ではない 、と 云ょ、のは、メート

ルと云;.A、'，'11. 1なと人聞の生活と云ふもの〉閥係する

部分は 、色 んな方商に豆り 、叉閥際的K も便利で

ほありますが、共の本首のよさは各度量術の閥肺

完全な十準法等K 於て Y あって 、メート ルの L11.枕

Ｚｊ ｊｾ ・のものは地球の外ｾ距雛とは闘係があっても人

間生前と は本質的な閥係はないのでありますから

そう大してJ . T ! 要脱する必要はないのでないかと三・

ふ風に考へる 、それで廊下の幅は 3 尺では狭い、

2 メー トルならば、裕りして宜いと云ふことが、

人が廊下を歩〈時の運動から規定される や うな来

事楚があって初て共底に意味がある 、イ:l j: しそれなら

ばメ ート ルピらうが、尺fごらうが、或は端教が出

ても構はない、即ち廊下なり、押入なり、便所な



り、最も/ ) 、さい所で、人間の. frl習との関係、運動

との関係等から単位争f 定めてやると云ふ こと なれ

ば、 ぞれは 必十しも尺でなげればなら ぬとか 、 メ

ー トルで なりればならぬと 云ふ ことはなし、。 3 尺

1  -，-j-l ( 1 ならうと 96センチに なら うとmはなし、 、そ

ういふ 長 さを 製也 ｬ ての Ｍ ｾＱＱ ￯ＯＮとして、その他の大き

い長さにまJ しては その整数倍、又は簡取な る都ノj 、

:敢併としい宜L、、それで建具とか換とかぷふこと

がよ く問題にな ってうk るゃうであ ります が、ib"-

ヱミ』、段 、建Rごのやうなものを規絡して、構造詣¥e

規婚しない方が宜いか 、〕或は緋造盟主? 規悔して、

盤、建11. -を規格 しない方が宜いかと 云」、問題iてな

りますと、私が先程中J てげに工業生産lと於ては、

緋迭の方を規悔しなりればならぬど云ふことは?at

然であ ります。 それでさ うし?二次の挫 とか建jもが

非常l乞複紺になるかと ??ふ と、: 1 1 . はさうはならな

いと思ふ。何故ならば、所;;rJ J.! I: 民f1: 宅とえよ、もの

を考へる場合} 亡、さう公』、非常l乞特殊な郁尾は，Y¥

?j ( て米な い、 fylj へば将i 々 30 j f とか、 25 TI' とか 、

20t f  のぷでは 、必とか挫 j 1; と云ふものにさう組

ｾ ｉ［ な数少〈の 規俸は 生じな い。現 ｦｲ Ｚ｟ のや う ｉ Ｇｃ軌を

Pjt - の規怖でやら うと いふことにが無理なので斜

にも公張数伺の規惨を持って 6 ｉｾｬｩＩ 目、 Ｘ 帖月 Ａ と云

」、様すものが1+¥米てゐ τ 一向差問へないのであり

ますが、さう云」、細かい貼まで入ると、切りがあ

りませぬから、もう止めますが、兎 l亡角さう云ふ

風な考へ方からすれば、メート ルと lくとの問題も

さう重〈硯る必要はないのでないかと忠ふのであ

ります。

小林一一盟口さん、最近、岡民生t，1i J I j 兵の草純

化 k 之れか規俗化の必要が喧 しく 言はれてゐます

が、ぞれらについてお願ひします。

豊口一一私の勤め て居 ります商工行で、此広ー問

民住宅の問題主幹? 接な悌j係を有って居ります同民

生frli 1-l1d，" ! の標準型を集めて展覧千? を やら うと 云」、

計責ーがあるのでありまして、此の』火10月lて開似 さ

れることにな って居りま す。赴等の計義I'C'日・つ て

は、厚生行、大政翼賛令、或は商工省の物償局、

調整局、綿、 j防局、共の他耐工学? の陶磁器試験所、

工業試験所と 云ふ風な各符の試験機閥等、さう 云

」、新しい同民生古f ; 1' C房副係し? 二部r"j の方々 K 集って

il&いて長い間検討しまして、漸〈域近展究符の告

示 も出? こ やうな心でゐりますが、是は要するに現

花の生活用品は最近公定値格の設定K 依りまして

値段の黙では非常に好い所を抑へて居りますが、

結局共の用途、共機能. 1-. の問題、或は使用の目的

性陀付て決しで合現的なものが共鹿に生れな い と

云ふことは多くの 人が認めて居る所t: らう主恩ょ、

のであります。 .JN9従来の昨j 品の教を少〈して縮

めて行つTこと云λ、Tごけのこと であ って 、共鹿に技

術的の検討を施し、合理Wl : のある よ止からの閑民iて

最もふさはしし、 、全閥民l亡奨めろことの出来 る も

のが生れにと云ふ課でなく、今までのものを縮め

て、是で我慢して貰ひ、赴々 の ものは是fごりの値

段で抑;I! lj しようぢゃな いかと 云ふことになって居

りますfごり、共の問可なり色々な不合理も現れて

米て居るやうであります。此の黙を lf. ¥ M: 正 しま

して、岡氏の毎日の生活ーがIi¥米る t: け怖かにな り

現貰l乞不合理でな く、叉萱揮でな i して 、勝争恨の

瑳展性を十分に令んfごものをままに起 きうぢゃな い

か、例へば日本でも従来からヂ1: る所の 31文字或は

俳句の如き、僅かの字句で以て非常にJ4i 純に して

市ち非常に生1，1] 1(: 潤ひのあ る華街性の高いものが

/1' ，来て問るぢ ゃな いか、生活用品も斯の虫nきもの

を起きうぢゃないかと云ふ風な趣旨に於て 、此の

展覧合が1i H されることになっTこ語であります。是

は細かい内寄与に燭れて市上げれば、色々とあ りま

すが、今日は時nr J もありませぬので、詳しいこと

を巾上げることは! 日米ませぬが、新し t 考へられ

?こも ので、之を凶民生活用品として康〈金閥的に

奨め、叉時局的に之を;護展させなければならぬと

云」、やうなものが可なりあるのであります。叉物

が無〈なって 、 新し｜ｾへて貰つにもので非常に

優秀なものがぽつヘ----- IHて居ることも確かであり

此の展覧令が計脅されてから考案されにものなん

かでも 、我々が帥! 係し?こもので、可なり大きな努

力 、 犠牲Ｎを初 ｉｾ ひながら立 汲なも のがぽつ ｜ノ ｈ Ｍ ｜ 米

て米て昂ることも確かであります。我々とし去し

ては先づ 100 の中 10でも 15でもさうしfこ趣旨の 、

叉今 まT、産み1- 11せなかっTこものが、斯う 云 」、険は

しい時局の Ｎ 卜 Ｎ から賞際ｉＧｃｾをれ ＱＫＧ ，て来るならば 、 ＿句

1[. ザi 難いことにと思うて、 生産業7U:促批して現

布研究¥e jili めて居ります。若しも現在或は末手Kの

をt : 屑に我々のやって居る仕事がふさはしきもので

4 1 弐



あって 、精米の同氏の生iri が若手踊 lとなり得るもの

ならば、非常 に結1:-{'Y;tごと思」、 て居りますが、只今

の1¥-1・511:は匁n治今の t l:宅皆図の位居と云ふものを主

龍として線ての生前何日を考へるや うな進み方を

して居ることを附カnへて置きます。

持「ご- t Hi い話でありましにが、是にけ 一一

小林一一ー問上さん何かお話を願ひます。

田上一一ー先般> k 、皆さんから此の戦時下日本に

於け る ｻ Ｍ ｉ Ｚｾ ＱＺ［ の 進み方 、 特 ｉ Ｇｃ労務 者住宅 ｬ 亡就ての貴

い御経験や御抱負を奔接、しまし fこが、家具の方に

於ても I"J じやうなことが言へ るのではないでせ う

か。 此れから の家具について設計者も施工者も研

究 b なくてはならない時lて遭遇して居ると 思ひま

す。御子t - 9i11の如〈 会凶公定償絡が設定されまして

規格が統ー されに聞係てe 家具の製作が非常に第四

1'[，なっ て* ま しに。従来需要者の希望に依つては

千金を貸しに 家 具も作ってｾｾまし＿こが 、 現在では

公定償絡と 規格のかせの中で限られ? こ家具しか製

作 が ｬｩｾ ぅ Ｑ＼Ｚな〈なつに矯めに 、 自由経桝時代 のや う

な高級品の製作不可能は勿論、何百種とゐつTこ家

具の種類も共第に限定を飴儀なくされにやうに思

ひます。自然 家JI，.I'Lも うるlまひが無くなっ? こやう

に巾す人が有りますが、此れは決して家 具ばかり

でな〈 全 てのものが皆 うる lまひを失ってゐると思

ひます。現在の如〈古今未曾有の戦争をやってゐ

る時代K 於てはやむを得ない現象です が、併し之

れは決して悲しサベき現象ではないとｽｾ，ひます。

寧ろ今迄の家具は生爪様式のヨそん異つ? こ外聞のも

のを無批判に取り入れ?こも のが多かつ にので、今

こそ此れを是正して日本調自の生活様式や 日本の

風土的保件を充分考 lをに入れにものを創造すべき

叉とな い良い機合? ごと忠ひます。限定 されに材料

によって形や塗色等も統ー して置りば告の大小、

有[ 類 l亡依って家具の麗類の増減、或ひは配分の方

法を謎へ きへすれば良いので需要家の方でも白山

に選定が出来 る諜 であります。 Tこt:: 此の場合椅子

の張裂: ま少 しでもうる lまひを持? こせるにめに替へ

て見1こらと思ひます。私の工場に於ても物 lて依つ

ては此の方法を賀行して居りますが、左程苦痛を

感じませ ん。定められ? こ倒格で最上の家具を作る

? こめに は先程石川 さんが住宅のお話の* で仰言っ

て居 ましにやうに家具に於ても機械を向来るt:: け

x  4 2  

多 〈利用し? こ生産組織に改めて行〈 必要が有るの

ではないかと思ひます。更に又今年十月六日限り

椅子類のスプ リン グの特免期間が切れま ずので設

計者も製作者ーも頭を摘 して居ります。八今スプ り

ング無しで傍弱者向き の三黙セットを試作致して

居りますから問来まし? こら皆訴の御批判 を仰 ぎに

いと思ひます。 ヨえに之れは我間引7J(( 亡なる かも 知

れませんが、此れか らのをt宅には操敷きの宅と目安

掛木作. の宅とを作って頂 きにし、 e ｽ ｾＮ、ひます。ＱＺ Ｑ 本

人として の安息の筑持を味五、Tこめの却L の栴が必要

であると共 l亡反割に働 < tこめに能率の医:j ｾ、腰掛本

枕 の安 も亦是非欲しいと思ひます。

小林一一 矢阿さん 、一番お{ 七舞に なって恐縮で

すが、何かお話を願ひます。

矢田ー一色々 皆さんの貴重なる御73見を jfc りま

して、大 竣有 ｾ Ｔｾ う存じて居りま す 。 時 Ｑ ｭ も段 々迫

つ参りまし? こから 、簡単に是からの{:I: 宅と云ふこ

とに付て私の考 へて居ること を;述べさして紋きま

す。

先づ一つの問題は 、性宅の低断性と1 ¥1 しますか

詰 lJ ｴＡ ＺＺ宅を安 〈 供給する と 云ふ問題になって Ｏ ｾ ＼ｩ ま

す。 是は衣安全1: と云ょ、人間の欲望として一帯大切

な問題であると 言ひな が ら、今まで徐 '> i架〈 劣へ

られな い で進んで＾ｬｾて居りますが 、 私 は我々の生

前の中最も必要なものは最も安 〈なければならぬ

と考へて居 りま。例へば日常我々 の吸って居 りま

す Ｆ ｾ気の如きは全然無償・であります。性宅が甫 ｩ い

と 云ふ ことは付きまして は 、 先程ｾＨ 色々 お話もあ

b まし?こ泡1'> 、百ii '> ニ品ニながらの や り方でやって居

りまして、 流れ作業で住宅が出来な戸 、と云ふこと

が一つの原因でありますが、 、木造住宅の場合で

あ b ますれば、今日材料の木材も可な り高 いの で

ありますが、共の外手間賃も相首雨i いパーセンテ

ージを占めて居り ます。それで法f1U-.-. :';: の住居

を強制されて居りながら 、住宅が非常に高〈て一

般に作りにくいと 云ふこ とは非常陀大きな問題で

なからうかと思ひます。 主幹ひ近来色々位宅を安〈

提仏すると云五、施設も段 々完備せられて参 りまし

Tこから 、艇で此の理想、は質現されるものでなし 、か

と忠ひます。共の一つの方法 として感じますこと

は規格統一の問題であります。先程ドイツ の訴が

ありましにが、ド イツで己に大分以前から扉を 85



cmと198cm と一定して 、規絡統ーをやりまし? こ関

係上、コストが20%，も安〈出来て居ります 、大量

生産にはどうしでも規格定める必要があるのでな

いかと思うl J 居ります。私の工場でも 色々御註文

があますが、ぞれが皆千差禽別でありまして 、一

々共の篤l乞非常なう?ブJ を要 します 、之を tH米る Tご

り規格ｾ Ｍ 完して 、 大量生産が ｬ Ｇ ｈｾＮＺＺ るやうになす

っTこら宜いのでないかと考へるのであります。も

う一つ此から住宅として移動性と 云ふことを巧へ

て庖ります。此は先設もお話がありまし? こが 、都

市の内 l亡木造住宅 を建てるとぷふことは 、今後の

ｾＡｪ誌に釘して到底危険でありますので、結局郊外

l亡木造性宅を建てると 云ふ こと[ 亡なるのでないか

と思ひます。それには家主?引越す や うな場合 l亡、

簡単に取外して他に持って行けると.:.i U、やうな性

質があっ宜いのでなし、かと思ふのであります。そ

れで私共の方ではテンポラリイ・ハウスと云ふも

のを考案致しまして 、幸ひベニヤ2阪で波紋が理想

的i亡H¥米るようになりまし fこから、それを屋根へ

使ひまして 、 間車な Ｓ 昼とか Ｔｾ 皇学とかの ｾＵ トＡを計

費; し 、ぞれを瓦 l亡色々 〈 つけても不都合のな いや

うに今試作して居ります、きう 云・1、風に何庇へで

も持って行つ t 組立てられるやうな性宅が必要で

なし、かと考へて居ります。

甚1.: 簡単で あ りますが、それfごり巾 1... げ.て置き

ます。

井上一一只今の移動性住宅の問題でありますが

賞は最近それがf I ' ，米て居って、 侯は弱って居 るの

ですよ、勿論移動性のものf ごか ら建築法規に抵摘

するが、持の! 従告文を見ると 、;むもらしいこと が

書いてゐる 、 それが大きなもので Ｖ Ａ Ｚ［ＯｾＡ 位 、 先づ Ｔ 晶

宇佐のものですが.300闘か350岡位のものです . そ

れぞ海南島に持って行って建てると 云」、ので 、伎

の所に釘を貰ひに米? こ 、海南島氏建てる家の釘を

大阪府で配給する謬にはいかぬ、底が防長時代で

警防闘の集合所としてテント代り に、それを使は

うと 言ふものがも よいもよい問て米? こ、。|ニしそれ

は屋根が板張なん七 、そ れでe 伎は弱ってしまって

ね、それが向頭の露胞のや うなもので 、制率I ' L ti' i  

んでｾＨて組立て 、 晩の ＱＰ 時頃にそれを ＿持 って蹄る

と云ふや うなも のなら 、仕方がないが 、組立てら

れに家が相首長lOl l ' L 瓦って共の値下置か れるとなる

と、首然建築法規の取締を交げる詩Tごからね 、そ

れに悩まされて居ります 、fごからさ うし にものを

やるのは給品" ごがさう云ふ動をよ〈考へ て置 いて

貰ひTこい。

向J止は深 山さんの方の閥係の話で 、ちょっと飴

談になりますがね、首1 ) fi ななら今頃は労務者住宅

なんかが米松で縫んに建てられるの? ごちう主恩ひ

ますが、 あの米松で建つに家にはH此皆、が非常に多

い、以前米必が非常に流行つに時代が あ りますが

認の分らぬ絹現が非常に荊え七 、 さう 云ょ、話を聞

きまし? こがね 、ぞれが初はど う去ふ原因か薩張 b

分らなかっ仁、庭が哨息がひどくなっ て来 ると、

入院させるのであるが、入院をさすと治ってしま

ふ。もう宜からう主云ょ、ので 、退院して来ると 、

叉起る、それで遂に入院をさせて置いて米松の挽

粉を玩らせて置い? こ鹿が、その晩はひど く哨息、に

情まされ ｦ こ、 ｦｬｾ も米松の刺戟 ｩ 乞依って起 る ｉ 輸息が

あり、叉米松I' L 負ける瞳質があると云ふか 、兎に

角j 七鹿に聯闘のあることが分つ に詩であります。

深山一一敏感性があるのですね。

豊口 一 一私は l脇息の気がありますが、タ主張り出

張で外を歩いて居ると伺でもないのですが、家へ

蹄ると起る、話rll 離の1. 1 誌かも知れませぬが、自分で

も何か建物の銭でなし 、かと感じて居ります 、私は

よ〈女房にお前のf . . t ぢゃないかと言って居ります

が、女房も蛙K はi主ひありませぬからね 、私がタ卜

を歩いて居ると、何でもないが、家へ師ると起る

のです。

井上一一 家ーを外にする左非常に健康になる課で

すな。

小林一一 お話はま t.: 津 山あると思ひますが、予象

又: の時H日も? こちましにので 、赴でi:!/J 合させ て頂き

ます、暑い折柄長時Iml'L 1 i りまして夫々非常に結

構なお話をj f . ; りま しでありがTこうごさe いまし仁 、

ｪ 手くおｾｾｾを ＱＱ r  . 1- . げます。 【絡り 】

4 3  x  



建築資材の統制並に新興建材に関する座談曾

............. ..ーー.. .... .....

大 阪 附 建 決 課 長 対ー . 1-.  新 二 氏
);.1;;反 I{.f 建 築 課 玉 古 里 ! 次 郎 氏

大 限 1( .1 ' 建 築 部 尼 111j ー. J王
大| 波 I(.f '* t)j ｩｦ ｾｾ＠ 竹 内 快 不 治 氏

ご た ｉｾ ￜＡ ｪ 第二建 築 課 大 型i- a9 三 郎 氏 京 都 帝 大 級 段 近 }主主 ♂ＮＧＵ♂ぞ ｾｬ 、 ｾ 夫 氏

1:. 1  !lf j- ill ｾ従 事務所 やi
日!j.

正案
;託 氏 )¥. 

A* 
手R ノト A.j; 1を ぶ 郎 氏

ノミ 林 黒 HI 茂 氏.正且

本L'I<: 談舎は日本建築協舎建築資料綜合陳列場主1!Jlで、昭和 16年 7 月161:l上記M! 列場に於て悶 i位、井

上慰築課長の指Ｅで軍基言、終って質疑に入り 、 首 ｩ ｾ 妻、業者から詑 明 を行 っ た υ 本摘はその ｦ 仇要である ｊ

玉 置 氏 資 材 の 配給は初動計訴によ って左右されるが

その物動計海 自慢が時々袋更 される。現在大低 の物資は

4 期に 分けて記給されて居る苧うであるが、一期毎に 草署

更される有機で 、今後の見透しといふことは 、大事理難し

い。然 し建築資材中重要な銭セメント 類の工場は西日本

に片寄っ て居るので 、大阪はその駅恵まれて属ーると調へ

る3 今後総長主が難 しくなれば、一層地元は有利であろう

然 し これとても今の欺態が績〈かどうかは問題だ。た Y

S断言'出来ることは将来物資は、 ますます窮闘になるとい

ふことである。

竹 内 氏 俄授の方法に つい ては建築占拠舎から溌表され

てゐるが、大慢に於て迷彩遮蔽植樹の方法がある。

大きな建物の注彩は 色 によることが一番簡恕で 、 その

色 は梨、時褐色、 培 緑色 が用ひられる。用ひられる材料

は、下地が石綿スレ ート の場合はコ ールタ ール、 アスフ

アル ト、セ メ y トモルタ J レ等、下丸I! がコンクリート 、煉

瓦等の場合は大積前同様である が、ト タン鍛板等 の 場合

は コール タール、油性ペイン ト、 アスフアルト 、木の場

合は クレオソート、コールター ル、油性イイン ト等 が警f

iJ l i である 。

迷彩を施す建物は大きいものが多〈、 数 荷 数十 l /f，坪に

もなるから i{J. 債の安いものでなければ v 、けない。又耐久

力の強いものが必要である。と乙ろが安〈て耐久性の強

ρ ものは少い。最近の新製品もこの貼を解決して居らぬ

ゃうだ。

叉これからの建物は着色といふことを考へねばならん

が、それには瓦、 スレ ート、 タイノレ毒事に 合致する 主主料た

るととを要するが、従来これら 主主料の原料が大部分磁入

に倹ってゐた L め今後は油性イイン P は用 ひられな い と

x  4 4  

思、」、3 最近 の ものは 大部分水性イイン 4でゐる 3

近 藤氏 土木と m築は立場が遼」、ことが多 v 、、ゴー木は

役見Ir 翻係のものが多い。 f!. nちユ= ツトが大きい。建築は

個人に閥係したものが多い。新興資材の問題も建築 Jケ面

は知らないが、土木の方は係り使はない。流行の竹筋な

ども主要な場所へ用ひた例が見1蓄らね。ヂベルを使った

橋梁は 2--3 あり 、相滋のスパンのものにも使はれてゐ

るが、 その他には伶り使っ てゐないやうだ。

なほ土木界の新興材料を集去最したものが、近〈淀屋1f

底 か ら 後 行 さ れ る ( 註 土 木 接 合 鞠 商 支 部 者 『土木建築

闘係代用資材 』定{ 賀 2. 30) から 御覧澱 ひた い。

大 野氏 ヂベノレについて私の方で研究 したものがある

から申 上 げる。これは大阪市技術研究合の金で 、二階梁

の質物を使って1霊験した結果である。

1 試 駁 際

CA) ヂペノレ31E組立梁 スパン 7.20n 成い 60ζml 伺

CB) 釘 打 梁 ス パ ン 7.20.n 成ぃ 60cm2伺

CC) 許 容 耐 力 ヂ ア ノレま!e- 220kg/1本

ニ商努wr 145 kg/ 1本

釘( 長さ 4.5吋〕 ー商事苦街 i2 .5 kg/ l 本

木 材

CD) 仮定狩! f " (

CE ) 解

引張 90kg/cm2 

lfE縮 80kg/cm2

動狩設 Ｓ ＰＰ ｾｧ Ｏ m2 梁記償問踊 ] . 80m

法 ヂベル章fc. .!!再梁 とし て 解 〈

ｾｲ 打梁寧梁として解き節駄

に於ける 二次底力を考慮す

2 試 駁

CA)  Ｑ もｾ B( 砂 利 を 用 ふ 砂 利 の 霊 さ 1 o W"  /m3  

CB) 測定事項 C  I  )  中央及! { 分駄に於ける挑み
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I Voo・』師事情 …( 儲) !を

￵￵ … 上ｾ ｾｽ 鐙手緩 Ｚ［［ｦＺ［ ｾ ご ゴ ー
田 下 ｾｦＮｾ ｽ .事者 !

oe 究会ト7.1. ｦｾ ｪＧ 工 ｴＷｾ ＢＲ
Ｎ 二 ｽ Ｉ Ｎ貴司 ｺ 長ｾ
T 叶 1+守"f"I 切手七r ' H

凡例仁コ曇 圃圃雨，

3. 紙 果

( 2)  各節思占に於ける材と材 との間の

書聖位

( 3 )  上下弦材の繕手の書聖位

( . ^ . ) ヂペル鋲組立梁

中央協み 直後l . 3cm 7日 3. 7cm 52 日 7. 2cm

S3 日 荷 重 除 去 5. 65cm 

渋 みの特質と しては各節貼及縫手の整理位の集積

せ るものに して木材の乾燥に よる影響 によるも

のなり

( B ) 主I 打 梁

'1:1火偽み i直後 0. 8cm 35 日 2.0こm ll i ) J 荷重を

倍増せる直後 3. 13cm 42 日 3. 4cm

パラス κ除去せる結果 2. 7cm 

53日目パラス除去 1.25cm 

挑みの特質と しては 政材と 霊位材 聞の胴突の影

響大な り

4 .  設計主主に施工上の注意

ヂベノレ組立梁

Ｈ Ｑ Ｉ 許 容 協 ｉ ｾ を定め 、 乙の鈎皮に封ナる 各 節里占及綴手

に於ける事聖位を算出し 、 との華聖位に対する 鋲: の耐

力を以て許容耐力 となす 乙と

( 2) 計算よ り算 出せる結果鋲般の特 l亡少き個所に でも

適宜鋲数を f曾加するとと

( 3) 路 li良材摘は鋲よ りの距離を規定より滴宜橋大す る

乙と

( 4) 下弦付縫手は中央とせず8 I ! . i 力 の小 なる側月I f を選定

する か、 又は 1;本となすこと

( う〉地工 に際 しては設計に「激定せる鈎み+ 乾燥によ

る見込の絡み」に相 笛する 「起 りJ を附すること

( 6) 締 付を十分行ふこ と

生J 打 梁

( 1) 霊[在材と弦材悶の胴突に於ける間隙を可及的小な

らしむるか、叉は工夫に より 胴突によ らぎる 形式

となす乙と

( 2) 霊砿材と弦材問の胴突に;於ける政力闘係を 十分! 吟

!lJ えするとと

黒田氏 金属銭ヂベノレは引抜綱管又は厚肉瓦斯 管 を使

用 し、 寸法は内総 ｬ ＾ｦ ク 乃至 Ｓｽ ダ程皮で 、 デ乃至 Ｓ ｙＮｾ 程

度のものが最も手頃 であ る。巾は% く合く持( t = 巾 D

= タト経〕で、% 以下十主主幹 り少〈強度少、% 以上は廻純を

生ずる虞れがるる。木製ヂペル貝IJ ち車知は赤樫えは白 樫

の竪木を用 ひ、 型ｾ先は 金 属製に準ずる 。但 しムクなれば

厚みは ない。

.r 使用組立嬢続み曲& 1

I  .・・ 測定値 中央 ー

2・・ . 6=/ u r
a m

印後

3. ..6 =225 r
Q10

' 臨線

7月2自宅后 11降毎醤 下田 0 日

ＳＩＭ 日目第二図 ｾｒ

4. 2白目 II ヲJ. } 九除去

＿ う 日目令制級王 Ｈ臨 ｉｉｍｾＱ

WE ハ尚繍 ヨリ! 4 p  i 位置 : l f ゲル J買み

ｾ測定値 ＱＱ 二ｉｬｬｽ国，甲 ｭ ・ ･

4 5  x  
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添板材料は薄板合成材( ベユア〉 、厚板合成材、素材

に分れるが、材 厚 は何れも被接合材( 素材使用〉の yz 内

外である。無機材に於ては各 jj 向に殆ど強度一様な るも

素材は繊維方面に最大で、直角方向に約字分 とな る。但

し努断に封 しては直角方向に最大で、叉合成材は 素材に

比し強度大なれば、材厚被接合材のメ以下とすること可

なるも素材の場合は 非常に強度を低下する。 経済的には

薄板無機材が最高にて、厚板無機材とれに 次 ( ¥共に製

作困難にして強力なる糊を要ナ。一般的には同一繁材を

使用す。

ヂベルの効果であるが、2買験に於ける一例を穆〈・れば

2Yzクヂペル〈銅製輸型〉の中央K . 9ゆボノレド 1 *使用せる

時の強度は 22ゆボルド 2 本に相滋 し、 1，Yz1' ヂベノレ61>ボ

ルド l 本併用は 12骨ボルド 2本と 30 %唱の強度を有す。

輸型ヂベル内木部のｾ断廻 車事 を防〈・ た め 長釘併 用は概

して効果なく 、 ヂペル号i付用 〈中央部に 1; 本通す〉は 12.t

以上の要な し、 堅木車知は前記銭製ヂベ ノレに封し 、強度

ろ旬、 これは竹製主義国等のヂベノレも同様である。

締付ボルドとヂベル及率知の効果 を比絞すると 、 ボノレ

ドのみ使用 して繕〈・場合のボルド の数量を 100% とナれ

ば Ｈζ の数値は在来 の鍛板添板絡の場合のｾＩ断臨カよ り

出せる君主値の大約 4信弱〉 鍛銅製輸型ヂベルは 40 %以下

x  4 6  

E垂水司王知 は6 0 %以下の数量に て足りる。

一 例と して松材に於て22ゆボルドの強度 l ton内外 ( 在

来の 方法に よる強度 ＳＭ Ｔｴｯ ｮ Ｉ ヂベル外経 Ｓ ｙＲ ク ｘ 厚 ｾ￭ 〆 ｸ

巾U( <- に於 て4. 5ton内外、l j l :知向 上級 rbK て 3ton内外で

ある。

玉置氏 今度大阪府下だけカタラスタ ー といふセメン

ト代用品を配給する事になった。 ζ れはドイツが超硫酸

セメントと いふものを作るが、 これに類似ナるものであ

る。高血置セメン トは7Jciキに クリンカーを加へたもので あ

るが、 カタラスタ{ は7Jc j辛に硫酸石友 と石友 とを加へ、

c*博4 0 %其他80%) たものである。色はセメントと同

一で、粉末の程度もセメン トと略同ー である 。重 さはポ

ート ランドセメン ト ] ES よりも 8ー7 %軽 い。 モルタル

強度は普通 セメン トと 同ーである。 コンクリート は ] ES

の規定 コンクリ ートより 弱いから コンク リートに用ふる

ととは許可 しない。袋入40キロで大阪窯業から滋賀する

が、値段はセメン トより約 l 割安である。五基E査は切符命u

度で大阪府が切符を霊童行する。セメント製品製造業者に

も記給するが、今の とζ ろ他豚へは百日給 しない考へで あ

る。

Ｈ問〉電灯器具の新い代用 ｾｩｬＺ はないか

( 答〉林電器製作所 Y ケ ッ ト其他金属製の電灯蕊具は

主と して繊又は吉正銅製であったが、これ を陶穏 で作るこ

とに し、 東洋陶器で研究を治め主主際完成するまでには随

分失敗 した。特にパイ プ鎖の類が難 しい、パイプは長さ

8 寸迄 しか出来ない。とれ よ り長いものは 幽ってしもう

値段は鍛よりも少 し高いが、資銅製とほ Y 同値である

金属の' 1' 1; ; 用品と して先づ完成の域 に主主 した。

f 問〉新 しい放熱器に就 て伺ひ たい

( 答: ) 新興工業株式合枇 銭主投製の '!iX熱号制f 製造禁止に

なって、そ の代用品 としてコン ベクタ ーが新 しく 生れ出

た。

コン ベクタ ーは鍛管の周 閣に 鍔 を付けたもの で、新 興

コンベク ターはとの銭管 を階図形 ( 7)，卒に した時陪聞の

長紬 が垂直 になる〉に して あるため効率がよい。鋳物 と

比絞すると 重量がor'1ji' ‘ に少さく 閥策的 である。

放熱面は 10卒方択に付 { 鋳物製 30活

l 新興コンベクタ ー 3.4Jffi 

パイ プの時間形は: l t J ' 流の空気の流れ を良くする 流線形

とし たものである。

( 問〉 耐火塗料に就 て伺ひたい

( 答〉愛間化祭工 業 株 式 曾 枇 耐 火主主料 としては未完成

であって、漸くス トープ 附近に塗 る程皮のも の しか完成

して居 らぬ。木材に封 しては念 に高熱 を受 けたとき 主主料

が空 気 と熱とを 遮断 して燃焼を防止するものが幸普通であ

( 以 下51 頁下段へ績 o
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京 阪 沿 線 6  9  6  

の 茶 室 - ｾ・ 水 無 瀬 神 宮 の 燈 J し、 苧

新京l双竜蝕紘の隈井の牒左大山崎i際との符j 中間

の山側、行総 との! 日iのこんもり茂つ? こ森に、 7]( 無

瀬市 ＱＱＱ Ｇ ｴ ｾ ｲ と ぷ い 標識の建ってゐるのが 、 電車の窓か

ら見られる。

後水尾. 1-，訟の御好みによって匙られfこ、国賓の

茶 ＺＺＺｾ Ｚ股心ギのある Ｗ ｝Ｈ 無 淵桝 ｬ Ｇ 広へ参奔するには、樫ー

井 J ) 牒で下 bて、楠公父子訣別の底を奔し北行し

でもよく、叉大山崎で下 b妙菩庵、敵古八幡宮零

をJ t!.て 、南行しでもよ い。 省、;f;!i! 山崎牒で下 りれば

新京阪大山崎醇よりも少し近い。

ぽ ｬ ＺｊｪＺｾＱｩＺｬＮｊｬＺは「青葉しげれる棲井の」の欽で 、 我

んに組し い楠公父子訣別のところ 、最近では、境

lλj を蹴張し て、修養道場や、宿泊所も建ち 、面目

子 新 し てゐる。

妙菩地は、千利好休みの凶寅茶室待庵のあると

ころ 、 Ｊｾ月訪れることに して 残す 。

古住・II ;C八幡宮は 、 も左嵯ｊｬｱｾ天 皇の 河 ｬ 場官祉で、淀

川のT知いにあ る男山の石清水八幡官の御分霊が鋸

IAモまします。中古以来近畿の油座として栄え にと

ころである 。泊座と云ふのは 、六百年前より行 lま

れfニーー種の尚業組織で、これに加入しにものは 、

京は美濃、尾張より 、西は備前まで 、中部日本の

泊の耳目怖を得、且つ離1主八幡宮の股明用と栴 し

て、諸闘 に数多くある闘所を無説でilli るの{ 更がゐ

つに。何しろ油は昔時 J ) 燈火の唯 一のものでゐり

[ 兵域が中部日本の重要な所であり、山崎が水陸交

地の要所K ゐつ? こから、その元締である離宮八幡

は非常に ＮｾＮみ、これに従事し ｦ こ ￭ ｬｬｬｬ ｬ 人Ｈ泊 座の 人々

は表面上八幡宮の ｩ ｬｬｬｾ 人と栴して ゐ ｦ こＩ は従って従

えに。今でも街道筋に残る沓家のI"J 構えの建物は

泊座間係の人の家であって 、首時の繁栄を物語る

ものである。

7]( 陸交通の要25 と云へば、京都から天皇又は上

12: が、熊ll 'h} . i とか、又は浪速方商K 行幸あらせら

誌を ［ 本合 ｬｩ ｦｴＱ特 ｾｴ ［ U  

岡
※

男田 孝

れる¥時には、いつ も山崎まで陸路をとられ、こ〉

で御舶に乗られて 、淀川を下られ? このである。

秀吉が光秀と天下分自の鞍をし fこ山崎合戦の天

王山、 秀吉の陣し?こ寛寺な ど、話せばいくらでも

長 〈なるから略す るが、山崎を中心として 、史蹟

名目安を探りながら散策するところは映りな〈ゐ

る。な lまもう 一つ附り刻lへておくならば、サント

リー ウヰスキ ーの醸造場が、こ〉 の山峡K ある o

7]( 質や気仮ュがスコツ トランドの本場と 、よ〈似て

ゐる手うで、服組l i ' C も貯識にも誼地であるとか云

はれる。

7]( 無淵品111・品ーは 、人皇八十二代後鳥 羽 天 皇 し そ

の第一皇子土御I"J天皇、第三皇子順徳天皇の御三

方を御祭f J i rll ｾする 官幣大枇 でゐる 。

討幕のこと絞れ、承久の役後( 約 700 年前〉後

鳥羽上皇は|出岐に、土御門天皇は土佐κ 、11国徳天

皇は佐渡に、憂き月日を詮らせられ. ，- ことは 、臣

民の等しく恐憶する主ころ

後鳥羽上皇の御製

我こそは新嶋守よおきの海の

あ似き波風こ〉ろして吹け

順徳天皇の御製

いｾさ らば磯うつ波に言問はん

沖のか? こには何事かある

ｾ奔する勾に悲憤お く能はさＧるも のがある。

Ｗ｝ＨＱＡＡｾ 瀬 市 ｲ ｻｉＧＺｾｲ は大 阪附三島 郡島本村大字 防 潮 ｋ ゐ

る。後。 ｬ［Ｚｪｾ ＺＺＳ Ｎ f-.:1f':は 、仇-の名所である 7]( 無期川のほ

とりを愛で られ 「かやぶ きの廊 、渡 殿 な ど は る

え/ 色艶Irc ぞかしうせさせ給へ 1) J  e増鏡に去っ

て居る｀ｬｊ、水型 Ａｾ ｩ 籾の離 符をお作 ｢ になって、度 ﾭ

ｊ 骨御幸があっ ｦ こ。或時は歌の令ｾ催され

4 7  x  



見渡せば山 もt 霞む7K無瀬川

ーゆ」、べは秋となに 思ひげな

の御製があっ fこことは、 誰しもよ 〈知る とこ ろで

ある が、一つには此別殿 で討幕のこと を議せら れ

にとも奔奈 される。上皇が隠l岐の闘で崩御にな る

敷日 iliJl'L筈か れ?こ御遺書によって 、7k無i頼子爵の

) 組先である信成 、親成が、このJ血を奔領し 、上皇

の御宵像 輸 を祭って 、水 無Ｚ澗 ｩ 卸お ｒｾ を建て ＿ このに

始 ま り。共後御膳代の御信!事う，i架 か つ れ が、明

治 6 年、 式の御影堂を改めて示1!l hU: とされ、同時

『亡、土御門天皇、順徳天皇をも合犯されfこのであ

る。

現 今ＱＩ 御 前 ＱＺ 殿ｾ［ｴ ｾ 近年の 御 士宮替であるが 、 本殿

の ［ 東 側 にある客殿 は、 秀吉が耐島正 則 ｾ普請奉行

t して奉納し? こ客殿で、 桁行 6 問、梁間 511目、 草

屋入母屋迭の 、桃山時代の書院造り として 、上段

の聞 を持も 、閣費に指定 されてゐる 。

園賓の茶室燈心亭は 、この境内の裂の方にあ

る。 後鳥羽上皇 より下るこ と400 年、究/kの頃 、

後水尾上皇の御好み によって浩られにもの・ 主体え

る。

桁行26尺' 梁間13尺 3 寸、 同注浩茅joi :で冴と南

左京の三方は廻 b徐とな γ 北は列柱の吹放しの

ある高雄な建物であ る。

茶室は 3帖姦自 で墨敷の廻り橡をめぐら し、 そ

れに 3 帖毒自の水屋 主、 1i4" ばかりの湯股がつい

てゐる。一畳敷の廻像は も主板であっ? こらしい一口

茶室の床の聞は南商 し巾 4尺の蕨込床である。

床脇には二重の袋 戸棚及高殺な注ひ棚がつ い 床

の 間 西は 、 ｉｭ ｾ 三の壁を と って窓を聞き 、 四と南の

廻り橡との取合せには 、竪筏吹'1-. f の防了-が、腰 lと

綴 の 水 引飾をつり で 建 て られる。 ｾ ｉ ＺＮｬ Ｃｩｾ のところ

は 、 協先窓をあけ 、中 柱 、 二重［ 棚を釣 って 、 ｉｉｾ 櫨

を切る。中柱の立つ 1寸9 分のA、板は雌1なを!J:ti って

仕付柱まで延‘ぴTこのは 、鐙つにやり方である 。

そ の背後K 茶道口がつき、 それに紛いて 、床脇

の右i乞給仕 口が聞く 、踊 り口はない。

これ等の とり 方は 、願泉寺の若手盛堂くみ; 誌 1 月

披所載 ) で説明し ?こ如 〈、 J-f( !日i 正筑: からは黙者の

後姿が見え る の で、 話しかりる に も ｾｾが移 ら十工

合が怒いが、勲者が; 亭主に代って [ 江ドなり叉は目

x  4 8  

下のおーでゐ'って、4:主は後見 t して、給仕口を入

つfこf.ifr I ' L位置す る場合は 、A 容と亭主が針ひ合と

なり、 茶事が興味深 〈進行して行〈のである。奈

良|事物館の八窓庖でも 、 4帖系自ではある が、こ

のとり方子ゐつに。( 本誌6月披所故)

天井は 、教科屋として珍ら し し 吹寄の格天井

であ り、格紘は細い商氏丸太を組み合せ 、待問に

は、竹 、萩 、太商 、木賊、直、l+iIt幹、茸、捕、諸

山吹等、柿: んの材料を並べ張ってある 。明; 名f奇心

主主: は此等の股蕊となるも のを集められ?こところか

ら出る主体へん

瑚り口から出入す る ［隊 Ｑｾ 伶ぴ ｦ こことをせ子 、 昼

敷の廻後をめぐら しであるので、普通の茶宝の棋

にqj ぢ込められに感じがな く、 }oi 々とし 、1t ひ(1こ

りと云へ特天井や、床脇の高雅な注棚などから 、

上量の御趣味が伺はれ、 書院風と 主主陥風 の中nnI'L 

位す る茶訟として 、珍らしいも のである。

71¥屋流しは 、茶道口を出Tこところにあれ襖引

注が立ち 、押入の如〈に見える。

なほ此71¥屋の問には 、 I  IUJ のJ -.押入があ り、中

には 、美 しい釣合の槻があ る。そして 、 その下部

は、開り放もで、ま ?こ 3 枚の棚がつき 、! 和主板で

床雁がつ〈 。 これは何 J') J刊にするのか、不明であ

るとされ て ゐ ｦ こ が ｾ 1: '1*庇千宗守克生の説明によ

れ湯殿で湯浴される時に 、院がれ? こ御衣類や 、

御懐中物を並べてお〈棚であらうこと を剣lつ1: 。

湯殿1まー段低くなり 、床の一部は竹沢となって

ゐる 。渇汲口よれ桶に湯を入れて 、差入れ 叶ま

それを汲んで1豊にかけ 、湯浴みされるのであって

現今我々が 、風r¥摘の 中へ身謹 査部を浸す;説な 、

安易無風流な もの ではな い。 此種の湯股は 、|四本

J，yJi苛2ヲ1を'長聞にも 、叉校離1れとも残ってゐる。

兎iて角、筈l波風と 革路風を巧みに混交 させ 、質

素な材料を以って貨深な意げをなし 、1t ぴfこ中に

も Ｍ Ｎｎｬ 配政な気 風 う ｻ Ｑ こ ｴ ｾ よ っ て 、 流石 ｩ 立 後 水 尾院

のお好みと、うなづかれるものがある。

茶訟は闘賞指定以来荒段通行 しかっ ?こが、昭

和 7 年、武同時二1 : 指導のもとに 、木下氏を主任 と

して修Jl Hきれ、ゃうや〈奮態に復しTこ。その?こめ

m々 、桂の根櫨や 、壁の柿修ヨコあとが見える。

後71¥尾天皇は後陽:武天皇の第三皇子' I' L ましまし



京 阪 沿 線 の 茶 室 ・ 2 ・ 水 無 瀕 紳 宮 燈 心 司 匹

1 . 燈 心 耳 鼻 外 観 西南より ( 7)( 無瀬紳宮給葉書ヨ リ〉

こんもり茂った森の中にある。茅Efーの高雅な建物。屋根

は四注 と云ふべきか、入母屋の衰の; ) 3化と 云」、べきか 、品の

佳い形である。廻 り依をめくやら し、腰ーに* 引飾のある障子

が二枚宛 折凶り にｾってゐる 内部 が 、 三 帖寂自の茶 室であ

る。 7)( 引飾は其首時総入品として珍ら しかった艇が使つで

ある。中央の黒くなった所は 、丁度夜目 挫 の協の引込みで

燈先窓がつき 、上に天袋がつく 、 そ して天袋の 下捕にヒノレ

生 ｉ が 打つ であるのは 、 ｾこふへ終聖火を 燐け て 、 Ａ市の中を問

ｴ 去に耳目 す ｾではあるまいかと千 主 主守先生の 御 意見である。

その右の障子二枚のところが 、7)( 犀の i問。

2 燈 心 事 外 観 東北よ り J 問 問 篤 m

列柱のポ ーチ。裏口である 。 こ込が下着Zになら ずに、列

柱で 、大屋根を支へてゐるところに奔放な手法を見る。ラ

ンマの 自然木や竹の飾りも而白い。右の; ウの戸袋の様に 出

張ったのは 7)( 屋流 しの裏側で 、完まは側面に竹の椅子窓がつ

く。 中央の腰高障子二枚の と乙 ろから 、* 屋へ出入する。

そのすぐ左の絹代戸は左へ片引となって湯殿へ出入する。

其の左の 竹格子窓は湯搬の 明り窓。叉其の窓の下にノj、板戸

片 引の湯汲 口が ある。 この部分は 下家になってゐる。

岡 回 孝 男
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京 阪 沿 線 の 茶 室 ・ 2 ・ 水 費 脅 迫 ' 榊 宮

燈 心 志 の 茶 室 岡 図 表 男

x  2  

3  燈 心 理 算 内 昔 日 茶 室

ノ 間 ( 問 m ｾ民Ｉ

== 1j J ( j ?在日の席 、床の 間 は 蹴

込 床 で I弱帽する 。 床 脇 は 天 袋

が二1 [ ( となり 、准ひ仰j に点雑

な怠; ，王士見る。! ぷ目品の右が給

イ士口 、竹 の }J :i r. のず了が茶 j泣口 。

't' 枝の鮒i警の裂にニ! l 1 捌があ

る。主主目1 l にする協の号| 込と

宣車先窓が一部見える。ヲミf . をの

下 端j に ヒノレ主fがある 。 こ の溢

の 怠 阪 は 巧 み な も の だ 。 天 井

は I苛皮の裕紘を I!i( 't . f に組んで

;俗 聞 に は 般 お と な る 綾 な 材 料

11. 11 ち萩、木 賊、 山吹 、す L き

:筒、輩 、 わ ら び 、おがら 、 竹

等を依入れてある。 信 ぴた 中

にも一種J ! f . 鍛な! 感銘を受ける

4. 燈 心 車 内 翻i 1} <屋

の棚 ＨＱ 問問官 ｾｭ

駅 前 線 か ら 燐 のあ た り を 潟

したもので 、右 の 節 子 は 組 子

が所々吹寄となり 、腰には日産

の7/ <. 引飾が主1打 つ け と な っ て

ゐる 。 1i - . の大政機は給 tt 口で

赤 松 皮 附 の rt hった木で紘をと

つである 。 墜 の 所 々 色 の 逮 つ

たのは 、 i泊杓トヒ年大修王型の際

告全 り足 し た も の 。 駅 前患 の 上

は? 筒の i:&天井となる。



京 阪 沿 線 の 楽 室 ・ 2 ・ 水 無 瀬 刺 宮

慢 心 事 の 茶 室

5. 慢 心 車 内 節 水 屋 の 槻 ( 問 問 篤 農 〉

普通に押入となるべきところを 、上下二段に分け

下 段は襖なしの開放 、上 段 は 襖二 紋引逸とある。 Jも

に三枚及五枚の抑j を附す 。潟 l実は上段の検をは ずし

て七百った。 押 入の 中のこんな術開は珍らしいが 、出量

周しでも I市白 ν ものであらう。右の }J の障子は 裏 口

であり 、その左の白襖の:tql 人は下部が7 1 < 屋台ie 、上部

は物入とある。

6 . 飛 漉 事 外 観 ぐ 問 問 潟 良 〕

Ｑ 却宅の仁和寺にある茶ｾで 、 、危陥天皇のおＡｉｩみと

i事へる。薬屋根の閉会家に 、;倫皮苦干の l克がつき 、貴

人口と床の恨の丸Ａ容が 見え てゐる。少 し ｾｪ 手にある

ので眺めもよし、。手前にあるのは持関ーである。茶室

は四叫 ｩｾｐ で 、 ［同床がつき 、 天井は大きな掛込天井で

ある。 7)( 屋及大協の聞はこの茶室の奥 にある。 なほ

仁和寺には 、尾形光琳好み の茶席遼廊亭の優美な{菜

作があるから 、わざに見摩に行 (fi賃値もある。

岡 国 ヨE

"  
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御母は中和院尚子、 即 ち[ 狩閥白太政大臣近術l拾久

の女である。文総 5 年御i誕生 、慶長 16年、御 齢 16

才 K して御即位。御在位 19年。寛永 6 年御譲位、

太上天皇となられ? こが、粗いて御即位になる、 l明

正、後光明、後四、盛) 1 : の御間代がみな 、後7k 尾

天皇の長女、皇子であら せら れにので、 院 K あっ

て政を見られる こと50年 、延賀 8 年御齢85才で御

崩御になっ? こ。か〉る御高齢の方は 、.J j5_安の初め

陽成天皇の80才以外毛布j めての こ とである。

文掠より延 ｣ｴ 迄は 、 幕府は 、 秀吉 、 み剥乞 ｾｊ 山 ｊ必 ｴし 、 秀，也占

家光、家網の時代で、 日本近世史の初めであり 、

殊 に家光の時に、徳川1300 年の法礎が確立しTこ時

代 である。

即 ち元手口兄年、徳川幕府は、武家諸法度、禁 l 十1

並 公卿諸法度を定め? こが、一度法 iIi I]を定めるや、

これに某づいて、禁中並陀公卿の行動を束縛し、

君主々 の;j il]限 を加lへ?こので、公家の勢 力は次第に去

へる 他方、幕 府 の 勢 が 悩 り で に 盛 ん に な っ て 米

Tこ。

ｙｩＺ ｊＦ なる Ｚ犬資、他 ｷ なる ｊ［ｲＩＺ 揖ｾ持 ｔ これに 、 後 水

尾天皇は、かうムー」、時代にあって 、幕府の雌迫κ

封し 、事1_，j: f ' [ _ 御悩りあ れ 併に 、大徳寺の紫火事

件では、i正f鱗 J H.: しし 遂に御法47僅七才の虫ムーlりj

正天皇lて議f立され? このである。 k 帝は有J } i: 色天 山以

米八百六十年絶えてなかっ fこ事とて 、幕 If:f もi法程

狼狽し＿ こらし い 。後に玩光が 上 洛して院の御ｾ ， 千 七

千石を献じ慰め遜ってゐる。

大徳寺紫火事件と云」、のは、大徳寺の義峰手11i，勾

ｩ 邑 ｩｾ ｬ ｬＧｌ際し 、 後 ￦ｻＧ｣ｾｨｬ して議 ｊ 命があっ＿こが 、 搾ｒＧ ｬｦ

和 1M等が推し ?二五限和11MI乙釘して 、天皇は古例に

より 紫衣を賜つ fこ。

然るに幕府は、 これを以って諸宗法度f' [_ irくも

の 主し、 京都所司代に命じて、大徳ミH: '肢は し、

なほ号事f{o; . 玉手足、i"J : 月の三手1-11.' ，)を江戸に呼んでI i 古

問し＿ こ ｊ 亡 、 陸奥Ａｪｉ ， ｾＺＺＺｪｦＧ｛｟流し 、 大 ＴＲＱ 苛コより紫火をが

っ fこ事件である。

此頃の御製に

葦原や茂らば茂れあ・のが ま〉

とても道ゐる jll: とは思は十

とあるのは此1mのことを慨嘆き れに もので、恐 曜

に? こえな い。

か くて上皇は御憤を ，詩歌、書、香、花、 茶

の風流にまぎらはせられ、且つi巧じ棋な御境過に

あられ? こ後鳥羽ート. 皇の御事踏を懐はれて、 しばし

ば水無瀬lと御幸あれ遂に御影堂の傍K 茶室燈心

［与を建て〉茶向 、 ｩ 欽 ｾ［ｉ な ど を 催され ｦ このである。

水無瀬f L !ij ]する御製に

外える手伝の色もそひけり 7k無 瀬川

このや去もとの霞ゆかりに

水無瀬川建きむかしの商影も

立って霞( 亡 くる〉山 もと

隠岐の海あらき浜風しづかにて

都の南宮つ〈りせり

の歌があり 、又、人 のよ〈知 る御製 とし て

暮j楽み時 よ り谷の賎の男に

控をかはして蹄る 山人

自主のいづこか与支持ふる 主主K

進まぬ駒の足柄の閥

等の秀: 駄がある 。

花道に闘しては 、 紫鹿取の南反ｾｦＧ｛｟数軒の仮 屋 を

設りfll 賎を論ぜ今、名ゐるものを召し て、 花の技

を闘はしめられ、拙。己にも 「秀 吉 ノ北野大茶湯後

ノ ＭＭ ｾ士税ナ リ ｊ ￨ ｾＭ 己しである程の 思 ひ切っ＿こ Ｚ事 を

されfこ。

イ彦接院の緋: ，y も晩年になって 、御調から 、模 型

企で作って 、御設計ーになっ fこもので、幕府の方で

も. ト豆一の御機嫌を? と りつ〉 、寧ろ風流 の御生前

を御 ;j;ij) めしTこかの視がある。修喜多院潟佐官 l乞は上阜

のお灯みの窮遼軒及蹴六H i t があ る。

叉伏見の和荷 ｉｬｩ ｾＧ ￱ｬｴ 御書院は 、 後 水 尾 ト Ｎ皐のお

安Tみ k して、問買に指定さてゐる。これはもと 仙

洞御所K ゐつにのを、稲荷川祉が寛永年IlJl f' [_奔領

しfこもので、所 ，ln1t 茶告ではないが、菩院建築k

ｩ 致号 寺 尾 風を ￬ｲ 足り入ｾＱＭ Ｑ こ ｾ Ｉミし い建物であ る。

なほ天皇の御好みに よる茶蛍は 、前記後 7]( 尾悦

の娘心阜、稲 荷Ilitl '枇御書i淀、修撃院) l $ . ' 広の茶室、

の外K もう一つ、御宣伝の仁王11寺 lて、J t 格 天皇の御

好みと伴える飛i-Jj ;事がある。これは藁屋根 の間合

家風で、四帖o . t に洞床がつ き、 折 il l J りの貴人口 で

ある が、イ官び? こもの。板の間の水屋 と、 二帖の大

蹴のIUi 及土111] が附凪してゐる。燈C、享の貴族的な

風俗と較べて 、興味深い釘照をなす茶室であるか
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ち、見 事 されんこ とを御f 1i i ) めする 。

序ながら 水 無瀬神宮では毎年定例日に、茶道諸

流宗家の献茶式があるから 、参奔の序K 見られ? こ

。ら興味深い hのがあ らうし、叉共席に列せん と欲

すれば、夫々の流の人に停を求めて行かれにらよ

からう。日時は

2 月22 臼 宗偏流家元 山田宗有氏の隙茶式

4 月 4 日 千家裏流今日庵千宗常氏の献茶式

10月14 日 千家表V l E不審庵千宗左氏の獄茶式

" 月! 当日 千家武者小路流官休庵千宗守氏の献

茶 式

の辿ちで、各流により 、或は J帝に坐して結茶 F る

のや、耳元はテ ープル尚子て惇占茶するのや、いろい

ろある中主であ る。

燈心亭賓浪IJ 寸 法

( 昭和十六年九月十七日 岡田〉

l 平 面

柱 .32x .32  昼寸法3. 11 - 3. 2 h 6. 32- 6 .35  

賦ポH皇2.98 x 4.82 入側挫巾3. 15 床の11114.03

x  1. 68 床 脇1. 98x  1. 54 

2 天 井

廻り縁セイ . 11 格天井、格縁杉耐.皮 . 1x  .06 

格の数6x 9 竹、萩、木賊、茅、浦等ヲ並 べ張

ル、落天井ハ蒲ニテ竹僅 .06 デ抑 フ天井高6.

55 床の間天井高7.26

3 北 側

床 の!日l勝込j未 貝 ノ 口 七 イ . 21 板 l手. 11 落掛

. 13 !J、壁 . 74 板ヨ リ落掛下端起5. 13 壁 中釘

高サ板ヨ リ3 .65 柱釘高板ョ リ3. 66 掛物釘竹

ニテヲミ5月二ヨ リ . 75 下リ 床 脇 権 . 265x 14  下

ノ棚板厚 . 06rj] 1. 13壁ョリ .25 アキ 遼ヒ棚厚

0 .4け] 1. 13 板ヨ リ下槻マデアキ 1. 95  下棚 ヨ

x  5 0  

リ違棚マデ アキ. 55 主主 ヒ棚アキ .31 違棚 ョリ

天袋下端迄アキ . 715 天袋下板厚 .095 天袋下

段 ノモ ノ内法 .725 中敷居 .09 天袋上ノモ ノ

内法 .72 鴨居セイ .085 違棚束 .08 x .08 下棚

板向フノ透シ 飾リ 板商 . 285 後 .015 笠木 .045

4 東 側

給{ 士口迫i右ニテ3.67 左ニテ 3.2 鴨居高3.96

持 、 ハ赤松皮附丸 ｩＮ Ｈｻ ｾ Ｎ Ｒ 鴨居セイ . 09 黙市首長

上ノ; 無日ナグ リ{1_l( . 17 ノj 、壁 .3 丈クグ リアキ 2.

2  .  ｾｉｾ 柱便 ＮＲ

5 南 側

� ，ｾ 先窓下ノ主主 Ｎ ＶＷ 中敷居 . 1 内法商 1. 9 鴨居

.1 陣子rl 'J 1. 56  二車釣棚仮厚 .04 下棚タタ

ミヨ リ2. 3上 リ 棚ノ アキ.645 上 棚長 1. 35 

下棚長 1. 05 束 . 065 x Ｎ ＰＵＵ 商ＮｬｪＩｬ，些廊下ノｊ｛ｾ合

障子内法高5. 48 鴨居セイ . 14 障子竪桟 .08 x

.1 組 子 .025x .045 下僕 . 09 中桟 .09 脱板

. 98 

6 西 側

中窓下監2.04  ｾｉ Ｍ ｉ 敷居 ＮＱ 窓内法 1. 96 鴨居 . 1

_I -.控2. 12

7  71<屋押入内的i棚

中押入内法問口 6. 34 両2. 45 奥行 1. 8 襖2校 建

l ド敷居iセイ . 14 鴨居セイ . 15 棚r1J何レモ 1. 00

ニテ厚 . 045 左上ノ棚長 1.95 天井ヨ リ.92 下り

左下棚長2.84上棚トノ アキ，585 ニテ床ヨリノ ア

キ1. 0 中棚長2. 09床ヨリ. 63J-'. 1) 右上ノ棚長

2. 9天井ョリ .79下 リ 右 ノ棚土i: 1. 93J -.棚 トノア

キ .62ニテ床 ヨリ1.35J'. 1} 束 .07 x . 04叉ハ .06

x  .06 

8  7k.1i 押入下飾棚

栴 . 31 x  . 19  中敷居迄ノアキ2. 79 飾リ棚rt 何

レモ 1.04厚 .037 左ノ棚長サ 1. 21床ョリ 1.39_fて

リ ｉ ｉｾ ノ 棚 長 ＱＮＰ ＵＵ 床ョ リ Ｑ ＮＸＵ トーリ 右ノ棚長

1. 1)友ョリ 1. 065上リ 束 . 07x .07ff1i .Ol  



工 場 建 築 の 風 塵 に 封 ず る 計 算

1  緒言

工場建築のｽｬ｜ＮＡｌ ｾ Ｑ て封する計算は

ケツチヤム氏の Steel Mi l l  Bui l di ng 

κ 示されTこ附式解法 lてよるこ主が す

多いが、有n助部材ーを賠線で書き入

れて闘式持法で進むのは幾分の誤

差を含むので、 こ〉 には Cross 氏

と Morgan 氏の共著である Conti

nuouS Frame of Rei nfor ced  Concrete 

K 述べられてゐる方法を紹介する

クロス氏は短形 ラーメ ンの解法主して最も便利な

クロス氏法の登明者である。氏の矩形 ラーメンに

封する解法の原論文は令員組織の米閣の土木康合

誌宇卜'.1乞のつ? こので、入手困難である。こ の原論文の

代り i乞は 1-. 記の書烈ーを見るが便利である。 J '. 記の

本は種々の形の鑓つ ?こ ラ【メン、 トラスを解< tて

は甚fご便利な書 である。氏の方法の中、矩形ラーメ

ンlて劃するものは我闘で' 常識になる程、普及し て

ゐるが、工場建築の風酷陀撃すするものはまゼ紹介

されてゐない ので、 こ〉 κ 紹介する次第である。

2  解法の原理

工場建築や自動車庫、i格納J Di の女日き低い骨・組の

建物では、梁は柱 l乞比較して極めて剛なのが普通

である。若し我々がれ:1亡比較して梁が無限大の剛

性を持っと似，ι するならばこ の骨粗の計算は大縫

簡単 となる。

$ 1凶に示す如き 一層ースパ ンのラ ーメ ンが氏

側 l乞!氏E症を受げ て

ゐるものを考へて

みや う。 慨

今、梁が右方 K

移動しないもの t

堀 口

( Ul  

第 1 国

( c )  

甚

(  b)  

-::l:::: 封S

t=l 

警 ン トは 1/ 12Wh とな

る。梁のＡ期比ｾ無 ｾｬｾ

大 と仮定する故、右

方への移動を防ぐ矯

i亡は右桂頭陀梁の反

ブJ I ' 1: 相官す るW/2の

力が ( a) 悩11 ' 1 : 示す如〈右から 1i. へ働かなければな

らぬ。この力を次の ( c) 怖lの如 i 反撃J方向に働か

しめてこのW/21てよって 2本の佐の柱頭柱脚 IL起

るモーメ ントは

， 1  W h  ， Wh  

+ 一 一 一 一
ー2 2  2  - " "  8  

故 に lてのこつ のモ ーメ ントを組合し に ものがこ

のラ ーメンのモ ーメ ントになる。縦線 をひいて

( b) 闘に示しにものがこれである。( すべてモ ー

メント闘は材の引張01lJ 1'1: 書 いである) 。

ーたに一層二ス パンで左側 iてパラベッ トを持ち各

桂の剛比 ka. kb. ｫ｣ の ｕ ｾ ＲＱ か ｾｩ ｬ の如きを＿考へや う。

考へ れば、 左側の 覗

荘は雨間定梁と考

へ得られるから、

この桂端のモ ーメ

上場一
( b )  

ー 層 三 ス パ ン lil 厄・

(  a. )  

第2 掴

来 筆 者l孟大阪府立西野田工業浮校歌愉
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左側の桂A は 右への移 動

な，きもの とすれば固定端

の梁 と考へ得る 。 この場 育

合の モーメン ト闘は ( a)

の如 t なる。右への移動

を防ぐにめ には右 側の桂 一

C の柱頭に ( W l +苧 吋

の力が右か ら左へ働かな

りればなら ぬ。 この力 を

反封11: (b) 闘の如 t 作 用

せしめこれによって各桂

に起る モ ーメント は

A の柱 一一 主主 ー Ｍ Ｇ ＨｗｬＫ 史 ｾＩ ｾ ｾ＠
ka+ kb-!- kc . . . .l I  2  /  2  

kb  " v. .  W白 h2

B の桂 岡 高 石E ( W 1 +ず) ず

kc  / "l V' .  W2， h2  

C 句 荘 同 志司 ( W l +  -2'-;') ｾ ｩ ｾ＠

となりー、 こ れ と い〉のモ ーメ ントを組合は し?こ

もの は (b) 固 κ 示す。三たK 第 3 闘κ

二局ー スパ ンで梁の剛 比大で、この梁の捷

( a. l  

岡

田

闘

倒

閣

圃

呪

守

110二日一

ｾ＠ Ｔ Ｇ ｾ 岡 工場. l : t 舗の風圧

x  5 2  

w;  

-‘ーー ャτ  

吋

十

辺土豆'

Z  

ｾ ｊ 図 官二N - ・エ バ/ 庖LI玉・

み1i a惜し得る如 き もの 、16側 K 風盤の働い fこ場合

を示す。これも い) に示し に ものは 九) に示 しに

もの 主 ( c) に示 しfこものを組合せ にも のに等 し

い。即 t) ( b) に示 し?こ のは梁の右方への移動を止

W ， W J-l -W2  

め?こ場合で右側の桂頭に 一 一一一」 が働い てゐ

2 '  2  

W，hl  W2h2  

る 主考へ、 左側の柱 に 一一一 一之とのモ ーメン

12 '  12 

トが柱頑、佐脚 に 起 つ に ものであ る。 ( c) 闘は

( b) に於 て右側の柱 の 柱 頭!乞働 いTこ士恨之し fこ

W .， ｗ ｬ Ｋ ｗ ｾ＠
ず - 2- を反封方向 に働か しめ て、 柱K 起 る

モ ーメ ン トを求 めにも のであ る。こ の場合左側、

本側の柱ーの剛比相生存し k しにのである。即ち第 2

府 l乞於ては

1  W， h， W，h  

2  2  2  - 8  

1  ，W，. W，-!- W"  ， h"  

trn  J吾l乞於ては -2・( 三一+':":_:_:i一一三) Ｇ Ｒ ｾ＠

1  I  ，.. ..， ' V l  ，¥V I  " h.:z一C2 Wl 1-W2) h"

= 2- y ( 2 W1 +W 2〉y 一一一一百一 一

のモ ーメン トが起るのでゐる。 ( b) と ( c) を組

合して、買ーのモ ーメン トを得る 。 これを

い) =( b) + ( c)  e 闘では書 き表は しである。

:}，く l'亡第 41過111: 示す一丁ー場建築 l亡普通 lて月1ひられる

形のものにつ いて考~ゃ う。この解法 の 乎mも|包l

示の如< ; ( a) なる風! 監を受げるものを ( b) ，( c) ， 

( ，，) の三つ IC分け て考へ、こ の ( b) ，(. c)  ， ( d) 宇

組合して、 これを以て ( a) の場合の臨ブJ を得るの

である，

先づ (b) 1て於て X なる仮定都材を持入 して二! 音

W， Ｎ ｾー ｉ Ｍ ｗ
の如〈考へ、右側 l亡反力 2 ' ーゴ一一え を考 ヘ

Ic倒IJの本Eの [It lげモ ーメン トをり}とめ る。

w， W，+ W 

*11:  ( c)  ｉＧｃ於ては 、 右 側 ｬ 乞 Ｗ ー す一二ｾ ｾ＠ ( b)  11: 

［ＩＭ ｾへ Ｑ こ と 反 ｾ ｈ 方 向 に 作用 せしめ 、 二 ｊ 沓と考へ桂 ｬ 亡

起るモ ーメ ン トを得。



3  柱野曲折カの分布

杭が負fC 71面1( a) 闘の如〈列ぴ純

ての柱の端の水平方向の控みが同

ーである時これを並列( in parallel )  

の桂 と呼ぴ、粧 が ( b) 闘の虫n< な

らんでゐる時之を直列 ( in series) 

の桂主呼ぶ。

佐底間定の柱の控みは

H LS  ，. 1  

日 - " K/L 2

l亡比 例する 、 桂が並列の時、 柱脚t L Hす る 椛

頭の相会I 技みは純、ての柱lて於て同一であって

Hc< ( k/ L 2) となる 。

放に第 Ｗ Ｑｾｾ Ｑ の Ｈ ｡ Ｉ Iモ於て a の妊に働 t 現断力{ ま

ka 

La
2  

ka  ， kb  ， kc 
ー ー-

L .2 ' Lb2 J  G 2  

となる。第 71泊1( b)  Iて於て l土佐 b と妊 c 、柱 d

は よ の比! 亡X 即 ちこの例題の

3600 

一三一= 1800kg を分けにのであ る。

，1'，記の方法はuc61丙lの如き 差 掛

げ 屋根ｾ持つ工場 建 築 Ｑ ＼ＺＺ も ｬ 臨 月 ｪ し

得る。叉クレイン荷重よりの水平

推ブJ の解法も ー1，ii 己と同様の方法に

で11l 米る 。

.1: 1て述べ? このは梁或は屋根 トラ

スの問1) 比が粧の剛比 I'Cょとし て無限

大 と仮定して解い fこのである が、

一般 に 云 へ ば 梁 、 屋 根 ト ラ ス の

1/し が柱の I/L の5倍以上を持っ

ときは、梁、屋根トラスの挨みな

きものと して_ I -_の方法をmひてよ

主

一

ポ

一

l

切

一μ
一
リ

( a)  

.:u僧l什移動帯、し
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Ｒ 事 Ｖ 凶差［ｪｦド Ｗ 虚ｽ民主将フ ＺＡＮｴ ，挺 ｾ

次 l亡 ( d) Ｑ 乞示 す如〈恨，Ｎ［Ｚ部材 ｘｾ 除 ｺ 、 この恨

ｾ部材 ｘ ｴｌ働 いて 居＿こ肱ブ ｊ より未知 ＱＱＱｍ Ｉ x を求め

これを ( d) l@l t L 示す如き方向 I d乍Hi せしめ 、柱 l乞

起るモ ーメ ン トの柿正をする。

この x は a，b， c，の部材t L k/h
2

即 ちその材の

剛比を高さ の 2 采で除しにもの l乞比例し て分? これ

る。これは高さ異なる材の材端の按み等しと恨定

して ｾ ｊ とめ ｦ このである。

第 Ｕ 闘 κ 示 ー し ｦ このは ｴｻ ￇＴ 岡で設 ｬ 切 し Ｗ こも の Ａ ｊｴ､ｬ ｬ ＧＡＺｾ

! i F! へ?こ笠例である。

( b) 闘の うち左の佐で

2  

E 司王石弓

は粧の剛比の不11でその柱の剛比を除し fこも ので

ある。

( c) 闘の うち左の柱で



{ α )  

'主主.t. l司 桔

0.. 

( ( Aもomuv 九? 叫ム払cl ) Ｈ ｣ ＮＮｴ 仰叫品 仏ｾ Ｉ

事 7 国 勢動力商分布

-は直列である。ところがこの柱、b. c.  d のー鮮と

柱 a とは並子IJ である。柱 a の粧踊の挑みは

Hι中三

tて比例す る。

柱 b の桂頭の桂脚に封する相空11走みは Haー上一

kb/Lb認

に 比 例する 。 柱 ｣ の桓辺員の キ ｴ ｬｊＱ ｾ I C主すする挑みは

Hcd E 比 例 す る 。然して柱 c と柱 d は並で刈

あるから

Kc  

ｈ ｣ ｾ ｈ｢＠ _ 玉三一

kc  ， k<i 
ー + ー

Lc
2

目

Ld
2

放に柱 亭の住顕の全提み ム 民 Ha ka  

La
2  

，... 1  1 ...， 

柱 b の枝問の杢控みム oc Hb ｉ 王 τ 十王 τｾ ｉ
L工F 工c2 ，-回すJ

故十亡ヨー干し我々 が単位ーの勇断力 lてよる技みを按み

良・ ( T he fl exibility)  と名げるなれば、次の事が言

はれる。 ‘

(1 )  1 ;本の柱の読み度は L3; I 即 ち L2/K .にて

測 り得る 。

( 2) 並ダIj の多〈の桂の一群の控み度は並列を組

立て てゐ る各粧の控み皮の逆教の示nの逆数で

示される』 これを我々は換言して挽み度の合

，成と いふ。

( 3) 也 子IJの柱の技み度は この痘列を組立ててゐ

る控み度の豹 l である。

。〉 一つの男断力が{ i J f } J t 、?こ時、 この現断力が各

桂 l亡如何11: : ;(ri 分され るか とい よ、に 、 これは各

粧の技み度に反比例 して分布するのである。

ＺＺｪ ｾ ｉ ｌ 賓例を以て上のことを説明しゃう。銘 Ｘｾ Ｑ

k 於て IOOOkgの覧断力が働 〈時、梁が紬め て剛な

るものとイ限定すれば、 この 1000kg が各柱に如何

x  5 4  

l乞分布されるか。 この解法は: : j ，ヒの順序によ る。

( 1) 各柱J ) 携み度即 ち L 3/1 を計算する。

( 2) 次 l乞杭 c と柱 d の接み! 立の合成をする 。

即 ち

「一一一 I

一 一一 一 ー
粧 c の絡み皮' 柱 d の主治i忌亙

e  /1¥す。

( 3) 柱 b と柱 c，d の技みJ立の和を求める 。

( 4) -J f a と桂 b. c. d. の撲み度ーに反比例する様

1<4  

ι . q‘ l  

一_. Ｑｯｯｯｾ＠

lb)1 L =  2 . 4. 叫置

2.4ら・

毒患み月更 Ｍｩｾ＠ >  1  J  8  

設み綾子， 1 8 2 11:31 1I ‘ 之

ｬｃｾＱ＠ :: ｟ ｾ＠ _  Ａｾ＠ _  n  I  L  =  4.5 ‘  

l 縫みJ密主主 - 9 1 ，，1  

(0.
11  1...... .，，<  "  ω'1堤み夜空= 4 J

メ移世可カ ｷｭ［防 ｾ - i ト民事尭み茨

組 ω).... 念元r γ djdz - 乍5

Ｘ 主ＨｾｬＡＮＮＮＮ Ａｾｚ＠ Ｎ Ｎ ｟ＮＮｱｾ＠ i.9 ; W:s  l " " ワア万

，... .- ， ＸＲ Ｍｴ ｾ ＮＱ ＧＭｵ Ｂ，，，，＠ 1宇軒Jト和 ' 3.8 . 7. 5 .  ?  Ｑ Ｚ ｾ＠

Z主rC). 8!l 5寸誌. 7 . が， ._ ..- ー

方主Ｈ､Ｎ Ｉｑ｡ｲｾｓ . . n ll'4I 

8S
S

' .9 < 4i S- 1今 川

房 S 困 層崎カ守 ､ トｾ

ワな断力 IOOOkg を分け る。

( 5) 柱 b ι d への掠断力を桂 c と桂 d rc分 り

る。これも各柱の按み度に反比例で分げる。

三大の第 Ｙ Ｑ ， ｾｾ Ｑ Ｑ 亡示すものは上 速 のもの より 後税複

雑ではゐるが、同様の方法 l亡て解し得る。その要

績を述べゃう 。

横 } ) p の分 布

( 1) 柱 a. b. 'c の合成按み度、桂k. 1. m.  n の合

成推み度ヨ〉計算。

f  3  

第 9 副 都断力町分布

( 2) 枝 d. e、柱 h. i の合成技みl Zの計算。

( 3)  柱 f の按み度 と d. e. と a. b. c の合成控

み庄の手11の計算、同級に ;右側では柱 g の技み

広ーと h. i と k.l. m.  n の合成控み佐の計算。



(  4) 杭力 p ｾ＠ f - de- abc とg - hi 一kl mn の 援み

度 の 反 比l亡分げる 。

( 5)  ::j ，くに d と e. ｾた ｩ と ｡ ， b， c  I'L分ける。

( 6) 右側 iて於ても同様IL分げる。.

上の如ｾ場合 ｬ 乞各床面 の位置に横力が働 いてゐ

る時には、仮設告例寸を入れてとき進む、しかしこ

の仮設部材を入れるのは、骨組が左右'N栴 形 の E

きである。 lDi-i ま1栴 形 で な い 主 き は 恨 設 部 材 の 除

去 陀 困 難 が 生 十 る 。 第 9 1品|は骨組が左右土'1稲 で な

い。これに下のHミ商l乞P' の如き荷長: が働い? こ時は

46頁より繍〈 ー( 建鎮資材の座絞曾〉

るが、まだ完金なものはない。現在あ るものは水性像料

が普通で、坪' & lJ 2 圏内外である。

〈問〉クレオソー ト泊代用品に就て伺ひたい

( 答: ) 市申東飲料株式合枇 従来防 l禽主食料 として慣用され

たク レオソート油の扮底に鑑み滋枇はその代用品と して

クレオロンを試飯してゐる 。

クレオ・ロンは陣めて強力な樹;j白紙防腐剤に特殊の民主君主

を施し、不安定な水溶液 とした もので、主主袋後数時潤に

して分解し木質中に強周な防腐剤を沈着せしむるやう 作

られた一種の7 l < 性訟料である。試販の結果主目的たる防

腐に就ては好評を得てゐるが、情ほ1卯か着色カに不十分

な駄があり、現在 多方面から ζ れが研究を主主めつ L あ

り、 主きか らず解決する見込みで ある。

ヨたの如 〈考へる。

柱 abc は並列である。叉 de も並列 hi も並列

k.l. m. n も並列である 。横力 P' の分ギfJI 乙到しては

この通 り 路 abc ，def e. g  はw. : ｾｬ ｊ で ある。又一方

の hi と kl mn も直列である。こ の二つ の 通 り 路

abc ， def ， g  

及 hi ，kl mn 

の 控み巨 ｴｾ 合成 ｩ と よ っ て求め全技みｦｩＡーを計算す

る。この二つの群を並列に考へて挽b [ ，孟の反比l乙

P'  ; を分げ、 ダ'({乞)1回序粧の負推力を求める。( 終り〉

5 5  x  



洋 家 具 の 話 ( 第 4編〉

川崎重工業造船設計部 不 尾 I:ix  也

洋家具の言言もエヂ 7 ・ト、 ギリシヤ

ロー マ、 ロマネ スク・・・・・・ーと級i菌数

しまし て、所調暗黒 l時代を 緩ます と

償問の権力が稽大致しまして建築で

は ゴシック時代に入ります。

日本では1 f . 安時代から鎌倉時'(七を

総て案l町時代までの簡で、 間E堅守主千

年から を千五百年の聞の五百年 間 と

お考へになれば いU、と存じます。

建築から見ますと、ロマネスクか

らゴシックに移り初めまして、今迄

1' '1 、，"- ピ-J ' ｾ 俸

の建築になかった。 1怠壁の上に尖i苓

がたち荘ｾな所説ゴシック型を作り

ピj - : ｾｽｉｲ＠

初め、 その尖塔の頭駄のフルーロン

が中空に笠へたち 、 十二| 佐紀宋には

ロ ー て 、 トν 唯2・・ー

その建築の|河苓i ' $: - ' ! "珪旦%t i りにステ

インeドグラスを入れ初め ま した。

( 第 1 i商〕

この様に建築が ゴシック型になり

ますと 、家具も話・然との影響を受 け

まして、ゴシック 孟1にな りま した。

然 し家具から見ますと、このゴシ

ック時代こそ 民に京嬰な時 代である

のは、乙 の時代前の家具は、王者と

か椴力者のもの が全部共通した型で

あ りまし たが、 との時代以後はヨー

事bγ
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x  5 6  

第 l 悶

ロツパの各閣の特長 が現はれて来た

事であります。スペ インのマヂヤー

ノレゴシックは、 マヂヤ ール ゴシック

としての特長があ り、 フランスのも

のはフランユ風のゴシックの特長が

あるけ… ・と云ふ夙に 、署長具に特性が

出て来た事でどざいます。英閣のゴ

シックを窓の型で示 しますと 、よく，

お *'1 りになると思ひます。( 第 2 悶〉

との僚なき苦 化をし乍ら家具も書量化

して 参 りましたが、核問曜に部分的

にう子けますと

12，)0年 頃 初 期

ぜて. " テヅ v γ - <f

i事純なる尖主主篠

CPoinNed  Rrch)  

13) 0年 頃 中 JU1 被旅した尖常陸

クロキソト ;t .，. ー ペ ペ " - ' ユヲ ー

14∞ 年 頃 後 期i 唐草曲線と霊夜型

ではどざいますが、年表で御覧の

通り 、各同共にゴ ν ツクの型を収入

れた年月が異なりますので 、 この思占

も設定Zしなければならないと思ひま

すが、非常に複雑致 しますので、大
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第 2 悶

拘 置H

h  
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別 した説明を致 しませ昔。

クロペス 3 ー司( ; : . - ク

ゴシッ ク家具の初期は俗や律俗が

彼等自身の生活のｾに 、 自分で家 只Ｎ

を作ったものであります。とれは ;k

u、間晴黒時代を遁じて裳術務問は彼

等のみが保持 して居 りましたので、

己む得なか ったのですが、次第に守

の威力が稽大して参りますと伶 fP，の

下に、大工とか彫刻師、 !叉は数装工

告事が寺院の告もに働 〈採になりますと

家具も念速の進歩を致 しまして立汲

なものが出来る嫌にな り、 家具は{ 曾

侶が作らず家具屋が作る様になりま

した。

そし て最初のゴシック家具は色々

のき食料でき賞り固めましたので、初期

ゴシック家具の多〈は「主主料で主主れ

るだけ訟 り、 主主れない所は白色で主主

って佐て・ T HEY PAINT E D E V  

ERYTHI N G  T HE Y  C OULD  AF F  

OR D AN D  WHI TE WAS HED  T H  

E  RESTJ と云ふ y状態で したが、 乙

の依った家具は次第にすたれたので

初期の家具のみであ ります。

官主談ですが初期ゴシック時代の物

債を御参考までに記 しますと( 英闘

で〉

牛肉豚肉 l ポ ン ド

メ ペ = ー ( 二 銭 〉

羊 肉 l ポ ン ド

ｋｾ］Ｍ ー Ｈ三銭Ｉ

ピ ー ル l ガ ロン

l ペニ ー ( 四銭〉

総入した酒 1 ガロン

8  ｾ＠ = - 一( 叶二銭〉

コーヒーや茶の値段は不明ですが、

ー撮りの砂糖がJ ' J : 族の安海な調味料

であった様な l時代であった事を御怨

像下さらなければ、 この笛1時の生活

を御知りになる事は出来ません。中

世紀の妓腕や寺院の生活は免も角も

それ以外の生前は幽欝な晴腕たるも

のであった事でせう。ですから御議

申上げる家具の事も 、大衆の使って

いたペンチや床んの事を市上げられ

ず、寺院や城廓の家具を標準にしな

ければならないのでございます。

然しゴシックの中期 ( [ 300年頃)

にな りますと 、 交通も次第に開けま

して 、一般の生j 后にも小さい乍らも

ヒ Ｙ ・ ＮＮＮ ｾリ，イ ｖ ポー γψ ｈ ボード

壁鱗や民総 細工や食1号、食卓などが

使はれて参 りました。

家具ヱも{ 曾! 日に j認してゐた生活か

ら次第に獅立致して参りました。

これで家具の一般のお話を終り 、

ゴシック家具の部 分的な説明 を致し

ませう。

方 ク

ゴシック家具の主材は備であ りま

す。

英闘には 1565年、ペン プロ ーク、モ

ウ謁 ル Jドアト

ンゴメリー公が、初めて胡桃材をサ

リスペリ ー附近のウ イノレトン公閣に

移植したのが、後に生長 して後期ゴ

ンシックの家具に使用されました。

第 3 岡 A

第 3 岡 B

i1'i 4 悶

n ル ヂ ' ''_

姫小松材は総入材でしたが、英 閣

のゴシックの家具に極少量主ですが、

姫小松材製のものを見 出し ます。

では家具の種類の事を申上げる と

テ ー プル

(  1  ) 卓 子

特長のない卓子ですが、 中に

は天板が取りはず しが出来て

その天板を誌の頑丈なのが受

けてゐるのがあ ります。と れ

トレ γ スル

を板受忍 ( TRESTL ES) と申

しま して、 語源は三本脚のT

HRES  T UL E の 綿 花 した も

のです。

スヅール

板受盗 と低11は笛・時は同じ綾

な使用目的を持って居 りまし

て、同じものとお考へになっ

ていい と恩ひま す。( 第 3 岡

A、B)

( 2) 大 卓 子 T ABL E DOR MA NT  

これは酒宴等に使用 して主席

の座る大きい卓を申しま す。

(j:fS 4 闘〕

( 3 ) 棚 廷 CUP BOARD 

棚 ｮ は供物ｾ CREDEN CE  

から主主化 したもので、非常に

高い棚で、路還がない と上部

のものが取れない程で した・.

・・それは召使が盗むのを避け

る鴛であ りました。

暗黒時代に費石や金主創立す 〈・

金に換へられるので 、 それ等

のものを し去 って置 く潟の棚

でしたので、 それを盗れない銭に高

〈致しま したが、 とれも次第に色キ

の使用目的で鑓化致 しまして、 ある

物は名前通りにカップを泣 く板など

を取りつけた り、 扉をつけた り致 し

ました。

そしてとれを会均棚 ALMERY と

5 7  x  
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なものがありますE とれ は現

代の蝿般の スクリンと同じ目

的の震でどさ. います。

扉の鍵穴も色々工 j孔して、一

寸 刻 りに くい、彫刻j の陰など

に、 かくし鍵穴などあるのも

どざいます。

ζ の長: 通達は CUPBOARDで

英閑人はキヤボ ー ド、米問人

はカップボ ー ドと申します。

そして 、 乙の類似のものに色

々の名稀がありますが、i淫史

第 6 悶 A

的考君主からは、最初にはキヤ

ボー ドと云はれ、次にドレツ

( 第 5 閲 A

B 、 C 、 D 、 E )

( 4 ) ベンナ とスツ ールと椅子

BE NCHE と BANC と 同じ

です。スツーんは、省時は様

子よりも多〈使用されま した

〈第 6 園A 、B )

Ｍ Ｍ守 田 ｾ ＮＮ Ｎ .ー

( 5 ) ョ極と財権 ( CHEST . C OF  

F ER)  

t吉時の金庫であ りスーツケー

スであ り箪笥であ りまナ。

フランスのフランダ { ス械な

フラ ，がア. { ，1，:.-

どゴシッ クの 火 焔 式 彫 刻j な

ど る る 立 汲 な も の が あ りま

ら御注意下さい。

サ ーと も云ひ、 サイ ドボー ド

プレエ 、コ ンモウドと云はれ

た様に恩はれます。

ζ の中で 、 ドレツサ ー D resse

r をよ〈 箪笥と課される方が

あります が、 乙れは間違ひで

英閣では料理廷の事で、ア メ

リカで は化粧箪笥( 銃などの

附いた〉のを申します。DRE

SS を入れ るからと考へられ

ますが、 乙の DRESS は着物

の DRESS でな く、 ぉ料理で

よ( 云ふサラダの 7 レンチド

レッシング( 働関問調理〉の

ドレシングの事であ りますか

第 5 岡 A

F 第 う 闘 B

事型化 したのでどざいます。

' 品・時宗敬上の省慣から食物の

重量 り物などを貧乏人にやる 1誌

に取って世 〈儀の棚で した 。

叉滋時の食パンは丸い部厚い

ものであったので 、木 I且の

上で切 らず、 ζ の棚の板の上

で切っ たのであります。

色 々 立汲なものがあったら し

リ Ｗ ｾ Ｍ Ｗ ｾ ー ン ヨ ー，

いので すが、 ，宗 敬 改 革 の 時

に逮像や法王の絵姿を動いて

アイ J ク L え 恥

あった震に破壊主義者や 1&民

の2誌に多 くの家具が破壊され

て了ひました。それから乙の

都l誌の扉の中に食物を取れる

偽に腐敗しない嫌に扉にすか

し彫を して色布が張っ た見事

第 5 悶 C

第 6 悶 B

第 5 悶 D

第 5 悶 E

x  5 8  



第17 悶 A

第 7 悶 B

す。〈第 7悶 A. B. C. )  

唯これｾの家具は 、 Ｇ�Ａ ｪ ｕ 寺の家具工
ヲ.， .え

の無干まと怠漫の協に i令料らず木 i由で

熔きも しなか った f誌に 、 ボロボロに

腐 って 了っ たものが多 レのは残念で

す・・・。

さて これ等 の家具の部分的な事で

ゴシ ックの特長のあるものを ニ、三

説 明致 しませ う0_

(  1  ) . りん なん、 ほうるど L1NE

f OL D ( 第 B闘〉

とれは後期ゴシック家具 の多

第 7 闘 C

昨

D

r

し

ふ

寸

ハ

U

ン

F

芽

N

ン

E

n

，
、NL

 第 8 悶

〈に見受ける彫刻j で、りんね

る( 布〕が波型になっ てゐ る

視 で、 フランダ ースで音量生し

た型で、 フラ ンスで セルヴイ

エツトと申 します。

力ソ リツタ の儀式の H寺に翠餐

杯の上 やパ ンの上 を液 った布

を表現 して居 りまナ。

( 2 ) ばあ ちみん模様 CPARC HE M

IN  PATTERN)  

とれはりんねん ほうる どよく

似 てゐ るので、 多 くの人は相

濯 を知らないおに 、 何でも り

んねんほう るどと申 しますが

明確な相違があ ります。

邸ち りん ねんほうるどは、E担

に布 が波形に なっ て居 ます が

ばあ ちみん は、棒 か微 か1I、校

.，ーチ " ト

の採 な棒で羊 皮を谷き 上げ

た裂であ ります から すく' 剣 り

ます。( 第 9 園〉

そしてこの棒 が1I、校のものに

は葡萄 の荻を 表現 して ゐ るの

があるので、葡萄の貨を 彫刻

3、、・+ミン

' A1t t HEMI N 

第 9 悶

したのが あり ますが、 それは

皆ばあ ちみん模様であります

カープ、ド、 ' 17柿

勺、高ν

C UR'I E  D- R  I  e  ｏｾ＠
V l N E  

第 10 悶

5 9  x  



第 J J 闘

( 3 ) ぴ ゐ ん 又 は か るふど もぶ

( VJNE 又 は CURVE D RJ B 

とれは葡萄の貨と棄が刷った

肋骨・の形に巻きついてゐるの

であ ります。( 第 10関〉

( 4) ちゅうだあろうず。 T UDOR

R OSE 

とれは藩薮の模鎌で、初期の

ものは着色されて居りました

が、後期のものは着色されて

ありません。

よ〈後期ゴシン クの家具を見

られると 、 下手な人物の浮彫

がt r . . 右に彫られてゐるのがあ

るでせう。

あ:ii は最初のものはへンリ ー

八 1止とヨ ークのエリザベスの

プ P ファイル

横 顔 で し た が、後 に は 色 #

の 人 物 の 横 顔 を 彫 り 志 し た

が、 一様に 、 グロテスクであ

ります。

( 6) 銭金兵

t昔時はすでに 章I も銀子も蝶番

も鍵も出来ま した…・ … が、

一般に 5 ミリ位の 厚 さがあり

鍵などは誇張して申しますと

小さい般のS首位あ りました。

日本の平安朝から室町時代の

金具類の優麗典礁なものと競

べると 、 ゴシック時代が如何

に物騒な不安な時代であった

かを 、御想像願へると恩ひま

ナ。( 第 12岡〉

乙れで部分的な説明を終りまナが

笛時の建築は施工が不安全であった

:ltに 、雨が降ると屋根がよ〈も りま

した 筑に 、屋内に叉一軒の家みたい

なものを作り 、床の雨水をよける需

に一段高〈なった所をダイスと申し

ました。

ζ のダイスを見ましでも 、常時の

色 々の事が剣ると思ひ ます。

これでゴシック家具の説明を終り

ます。己の時代後Ｈ西 ｾ ＱＵＰＰ 年以後〉

は各闘が次第にその特性を王道線し初

めましたので、今後は各国別に設明

を致 さなければならなくなりますの

で、稿をあらためて説明申上げる機

舎があると存じます。

乙れで洋家具のお昔話 を終ります。

ゴシック時代に 、すでに作ら

れて居りま したが、後の英閣

のランカスタ ー家の紋章に使

はれたので、一 般 は チ ユ ィ 建築教科書の二三に就 て

般

ロ

、

ク

闘

が

ツ

l

ー

l

i

ナ

シ

第

叫

ま

ゴ

(

m

u

J

A

凡

1

1

、
、

O

z

-

-申

と

す

加

と

す

ま

則

被

ま

り

奮

し

'

あ

ん

の

由

。

で

い

家

に

ズ

め

{

密

-

る

、
，
ノ

，
、
J

〆
E

、

亨4 ス
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第 12 図
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今時こんな些細な事を書いて積む

入はないかも知札ぬが 、一人でも二

人でも多少気に止めて貨へば満足す

る次第である。

新聞の投書3目的の月rr でよいのであ

るが、新聞は一般の人に知れ、此 事

は建築教育の d極めて一郎分の i施潤の

事なる故止むを得ず、紫:Jj i j室を拝借

する。

貨は禁姻室で 云ふべき場合である

かも知れないが、合員丈けに一寸耳

誇する程皮である。

舎で新聞に小皐絞の手工の先生が

d宅に闘する説明を間迄添へて il t'. i除

旧 ｊＩｾｻ 野生夫

重文科書たるべき書物を見たらぼ、二

種類程前の 11、暴校の先生が誤ったと

同様の事が記載してあった。此等の

香物が此闘を属したと思っ た。

其れで或は拙者の記憶がｾ っ たの

か と建築字棄を主主ペたらぼ

( ょせむねづく り) ( ー〉大棟と

囚う の隅棟とを有する屋根に云ふ

( ニ) 四つの隅棟がーけ所に集る

様にま量りたる屋根も云ふ

〈ほーぎよーづくり〉ニ様の意味

あり( ー〉四方の隅棟一箇所に集

れる屋根に云ふ隅棟の合ナる所に

は露盤其他の飾ぁ p、之を受形遊

された事がある。其内に屋根の形で とも容〈 、屋根の伏 闘は正方形を

空客様迭 と方形迭とが拙者の記憶と聞 なす( ニ) 大様の繭捕に隅棟集ま

遭 っ て居た。素人で無理はないが、 れる屋根にと云ふ

誤 って 記憶する人は気の毒であると とあって 、断定を -Fす事も 出来ない

思った事がるった。其後工業態校の 又建築皐合編の建築工磨ポ ツケット



プ ツクを見たら ぽ、一般;構造屋根部

に

宅客様 - 1占よ り四方又は多 :}j ! 'C棟

を F したるものにて洋風建築では

港 家、銭塔、上家等に使用 し、困

錐型 を銭すものもある。日本建築

では堂、勝等に採用してゐる。云

々 とあって、方形は寄椋の特別の場

合としてある様 l亡思はれる。

叉建築摩合詣IJ立五十周年記念の建

築術詩集を見れば

方 形 屋 根 角 錐 形 の 屋 根

寄 棟 屋 根 大 棟 と 隅 棟 と が 集 る 屋

根

とし闘面が添へである 。

叉比類の書籍では一帯先の式建築

を努撃した所、前の説明とは惚異 し

て居る。此等の書籍の 出版年月のやす

れ が先なるかは紺 〈置き 、共他の敏

多き建築に闘する著書 を検べて見る

と、此屋根の与に牟々に分れて記載

されて居 る。建築家 しかも素人と 云

ふ範簡 でない人 が、書物に記載する

に無責任の様な気がする。尤も玄人

κ も色々あって施工のみに堪能なる

もの、設計のみに秀ずるもの、歴史

的考祭のみに趣味を有ずるもの等種

々るるも一時の記憶にのみたよって

省みず印刷IJK附するは著者として本

分を失ひは しないか、香家は碑文を

撰する時一字毎に字引に よっ て調査

して書 くと 云ふ。若 し調査せず達筆

に任せ番けるものは書家ではな し

字書きであると開て居る 。建築の礎

物を出版する以上は、建築屋でな〈

建築家であって貨はねばならぬと思

」、。

此等ーの審物は文部省検定済では無

事が偉大と思ふ。活字の誤は設 とし

て許じ得る。何れは正設 さるふ事と

信 ずるからである。 fri J . q 文庫叉は何

身議底出版と して、紙 及印刷l のよい

ぽかり 「匿なく、 2国債を挑ふのに路践

しない のは校正が厳かなるによる。

初版ならば設 と狛怒す べきだが 、

ニ版、 三版となって治共餓の誤植あ

るκ 至 つ ては書籍屋の手落のみの改

訂版か戎は叉 j 専業者の不威主をな りと

云ふべきか。

叉説明文中に誤字が用ゐゐらる L

場合がある。泊者住居の町名に根と

云ふ字がある。新撰漢和字典にはな

い康照字典や、 玉 I誌には滅ヲて 居る

土局と殆同じな味で 、木造の堰であ

る故に同じ意味に用ゐである様に思

はる。

コンクリート の限枠を堰板と云ふ

が、木馬の方が遁蛍に思はれる。名

都の出来た頃木阜の字のあることを

知らなかったではあるまいか、普 通

新関紙上に用ゐらる L 文字は3542f立

であると教へられたが、恐ら 〈英中

にはあるまい。邦文タイプラ イター

に は無 〈て土応であり 、名刺を頼 t.r

持 番目豊 を明朝ですれば、木扇がある

が、物好きに清朝般にと云ふ左止む

を得ず土周で我慢をする。仁丹の町

名札に はZ突って書いてあ り、 世: 聞に

挟ま って 知らして居る。郵便や一般

の記載は土応で湿っ居るが、只戸籍

上の届替5とけは訂正1 ' 1J を捺押させら

る。

そ うかと云って役所から出張って

撰穆場入口の町分の札 には設の町名

で遜って居る矛盾もある。

と云」、採な次第の印刷ならば、許

衡な い。誰々の査閲 ともない。序文 し もし得るが 、そ うでない場合、特

はあるが、 内部を検査しての序文で に植字工に任 した様な仮名附けの名

は な い 建 築 を 摩 ぶ もの L 枠金す る 稽ある戎番絡もあって、正誤表が海

の大なるべしと云ふ意味が述べてあ 山つ いて居るが、編集者 と植字工 と

る。 の窓志の素通が慈かっ たと云ばねば

貨 は 是 れ ば か り で な し 字 の 設 り ならぬ。免に角誤植が除 り多い と他

綴字の設の多々あるは 、生徒を叉は のあらゆる部分に理解 し難い箇所が

其書籍を金減銭壁と頼む者を害す る あれば、誤 字ではな いか と意味を考

へるよ り先に文字を疑ふ事 となる。

問会出版の脊絡に希脱文字がな 〈

て、普通の英字が使用 しで あるのは

無理もないが、j 1 t は共んな印刷所で

印刷するのが間違って居ると云ふべ

きである。

共れは共れ とし て猶許 し事件いこ と

は、闘に記入の英文字が隣紋 されて

居る綴の間違は製闘者に罪 を鯵せる

事は由来ますまい。元よ り著者の製

図でないと しても、 其記入交字が不

IEなるのは 、責任は著者でるらねば

ならぬ。

治活版には設は津山あって、建築

摩舎のポツケッ トプツクにもある 。

他の串科の人に見られたらぽ、建築

家の無感と 思 はれ はしな いか と、内

心J Cl l か し〈 思って居る。成るべ くな

らぽ、校正が不完全であった事 とし

たいo ｾ舎内 ｋ 委員を設けても且然

りとすれば、共流れを汲む者は想像

に難からずと甘んずべきか。

此外女子用家政事の衣食住の中の

住居の部分も誤記が非常 に多い。教

師が知って 直せぼ良いけれど、教師

が素人であったなら ば』如何に説明

して行〈か、 幸か不幸か女子は皐ん

で完全に理解せず、叉態舟し得ない

場合が多いのでよい とも云へるが、

挺へられな〈て利用しないと恩ふ と

. 気の毒である。

但し改版、訂 正、増補 等 されし毎

に改訂されて居るかも知れぬが、念

には念を入れて 、後主主の矯め叉其を

使用する隼徒の矯め特に師に 附かぬ

濁摩者のｾＡＧｃ訂正 して裁 かね ば有害

と考へ らる L の で あ る 。 ( 以上〕

6 1  x  



老 人 の 新 陸 制

1. 老境人の責務

A 生50の齢も私には早や一昔と相

成 り、 王まか りし友も f百J 日しか早 や梅

干形禿頭や白髪老髪老顔歯さへ人工

に代って陰さへ淡〈成て居る。時折

は黒枠に入て訪れて来る。芳名去最か

らも抹消 し去て一人淋しさを感じさ

せる。今日は人の身、明日は我身、

無 常の瓜は時を 厭わ ず巡って来る。

長の紅旗もタには白骨・となる身であ

る。 其普百万閣を投じて祉舎を駕か

した故岩本条之助氏の僻世の句に 、

散る紅葉後の紅葉も散る紅葉。と唱

へて 逝た。 七十オを迎へれば古稀と

呼ぶ、長孫。と他人 へ誇て喜ぶも五十

歩百歩、設か百年の齢を迎へる人の

稀な りと するｾｾ角生れ来た此 浮 ｉ ｉｴ

肥料の樋と成て長生 し、 有史以来の

大事事換期に生れ合せながら酔醒無死

で只苦然 とじ て場塞ぎと成り 、後治

者の邪魔ナることでは天恩に反きて

甚だ申謬が無い。大に反省と修養を

行 ひ、 時節柄人的資源の 一助 とも成

るべ く努めね ばならぬ。先づ以て天

; ' 1の此身、老後を最も有意義に努む

べきは老境人の責務である。就ては

葱に其感想の二三を摘鍬 して先輩言者

資に御共鳴を仰「次第である。

皐閣の高度外交と閣防、経控専の閥

毒定的建設、卸ち近衛草野鐙制 K 基き耳E

官民にも将た老若男女も一億一心、

閣を覇基て貨践すべきである 、隣老按I

K 入た此身を顧みて感慨の深いもの

泊f ある。

2  老後への希望と其心者草へ

人 間は生れながらに して大臣、大

勝 、持た偉人 も豪傑も無い、其人身

の克己的修まをと努力に依て異て来る

の であ る。 戎る 人 は官吏に或 る人は

x  6 2  

谷 民 b在

同政之行ひっ L 位入匡を倣める 人も

出来、叉哲理を研究し て廷を極め ん

とする人もある。貸業人として五万

の富を造り 、而して閥家に貢献する

人もある、要するに各 其遣に立て人

類の穏訟と安泰 に貫 厳 し度い、更に

大きい足跡を溢 し度いのが人間の本

能である。而し其人キの重文章を と噌好

に随 ても亦異 なるのである 、何方に

するも 各自 lま自ら生甲斐のあったと

想ひ得る人生の目標 を立てねば取ら

ぬ。凡 そ人聞には一人一業主義を賞 、

徹せんとする人あ れ 叉趣味遇策を

主慢の如〈取皇室へて仕事を趣味的に

取扱」ト人もあ る。ー生を腰掛的に英

日暮の人もある、 組、の知友に戎る大

療の教授が有った 、其人は誠貨と動

直一片の容者にして酒と子供を愛好

ナる事は人一倍であって外には何の

趣味の持合も無い、日1 1 m休暇にも皐

校に出焼けるので小使や宿直人を泣

かせて居た。偶々p . 人と合食でもす

れば只ニ コヘノと他人の顔を眺めで

は慌に入て居る 、酒の中室長のt誌が鋭

われて友人主主も気の毒 な人と見 た、

家に居ても趣味もよ益集も持合せて然

ぃ、家庭園祭の味も知らぬと思 へば

其家族連も誠に t誌の畿である。貨に

人の一生は仕事丈では潤ひもな〈 寂

家を J感ずるので ある 、倫子煩悩の彼

は他人の話を問かばこそ 、 自家子供

の特徴を穆げでは自慢話に時倫足ら

ぬのである。老て金が蓄れほ別荘や

殺を建て染むと云ふも結権であるが

大低二三年の内に他界する者が定石

の様にf谷評されて居る。

ｾ＼ ぽ 談話でも圏三主 、 ｩ 際協 、 香

骨盤、謡曲 、仕 舞、詩歌、音楽、演

説、著述、登 山、ゴル 7 、 弓; 賞、角

力、釣 、草花、役栽等の内よ り何か

の燥幾の二つ三 つ位は有り皮 いもの

である。貨に理O! ¥j<は 人生建設の装飾

である 、叉心、の滋組主主であれ人格

完成の一助であると思ふ。

3. 老 後の見通し

老後の計は若い問に 、老後の仕事

は如何す る哉、我々一生の結末が如

何になる設。人間として背年時代よ

り健康にして誠意を 以て淫身の努力

を織け れば、先づ信用、地位、財力

も分1削除に備はると同時に 子供等の

育成に件て自ら安定するのも遁理な

りと 銚も 、賀子 もなく不幸連綴せば

日が暮れて; 芭遣 しの感を生ずるもの

である。

人間が!t t年時代に閥家前士合、人類

のｾめに貢献した人と錐も 、 家庭が

教わずして経済的不如意で零落した

人は淘に 忍び難い淋 しさで ある 、其

人の過去が如何に 室長やかであっても

若 し老後が惨慌たる有擦であった ら

人生の償値は半減する 、斯〈恩ふH寺

署人は寺まい問に 7望め老後の生計を立

て1泣くべきであると云わ，払て居る 、

尤も同家公盆の偽めに議せし人は自

ら天惑の 稿予止 が伴ふ道理である 、 而

しそれは 必ずしも主主人の一生の間に

報 ひらる‘ と lま限らない、 依而以而

背年時代より激め均填方法を考慮に

縫 〈べ きである 、彼の時代に今 日の

用意をして絞け ばとて後悔は先に立

たぬ、書て lま先生と呼ばれ，人格者と

して操徴された人も老後貧 しくて借

金して約束を建 ふ時{玄人格すら怪ま

れて遜 に知己に迄忌避さ る‘ 事 さへ

生ずるのである。

4  遺徳科 挙に於て lま斯< l 1 E ベて居

る

凡そ一般の人々は皆老後の安泰 と

享幾 とを 得たい と思って共感力、智

力、努力の全部を利己的本能に使用

し、以て財産を造らう とする 、而し

て偶々財産を遁リ得ても五十オ以上

着 < ( ま六十= すにもなれば多< (;1: :動脈



if( 七、狭心症、舌癌、食遺癌、胃癌 が、後準の遣を徒らに塞いて居る傑 で な し 自 他 共 陀 永 〈 喜 ぶ 事 で 、 趣

胃潰謀、慧 <1ま糖尿病等に梧りて金 な人が軍に自分の健康と云品、利己的 球 主し、叉遺書憶としても新〈有るベ

はあれど甘い物lまさて惜き一般約な な理由て椅子に止まって居るのは間 きだ と考 へる、 我が敏慕する徳富蘇

食事さへ取る事が出来ぬ様! こなれ 建である、不都合である、 斯の如 〈 峰君主 目〈、 古稀を迎へられた時の述

若 <1ま酒色のために中風や率中を超 考へ凍る時、老後の鴛すべき仕事は 懐に、業務に lま停年がある人生には

すなど悲惨な人が多いのである。叉 後護者の考 ￟ｾ にもならず、世のＢめ 停年がない。若し停年あリとせぼ夫

子孫の俸を思ふて財産を造るも金 〈 に な れ 只 人 か な喜! まるる傑な種 類 しは棺を蓋ふた時てある、 我喜事の悶

其子孫な 〈し て死後他人の所有とな のものたるべきである。俄令ぽ 人は後主主の遁を議 〈・様な 場所に据つ

るもの多〈 、 叉仮令子孫あるも矢死 1  公共事業、叉 lま結合事業等の軍事 て居ないから別段ｾ遣を関かねばな

病弱、放務、若 くは股l球にて必ず し めに重量す事 らぬ必要もない、老人には老人相暗

も其家を :金ふする事の出来ぬものが 2.  皐生、実他後遺の指簿、誘i夜、 の役目もあれば仕事もある、他の縄

多い。暴党今 日迄の人々は 其行偽の 世話を it す $ 援 に足を 踏 み入る L 権利も理由も無

形式美磁の別はあれど往々手lJ 己的本 3.  有盆怠る感舎とか、隼校、膏; 与 ければ要 もない、さりとて無量号無用

能 に依りて種々の目的を立て L 其心 の指導、組合、薗捜等に依て湾身 に生存すべき特権もない、我等は天

中に慾望を i羊ふして居るから共結果 の世話をa 命に恭順し夫れ迄 はカ限りを報数 の

は其王製忽に反する援になる 、或るま譲 4  有盆なる著述等を作て後世に示 震めに渇 し皮い と云われるが淘に 同

者は「モラロヂ ｾｊ の因 果律を研 究 す 事
感で ある。

して餓然と其人生観を立替へたと喜 5.  英他自己従来の地位、名望書事を 6. 表後の約束

ぶ人も居る。 善閉して公共に奉仕する事 ままに米人の一掃話 がある 、

5. ｾ所を選べ 6. 不君主蓄重量な人を鐙け、議l玄従弟 齢25オ に して 40年後の約束。

老後の仕事、人lま天理Eを保つ限リ や立志の遁に進展をwむ人の就磁 米関て閥民の魔醒 を促ナ矯 め、 25

ｬ ま健康で皇薗のｾめに他人の軍事めに 世話をおすベき事
オ で普通の健康な人主主盲人集ま p 、

旦つ自己の震めにも死の寸前迄働く 7.  縁組の世話、媒妨害事も粧台への 65オに主主 した時の運命を調査 して見

ベき! ま勿論である。無論仕事の性質 奉公である、市も之れには相互に る事 としたが、其百人の中に40年後

に依ては i句に結構である 、町在J毛場合 事ぼる A か、一方喜んて一方1ま普 卸ち6うオの人遣の内36人は死亡し、

其人自ら共分に非ずしてf長選者の邪 遁の時迄lま可とするも、一方審ん 4人は安稼に生活 し、 6人は倫自己の

B留になりはせぬか、他人を以て代る ても一方迷惑するが如き場合lま世 5手働にて活動 し、 残 りの54人は他人

事が笑仕事の震にも亦世の中の集め 話するものではない、私lまf幸ひ思 より救助を得て生命を聖書いで居たと

にも善 いのではない乎を反 省 して見 師原野先生の膝下に: i I < く師事した 云ふ、讃者各位、自己を顧みては如

ねばならぬ。死ぬ迄飽の事も知らず 関係上、就破口の幹施も徴百人に 何なり哉。

名手IJ の絡に働 〈人が あるそれがまL人 還し、叉嫁刻も 5.60組に及び概ね
7. 慎むべき老境に入ると出る鱒

の主義とか'(An_ ，j とと云へばそれ迄であ 相互共に至宝長である事は愉快に浴
頑主主、強情、一徹、短 祭、向つ腹

るがそれでは人間の品格が乏しい様 へない、尚之害事の人遣は奨後続ね
立て、強慾、頭出血首長炉、愚痴、怒鳴

に思われる。菅に金持の隠居の如き 親威、友人、和己とし叙交が篤〈
後き喰ひしんぼ、惑癖露' 母、自己の

は帯:J i、骨益、茶の湯、諸I出、仕舞 成る
昔自慢の繰り言、若人に任す雅量を

詩歌字の逝祭に時と金とを費し 、或 8.  j神社や{ 弗閣への著書湾、宗教並に 出さず して法を越す、自己の駿退を

は温泉廻り放行等に日をi ' s って滋封建 盤史の碗究、若〈ぽ信仰lま安心立 倍らず し若人の室主主主を無視艇視する

三日未に浸 て居る 人もあって結情な身 命 で あ れ 極 味 的 で 愉 快 な も の で 斯く して物々皆厭怒捻離にして消極

分であるが、 常に働いて居る人々や ある。斯〈云ふ私lま天機一事 に凝 的孤淘の生活に入る傾向あ れ 而 し

物 を持てる入荷の立場に成って見る リ過ぎて極味の持合せの少ない事 余は有難し勿慢なし 、同業の大字は

とそれ丈ては甚だ申謬がない。而し lま今更ながら物足らぬ! 窃じがする 既に幽冥を異にする今 日、人我を呼

或る種の人主主は従来の i激務を念 l亡去 尤も園事妻、将棋共飯も喰わず夜明 んで一巡以上十四五オもI者 〈見え る

る時は健康に筈があるからとの辺自 ても互識なら好であるが甚だ弱い と一無論10オ、20オは五十歩百歩で

で何時迄も主要な地位から退かない 下手訟ので人前では遠慮である。 ある と量生も 、此の15年而も! 日の病

5障が見 ても掛替の無い此の人でなけ 只以上 の如き事は大慢は犠牲的紛糾 欠な く、天命を+ 吾リ怠がら明るく愉

ればならぬと云ふ人 は叉格別である のー捕に して他人に迷惑を懸ける事 快に天職に動んで居る、但し一寸お
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断 りする 此原稿認めた後に外痔核手

術 して三週間入院 したことがある。

今や不安も恐怖、悲観も腹立も恨み

呪、飯事Eも愚痴も費聴い。更に食餌lま

何r : 喰て美味いのである、決して今

生きE建て屠る司Eは取E達され、生恥、

死Iζ 温れの不傘者と lま恩わぬ。克〈

盛った勝者のー人として差し年齢 と

生命とが別個とすおぽ死の直前迄頑

舗で明る〈愉快!ζ 生きて居る事r : 念

固目する。 重量 し今日の斯の心境K 到達

せ しは決 して 偶然ではない、人情 苦

に起伏し ? と事駁回、諸事K 苦苦手 した

事、修養鍛練 した事、更に宗数的、

其他種々の積書、先径者の意見等を

倹総理院味する事が祭 し〈 今 もfお縦け

て居るが. 今や浮世の大自然を銚め

人遁を辿リ行〈 事正が有灘〈勿腫なく

恩オョお，る、 未だ底子で居るが、而し

別段、衣食住に不自 由 もな れ 不足

もせず、見躍をきもの、開度きもの、

食度いものも積まって来る 、我生き

なら が らに して銃K 極集浮土禰陀の

膝下に或は蓮華の撃に遊飛する胡蝶

の舞遊ぶ心地 と云ふも重量 し; 邑言と思

わぬ、極集浮土とは新機なものなら

ん平、和、は背年時代から金 K 不足を

感じた事が無い、嘘云へ貧乏者負惜

み云ふ勿れ と司自ける 人あらん、而し

私は決して而らず、邸ち ニ; g- . 徳翁

の分度生活に身を量て来た恩師から

斯潤 月鎗取の 「パロメータ戸」 とさ

れて居た、知人司こ lま厚震の全部 を

賓 らず常 に鯵裕を遺し て来Tニ事が愛

績 を寝 る原因となった。

8 .  人生. の清算 吾 総 製 鋼 所 主 清

岡氏談

自分も 60オになったが、 ツラ ヘ /

人生を回顧 して見ると人間の生涯に

は三 つの時期がある様だ。生れてか

ら20オ位主主は親K 号室はれたり、感校

へ入 っていろいろ教へて貰ったり 、

凡て世の中から自分が賞ひ受ける一

方の生活である。 それが20オ頃から

は就職 して祉舎で働き 、それに封 し

て報酬を貰ふ、・新 して 50オ位迄は自

x  6 4  

分が働き、一方それに封する報酬を

: l I t : ふのだから 、取り分とやり分が等

しい五分五分の生活である。 B包が50

オ以上になると「人生五十」と云て此

の溢で一生涯の生活の決算をしなけ

ればならぬ、扱決算をして見ると生

れてから 20オ迄に貰ふ一方であヲた

然め、其時の{ 昔が残て居る筈だ、50

泡ぎたら此の債を返 して行かなけれ

ばならない、そ う考へたのl ? 革Hま先

づ其一端と して百高周寄 附して城東

区に工業経校を建設中である。自分

には大 した金はないけれども、死ぬ

迄には子供の頃の借を :全部批舎へお

返 して程度いものだ云々。アメリカ

では 「カーネ ギーJ でも「ロック 7

エラ- j でも数十億の金を 持って居

たであらうが死ぬ迄には大方公共事

業に 出 して終った。 ア メリカでは金

儲けはスポーツだ と云ふ、うんと儲

けたものは一等賞 であるが、ーレ ー

ス済む と 「カップJ を返す様に儲け

た金を枇舎へj g して終ふ。乙れがア

メ リカの金儲け道徳ら しい。

峨過と飲過と持遁 lま蓋し短命と知

れ、 の言葉 もある。西郷南洲の 詩に

幾度か辛酸を慶て志始めて墜 し、 丈

夫玉砕瓢金を恥ず、一家の遣事人知

るや否や、 JG孫の銭に美回を買はず

又細川額之の誇に日〈 、人生五十功

なきを悦ず。花木春過ぎて夏巳に 中

な p、満室の蒼蝿掃 へども去り 革詳 し

起て僻楊を 薄ねて清風に臥せん。

9. 老境人の健康法

一言にして云へば60オを老人と呼

ぶ、若返り法の言葉は近年往々口に

する人あるも良の若返り法は不 可能

である 、気休めである只健康維持法

と云ふ事である。昭和 3 年以後平均

年申告日本人は 45オ。若し子供の死を

l徐けば60-6: >オ、 70オ普通と云ひ得

る、 6. 70オの自然死は甚だ少い、日

常生活は一般軟い物を喰ふ事、目旨肪

物をー除け 、i盗設の酒は可なるも ;恩恵

は有害無主主である。老人の死亡は冬

季に多い と云ふ、必ず毎白便通を整

へる事、服部の血液を循環ナる事、

朝早〈 屋外散歩する事、運動は 5 分

間内外に呼吸が平等に蹄る程度にす

る事、入浴は適度にやる 、煩問機悩

は不可なり、食糧は2000カロリー位

にて可なり、普逼食料とは蛋自性粗

食一般の馳走多〈食わぬ事、大獲を

出す事、祭織する事、心記や取越苦

労は禁物である 。

10.  老人の健康十訓

長生 したいのは人情の常、扱然ら

ぼi Si f! 撃を i&l 1 < : : 人が如何にすれば健康

で朗かな告書生を主主り得るか、 フf(: のエ

ドワ ー ドボルツ博士が遊表した健康

十訓があ る、左の如 し

l. 食事は手控に果物を多〈燐るベ

し

2. 毎日少〈共 l 升の 7J c を飲むべ し

( 之は偶質に依る〕

3. 身E豊、精神、頭脳、感情f ' C必ず

一定時間の休養を奥ふべ し。

4.  努めて苦努を忘れよ。

5. 高血摩の原因たるべき憎悪と嫉

妬の感情を抱 〈勿れ。

6. ユーモアを失ふ勿れ。

7.  努めて幸まい亥人を作れ、然らば

教へらるふ事かるべ し。

8. 毎日智能の向上を期ナベし。

9. 可能なる限り成汎の談番に努む

ベ し。

10. 決 して隠居すべからず錆び付 〈

より勝滅の方がまし。

11. 心身命鍍錬( 蚤. 逮)

生命を長森にすること偉業は長謀

者に依て憶に震 し遂げられる。否人

の死を自然の死と不自然の死とのこ

っvc. JJIJ ち、自然死は老ー衰の結果何日

とはなしに自然に死に到るもので生

あるものは減す. の自然法に貝1) るもの

である、不自然死とは定命を: 金」ト し

ないで不慮の原凶( 天災、地望号、傷害、

病気〉で死亡する者 と云ふのである

65オから 100歳前に死亡した人々を

調べると 100人中で自然死は5人強で

殆んどのほ不自然死である 、故に吾

人は不自然死の原因を除て無病で長



軍事する鍛錬が肝要 である、人聞は何 〈信念なき者lま何事 も. し得ない、

オ迄生きられるか と云へば 100オ 以 弱身に付け込む厄病紳て病魔 lま虚弱

上の 存命がある 、勿論瓦と成 て重量る な 身 胞 を 好 む 、 虚 弱 な 身 濯 に lま疾

よ P玉と成て砕け よで、 職務は身命 病、蓄悩、短命、不運、凶事等と云

を賭て銘さねばならぬ、仮令今死す ふ 嫌 な 事が ｾから次へと ｾ て来る 、

にしても 100 歳の喜革命は何のその と 疾病の治療 も身訟の剛彊も精紳の健

云ふ長森を臨してとそ主主いのである 会も生命の長穣 も立身出世も事 業の

120 設以上は稀議と して考へてよい 完成も其の1 I T，i ! ; 般の事lま自 信信念と

40オから 60オ迄は批年期で人生に於 費質的の心身命の健全に依て初めて

け る最も元気ある時期である 、世 人 話量行さ る‘ ものである。
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は50オ が署革命で5. 60オの人を老人等

と云 って居るが如何に大なる間皇室で

あろう。 40.50 は背年者、 人の盛 り

は7.80彼の世から若し迎へに来た時

は99迄は留主と云ふが如し。宇宙視

は我の立場に依て厭世板、楽天板、

調和観等に依て相遣を生ずる。精紳

的方面から見れば吾が心が祭しいか

苦 しいかは此世が祭 しいか苦 しu、か

に依て別る L 。金殿玉撲に住 んで美

衣美食に飽 〈も心、が僕悩なれば地獄

なり 。竹 の柱に茅の屋根手鍋げての

生活も心楽しき時は極祭の生活であ

る。悲観的の人には一切高事が悲観

の種 となり消極的となり 、然観的の

人 には一切蔵事が幾視の種 となり積

極的となり大衆的となる。儒生命的

方面よ り見れば20オの老人もあり w

オの 青年もある。不老の自信ある者

は老ひず長命の信念の闘い者は長毒

する 。人生僅か50年7.801ま古来稀な

り等と云晶、消極的の意気地なしは長

生きは不可能なり 。百オの事命何の

そのと云ふ憲章Eが必要以リ、自信無

12. 長生の{買値

人間の長生 K は二種のw. : 別あり 、

一つは還暦、古稀、著書革、米苦手 と生

命長らへるのが普通に云ふ長欝の喜

びと誇るのである。今一つは一日を

二日にも 三日にも生 者ー年を五年に

も十年にも生かすと云ふ長害事法であ

る。? 向、極的に云へば時間の節約であ

り、 積極的に云へば時間の活用で経

済的である。老朽衰弱の身を 以て長

苦手は敢て誇とせず。覇軍峰翁叉目 〈、

人 間は長生を欲するが老人 とな る司王

を欲しない余寧ろえき人と成た事を! 感

謝 して居る云々。 方今は老朽よりも

箸何が甚だきEい。若朽は事物の総験

を] l 慨して速断する事を常とする。

支那の仰統一枚看板とは不老長生に

して出 来る丈働いて財を得。色# 珍

稀な材料を集めては回春強精の滋養

味食を擬牧 し、 誰よ りも達者で長芸事

を計る事を 4000年来一筋に2走行 して

来た悶民なりと云ふ。余は憂」、昨今

老齢者に劣る若朽者亦甚だ多きを遺

憾と昆す。

長命はたど働 くに し〈 はな し、 流

る ［ＧＷｾ の腐らぬを見よ。

人生僅か五十年。永い浮世に 短い

命。首に掛けたる人形新。偽 出そ

うか鬼出そうか0 ・みんな己の心か

ら。

13. 死生の悟リ ( 吉田松陰〉

死生の悟りが倒けぬ と云』ふ、は。世僚争

り至 Ａ，股 ｬ股 ｡ 故言詳干羊，ｾ に］云はん 。 Ｑげ ＷＮＸ の 死が ｦ

しければ3刈0の死も惜惜' しUい、¥、8. 9刊0.1川0∞0  

に成りても是で足りたと云云ｾＮＡふ、事な し

何主年芋程主生主きれぼ祭が済む;事事か。浦島

や武内街摘も今は死人なり 。只イ白夷

の如き人は。周より E妻、庭 、宋、明

を線、滑に至りて未だi成せず と云ふ

脅 し笛時太公望の胤K . ! 感じ て西 山 に

餓死せずば、百迄死せず とも短命と

云ふべし。人間は予lf か腹のいえる殺

な与を遣って死なねば成仰は出 来ぬ

そ司

親はな し萎な し子なし版木な し金

もなけ れば死た 〈もなし等の句もあ

る。

吉正!!i K 汚れた路傍に土下座1 ) て物

乞ふ人の手足が摺子木の 如〈 腐蝕 し

で も狛死切れぬのが生の執着である

一寸 の虫にも五分の魂と云ふ。此裁

が肉鐙を支配 して活躍 し度いのが本

官官である。生は何故新迄死を怖る』

乎契れは外てない臨終の蓄を怖れ死

後の世界が不明てゐるからである。

偽教では云」ト。人間は善奇行者は

秘策海土に。悪人は地量産に普通人 は

幾度でも人聞に生れ裟主きに於て修行

すると云』、。而し義行に自信なき者

に於ても左記の如き事食を聞けば安

心である。心痛する勿れ。人聞は死

の直前には赤子K 返る と云ふ。

I=' ユー ヨーク J の町豊富者 ウィリア

ム ・オスラ ー氏が、 とても助からぬ

と云ふ窓 、 者 ＵＰ Ｐ 名に就て注ｾ深い心

理概要員を行った統計に依れば其果は

500名の内、死の瞬間に苦痛を訴へた

者90名、不安の気持になる者 11名、

恐怖にかられる者 2 名、精紳昂奮す

る者 l名、悔悟する者 l名で後 395 名
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は何等の心理的異常を来さなかった ナるに結果は漁期に反して失意不 3 t の勇気も無い、浦町{ 近持動海大息

そとでウイ F アム先盛岡、人間が死 量債の こと多し。 教授である源木老師の調叡俸が商白

ぬ時は睡眠と忘却の心理欽mて恰も 此の矛盾は人生の事貧にして大自然 〈なヲて来た。悪口屋同《ト. ，. .......... 

生れたての艶完と間- I O哩 獄 態 に な の西日剤で洋の東西、人種の官官白、慾 谷も廊門を薄手る時が*k。匁携緯線

ると。先づ確 信無 〈とも心ｾはなし の. 淡にも菊〈も人類に主すして獲ひ 乎野狐部乎勝1 t 口画質事車も未だ漸〈門

御製に 蒸れる運命で、今後幾百高年経過す 前から硯〈小僧の格である。自信も

なす事のなくて終らぽ世主に長き るも蓄量らぬ原員I j である。 な〈解股も出来ぬ内に早や近附いた

齢を保っかひゃなからむ 之が打開を 宗教家は左の如く教へ 地獄乎経費院乎日暮れて逝遣しの感が

14. . . の見た人性の矛盾 て居る。 ある。而し之れ丈は間違ない。人の

人生に種々の矛盾がある此矛盾を ¥. 数汲神遂では 、領、災、開、蓮 死は泣いても笑つでも逃げても定つ

検討して液除事。 2. 基督教では 、畿、梅、媛、現。 て も更に忘れて居ても洩れな 〈一度

1. 人は常に占量生不死を要望するに 3. 係数では 、軍事、温、問、+ 否。 は必らず襲来する。

結果は王監郊に反して死に遷る。 である。 泣いて生れて苦努はしでも

2. 人は常に祭痢息災を要望するも 此等悟( 解股〉の謎を関〈のは輝 笑ふて死ぬのが人の溢

結果は事最期に反して病振に漏り災 門を1 f T ( のが最も至使で捷級である 取止めも無〈執筆する内原稿〆切

騰を受{ 。 と思』、。而し未だ邪念も去らず生臭 の通知を受けましたので結論も無〈

3. 人は常に. . 名誓の長久を望書皇室 味も残って 居るの乎投道に耽溺する 之れにて甚だ失強嫡筆す。
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て竺今 丹 ｊ ・ 府ＢｦＩ ， ｔｴ オ ｩｊ ｊ Ｍ 何叫 ｊ りＺ［ Ｎ ｾ Ｇ押 収Ｎ ｟Ｇｬ ｾ ・ ｪ

窓 会 ｾ ｩ Ｚ三

ｾ＠ 長

槍 皮 正 問 氏

昭和 16年，8 月30日舎員檎皮豆隅民

病 を 以 て 長逝せらる。千台] に哀悼にき祭

へ ずま互に照宵と略援を偶げ議みて弔

意 を 表す。

1. 大 IE14年 3 月大阪市立都 島工業率

校建築科卒業

1. 同年 5 月栴t 戸高等工業皐校建築 f'l

助手被命

1.昭和2平4月紳戸高等工業勝校建築

利 入感

1.問う年3月同校卒業

1.同 8 年 10月犬 阪市役所管絡諜効務

今 日に至 る

1. 同 13年 3 月14日日 本建築協令々貝

に入舎

l. 昭和 16年 8月30日佳子与直涜口町402

にて 逝 去 、享 年35オ

常 務 曾 ( 第 16回〉

l時 8月18日午後5時 -- 51侍405}

所 倶楽部議

出席者 理 事 井 上即j 令長

常務 i也問主自己、北垣主ae.

中西主記 、薮中主記

松久保主計 、大 F編

輯 ‘ 小 林編輯:、宿井

編将

談司王

J， 住宅炭幹事合J夜放ニ! 銅スノレ件

時

句?

常 務 合 〈第 18回 〕

型月8日午後5:時- 6時30分

陳列場

事
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山
古

今

J
b
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J

a
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抑

制

l 七月分合計報告

2 建築聯合協議委員合総的報告

3 山也玉 、I徐泳報告

常 務 舎 ( 第 17凶〉

I1手 9月 l 日午後511りO分- 61時30

分

所 陳列場

出 席 者 理 事 片 l河合長 、井上高Ij合

長

監 事 鈴 木 監 事

常 務 池 田 主 記 、玉置主記

薮中主自己、桐本主計

芝国 主計 、松久保玉

計 、大下編輯 、小;t.f'.

編斡 、明労・編輯

議 事

1. 九 月例j 合 ニ陶スル{牛

2. 記念事業頂目 都市 武装幹事合 =

提 出 }J f t i . 額/ 件

3.記念事業記念史編築幹事合総主主

要求/ 件

4. 新組 嗣j 第一部舎ヨ リ委員委強方

要 求 / 件

5.合員名簿調製= 閥ス ル件

6 念 日本科製技術闘継聯合舎= 凶

治: / 件

7. 合員詮衝

司品 作

l. 口本局星術蛍終合花ニ務71<組守リ

闘志: ，H! 'i Ｏ￭ｾＧ＠

2. 出従 、悠徹 、i徐i家報告

議 事

ｵ 劇早知ｾ ! 段演習参加ニ脇スル件

常 務 曾 〔第 19倒 J

時 9月15日午後 6 J守- -- 時 30 j }

所 間設五五

出席者 理事井 上 刷 ｾ 長

常務 i也国主記 、北垣主百己

玉従三回 日、中西主自己

薮 中主自己、 柄本主計

芝 国主計 、松久保主

計 、大下編輯 、小 林

省司斡 、・智弁編総

議 事

1. 閥民j除手書組合加入/ 件

2.住宅改良曾ヨ リ懸賞募 集設計l剖

案借用方市越シノ 件

3，新機制第 2 1都合ヨ リ委貝委帰 }j

要 求 ノ件

4. J 空爆演管制査委貝委鳴= 胸 スル

件

5. 助手鯨職願 出 ノ件

6. 曾員詮衡

報 告

1.1'.( !暴証言淘参加l超自報告

2. 都市武装幹事舎ヨ リ記念事業 ノ

件回答

3 記念事業経過報告

4. 建築事研究綴刊挨拶

5. 淡洲閥ヨリ寄贈聞書受領ノ件

6. 大阪府建築課長ヨ リノ寄贈問書

受領/ 件
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，. 堺市役所ヨリ寄贈薗書受領ノ件

8. 八月 分舎計報告

9. 出征除隊報告

10. 住宅展設計図案入選考報告

記念事業総事舎 ( 第2図〉

時 8月16日午後 4 時 10分- 5時

30S}  

所 陳列場

出 席 者 幹 事 長 井 上

幹 事 岡 田 、中西 、松久保

薮中

1. 資金募集ュ闘スル件

1. 常任幹事下記ノ遁リ決定

問岡 、須 賀、鈴木 、中西 、松 |  時

久保 、松本 、監中 、山脇 |  所・

1・. 懸賞図案審査= 閥スル件

1. 出 品住宅勅誘= 閥スル件

住宅展審査曾( 第4回)

時 9月2 日午後 5a寺ー 10時下O分

所 陳列場

出 席 者 幹事長 中西

幹 事 |勾問 、 阿部 、 小 林

( 済〉、小体〈三〉、島

田、鈴木 、増井

1. ｕｩｬ￭ｾｪ［ Ｑ 組案 Ｑ Ｐ Ｕ 駄ニツキ Ｇ 主査ノ 結

呆曾 Ｎ ［ｾＮ " 7以テ 主主表ノ ;盈リ入選者

決定

住宅展座談曾 Ｈ第 ｾＮｉｔｉｉＩ

9月4日午後6時 - 8時30分

陳列場

配念事君臨勝司E曾 〈第3回) I  出 席 者 幹 事 長 中両

時 8月23日午後 一; 時 : 0分- 5時 |  幹 事 岩 佐、! 尚問 、|伺部 、，

30$} 

所 陳列場

出 席 者 幹 事 附 図 、須賀 、竹腰、

中西、松久保、薮中

山脇

1. 関念事業項目ニ閥スル件

1. 経費要求ェ閥スル伶

u 基金募集= 捌スノレ件

記念事業常任車字通革命( 第4回〕

時 9月 i3日午後 4 時- 5時30分

所 陳列場

主 席者 幹 事 長 井上

常 任 幹 事 須 賀、松久保 、

山脇

1. 副幹事長下記/ 遁 リ決定

中西、松本

1.事業項目= 卵ス ル件

u 背負業並建材関係 招待ニ 閥 スル

e件

1. 資金募集ュ闘スル件

1. ;爆郊演習雪参加= 蹴スル件

小林( 清〉、小林( 三〕

耳富山

1 . 懸賞闘案審査/ :結果入選シタ ノレ

園祭ニ閥シ各員 ノ批卵j 的意見附

|凍

記念史編纂幹事曾 ( 第 l 回〉

I時 8月22 日午後 5 時 ':0分- - ( 時

30，台

所 陳列場

出lお 者 幹 事 大 下 、1，l"uHl 、小体 、

宅井

出 席 者 幹 事長 池 凶

常任幹事 矢 田

幹 事 野 中 、松久保 、選回

吉田 、若 山

1. 新興費材展示合開催= 側スルイ牛

鶴市武接促進勝司匹命( 第7回〉

時 9月3 日午後6時 - 8時30$}

所 陳列場

出 席 者 幹 事 長 泊 関

常 任 理 事 弁 上、竹内

幹 事 桐 本、吉田 、樋口 、

書留弁

1. 講演曾開催= 閥ス ル件

1 . 有事ノ際ニ於ケル協合員動員計

鐙

l 防空壕築法指導ノ件

郵市武装促遜総司1 . ( 第8回〉

日寺 9月13日午後 6 時 Oi) ー7時

30分

所 陳列場

出 席 者 幹事 長 池 悶

常 任 幹 事 井 上、竹内

幹 事 柄 本 、吉田 ' 寺閥 、

的場

1 . 1 空爆演習ニ調査員選出/ 件

初科委員曾 ( 第 15回 〉

f1! i・ 9月11 日午後 6 時一8時30分

所 問書室

1 . 記念史編纂大綱方針= 闘スノレ件 |  出席者 委 員 長 松 久保

記念史鍾纂総事E曾 ( 第2回) I  幹 事 榊
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編

湯

り

陳

斡
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ミ

列

念

陳

者

記

席

ト

時

所

出

委 員 後川、 遣問 、矢代

l 木材品等規絡中古j [ = . 鵬 スル成案

エ付再検討

新聞制第一節曾 ｃｾ ｉ 回〕

時 8月2! 日午後 5 時30分- 8時

所 陳列場

時

所

Ｘ 月 ＱＹ 日午後 Ｖ 時 ｾ ｏ 分 Ｍ ＸＱ 時 |  出 席 者 主 査 玉縫

陳列場 |  幹 事 竹 内

住宅展隊司 ｬｾ 旨 Ｈ第 Ｓ 図Ｉ I  出 廊 者 幹 事 長 池 悶

時 8月28日午後 6 時一8時30$} I  ] 幹事 小然 、松久保 、若 山

所 陳列場 I  1. 次回催物ニ閥スノレ件

出 席 者 幹 事長 中西 |  陳列場総事曾 ( 第 11図〕

幹 事 岡 問 、 阿 部 、 小 林 | 時

〈清〉、島問、増山、

松 久保 |  所

x  6 8  

9月9 日午後 6 時20分- 8 時 |  時

30:)} 

陳列場 |  所

委 員 村 野 、吉岡

1. 官民草建築の機 ;織改革ニ鞠ス ル

件

聖書腫制第三郎曾 〈第 l 図〉

9月5日午後6時30分- 8時30

分

倶集部室



出席者 主 査 川口

幹事 伊 藤

委 員 桐 本 、楠 瀬 、櫓井 、

選回

l. 官民量管繕新位 制案ュツ キ検討

. . エ自E 曾 ( 第2回〕

時 9月19 日午後 6 時 一8時30分

所 陳列場

出 席 者 主 査 川 口

委 員 綱 本 、楠瀬、選閏 d

石l崎、加 藤、楠岡 、

坂口 、塚 本

l. 官民忠告ま繕 ト併行= 公共闘骨量及合

最 土 方面笹絡ノ新鐙市 ｉｊｾ 検討 ス ル

コト 、ナ リ各 私 案 7 持チ寄ルコ

ト

新間制第三宮S曾 ( 第3凶)

時 9月18 日午後61辱- 9時

所 陳列場

出 席 者 主 査 池 田

委 員 秋 図 、 津 田 、矢 木 、

叡中

1. 設計部門二於ケノレ封内外的諸問

魁ノ討議

新組制. . 図書E曾 ( 第 l 恒J )

時 8月21日午後 6 時 IS分一切寺

30Jj. 

所 竹中工務庖総接室

出 席 者 幹 事 伊 東

委 員 弁上、 岩 尾 、岡本 、

木 村、小西 、清水、

凶淳、松 久 保

l 本部 曾= 於テ坂上グペ キ具視楽

= ツキ各委員 ヨ リ意見開陳

. . 四 飯 倉 ( 第2凶)

時 9月8日午後6時 一8時305.r

所 竹中工務応隣接室

出席者 三主 査 渡 部

時

所

幹 事 伊 東

委員 労・上、岩 尾 、木 村、

凶棒 、松久保

1. 主査ヨ リ拠 出 / 原案検討

第 四 古 都 合 ( 第3回〕

9月19 日午後6時 - 9時

陳列場

出席者 主 査 渡 部

幹 事 伊東

委 員 岩 尾、岡本、 木 村、

小 西、清 水、松 久 保

1. 統制j 材料 ノ記 給 決 定 ト配 給 方 法

ノ簡捷化= 閥スア件

新闘再評j第 五 郎 舎 ( 第 l 回〕

時 8月22日午後4時 - 6時

所 陳 列 場

出 席 者 主 査 松 本

幹 事 谷

委 員 伊 藤、大 下、 岡田 、

岡部 、北題、中西 、

野中 、坂 、古 塚、薮

中

1.各委員/ 意見開陳 7 参考ニ次阿

マデ= 具慢的事項 ヲ考究ス ル コ

ト

郷 軍 部 舎 ( 第2回〉

時 9月! 日‘ 午後3時 - 5時

所 陳 列 場

出 席 者 主 査 松 本

幹 事 谷

委員 井 上 、阿部 、中 西、

野中 、吉塚 、堀内 、

薮中

l 建築技術圃骨量 ノ併 合 統 一 = 開 ス

ル件

新眼制官巨六書J l 舎 ( 第1図〉

時 9月3 日午後6時30分 一8時

所 倶集部室

出席 者 幹 事 篠 原

委員 竹 内、永瀬 、野地 、

山 口、鷲井

l. 時官= 邸機スル建築技術者/ 養

成= 測スル件

l 建築知識ノ大衆教育 7 如 何 エ 指

君事ス ルヤノ 件・

新組側' 富士郎曾 ( 第 l 回〉

時 8月22 日午後 l 時30分一4時

所 陳 列 場

出 席 者 主 査 佐 藤

幹 事 奥 村

委 員 大 西 、七 僚 、山本

1. 建材ノ無駄排除並 ニ改良方法等

= 鮒 スル訴究ノ件

第 七 官 事 舎 ( 第2回〉

時 9月10日午後 l 時一4時

所 陳列場

出席査 主 査 佐 藤

幹 事 奥 村

委 員 大 西 、河 帯、合問 、

七僚 、島問 、山本

l. 屋根材料ノ内 ス レート = 閥 スル

研究

新聞制第八世E舎 ( 第 l 回 〉

時 8月18日午後 l 時 30分- 3時

所 陳列場

出 席 者 主 査 浅 海

幹 事 披 口

委 員 内 図 、永田 、伴

1 . 笛郊曾構成部門 ノ在来ノ; 機有事内

ユ於テ改菩 7 婆スベ キE占= 関シ

審 議

第 八 世11. ( 第2回〉

時 9 月! 日午後 l 時一 3時30分

所 陳 列場

出席者 主 査 浅 海

幹事主主 口

委 員 内 問 、f午、藤閥 、山

内、山 口

1. 浅 海 主 査 手 許 = 於 テ 各 方 面 / ;蛍

見 ヲ 綜 合 / 上原案作 成ノコ ト

第八宮ｾＮＮＮ ( 第3回〉

時 9月15 日午 後 l 時 10分 - 3時

30分

所 陳列場

出 席 者 主 査 浅 海

幹 事 減 口

舎

委 員 内 問 、永図 、藤岡 、

f字、山 内

1. 本 部 曾 トシテノ 意見寂縫メ 舎 長

= 答申スル コト = 決定

曾 員 動 静

.. 
el  

員

秋 山 圭 君 旭 恵 新 森 小 路h t 3 の

}2  ( 大阪 府聖子察部建

6 9  x  



築課)
( 野村f言耗株式合枇 川 端 奥 喜 滋 君 満 洲 岡 本 渓 湖T官康 徳

阿井 ｩ￮ｾ 三君 兵庫県高伊汁市北村臨 不動産部〉 直盛 ilff 街 2 煤銭公司

島組作業所内( 鹿島 平岡 Ｎ ｾ忠君 神戸市林田区対話沼町 最士宅うの5 • 
組) 3の84( 日本火 災保険

材主5 修 君 紳 戸 市 兵 隊 医小 河通

宮康 保金 宏 兵 庫 l係伊丹市北村大 株式合 j社紳戸支!古〉 8の68

阪機工営繕課( 大阪 ｾｉ 吋 照主性君 西宮市 川西mr 23の l
馬 渡 岩 夫 君 凶 宮 市 産 所町57

機工替繕科〕 〈ライ トラパー工業
藤 井 康 元 佐 君 紳 戸 市;休閑直池図字

時 国 令 ニ 君 神 戸 市須周母国東垂水 合資合社 〕
件 三郎55の l

直 l う( 兵庫娠後務部〉 普通賛助 言

小劇 l順朗2吉 東舞鶴市五隊海岸字

上山 一良11君 坊 市 街 院 国T商 4 丁 山内 藤 君 北 区 中 野 町5の50C銭

首if34清水組見{ 舞鶴出

骨日 忠 夫 君 京都市 東 山区柿l町通 高組〕

張所

大泉町西入竹島俊太

' 昔話事良一君 東 成 甚 大 今 塁 本 田f

曾 J
郎方( 京都府経務部

l の651

前士寺謀)
司・、‘' 、F 相内包

内重量 売 ー 君 横 波市磯子区森町(. 2

中村 l郎 経 君 前1I戸 市 灘 W; WfJ後 Ilt T

曾 員 l 間ノ関

2 の13 C長谷部竹緩

阿国愛ー君、脇山英三君、牧野源次 今泉 1聖君 布1岡県系若松市三内町

建築事務所J

君 、水谷正男君、伊藤一郎君、i同船)ー 2今泉首長三郎方

地 方 曾 員 武夫君 、野田武雄君 、村野成夫君 、 金 尾 辰 雄 君 旭 区 新 森小 路 中 3 の

小倉 E時刻t 宮 馬山府都l町! の8 CfXi 森本義雄君、吉村政治君 120 

710 k カ 電 気 株 式 合 地 方 合 員 小山源次郎君堺市 ｾｉｩ Ｇ 綾 ￭ ｏ ｛Ｓの ＱＲＲ

祉) 岡本悶馬君 長津 武君 紳戸市兵庫県革路' " 要員

刷 国 軍能人君選南市清水! 庁 3 の 6
特別賛助 員 部建築線

住吉温内〈住吉組 J
13f 野x l ¥津治君、盛岡l順三君 、i諸問 wl rsi 谷 嘉 秋 君 東 京 市 勉 町 直丸ピル

竹本 態 治 君 三 手 勝北 牟主郡聞記 索 、宮倉英男君 、片尾吉次君 、須前 8 階三菱地所株式曾

町・前大和l官官( 第一相
議太郎君、津田常夫君 枇 建 築 課 ( 勤務 先鍵

互住宅株式合枇〉
普遜賛助員 夏〉

三首 長話久君 主益 南市議町 l の;; C位
常国喜次郎君、服部保有

黒岡 忠雄君 山 口懸徳山市武田町

吉範〉

山九芸E犠舎量士徳 山支

吉 本 徳 夫 君 京 義 本 線 馬 l白際朝鮮
J古内

浅野セメン ト腸 山工

痢 Ei 滋 君 吹 岡 市 商 泉 町3322

場時言設工事京城土木

命 員
寺 石 昆(IE君 呉 市 堺川J庖3の6守 口

合主主舎社馬( 白出張所

立木十 十六 君 佐 世 保 市 依l町 326 佐 ｾ育方

内 ( 朝鮮京以土木合

世保I I f j 1 J l 第一戦只街
i波 江 悌 夫 君 豊 能 郡 南 豊 島村大 字

空基舎最士〉

合内 原田 774

特別賛助員 弁 上 位 一 君 仙 台 市 勾 首 台 遡 際 機 wi 淑 初 夫 君 吹 回市千里 山住宅地

山島 庄通産君 西宮市今津高潮 100 構内住宅管闘仙台支 383 

( 中島組〉 所 梨 本 祭 ー 君 堺 市 錦 綾 町3の132

山下 忠 一 君 此花恵四貫島悔香肘f 柳原 一君愛知県系知多郡河手11町 谷 村 忠 一 君 奈良県草生駒郡北倭村

5  C朝 日 土 地 建 物 株 時志 、榊原源兵衛方 字Z吉山

式合枇〉 日野 iIt;.好15 名古屋市千額直間代 毛利 高 明 君 支 那 汲 遣 軍 総 司 令 部

井 本 恨ー 君東区北詰 ｾＴ の ＳＸ 安岡 町字期制 122
第 7 盟主総理部見習土

信託株式合前士内〈安 飯 田 祭 ー 君 京 城 府 西1] 、門町51
官

同信託株式合枇不動 者 ，体 源 蔵 君 京 都 伏 見 中 部 第41官官 務口 種雄君 i前洲閣興公北省海位

ｾ部 〕 除木村i象8耳王
飼 i満洲第4015部 隊堺

回中 安太郎主主 三 島郡春日 村 下穂積 * ょ 亥 太 郎 君 旭 直 中 宮 町227 隊 ( 7 )  

)( 7 0  



地 方 曾 員

小順 悶 雅 之 助 君 佐 世 保 市 潮 見 町79

早川 健 次 君 和 歌 山市高松182 単

川敏方

石湾 昇 君 東 京 府 西 多 摩 郡 稲 生

村浅沼組出張所内

辻 殺 君 北 麗 浪花町 16

斧 灯ＧＮｾ君横須賀市久製前内川

新回在浅養沼組出 d厳長所内

倉周 Z重主 t雄維非佐.君 E彪詰鬼島一県勝手

町図紳上野

深田 操君 ー下関市E車両首F 閥保線

事務所建築掛

恵美 保蔵君 金 津市仙人I I 1r I Oの3

三 好 傍二君 山 口l豚熊毛郡阿月村

字合中鹿島組出張所

井上 稲大助君大分 市新川 賞 ｾｉ｛ ガス

曾最士袋

谷口 治郎君茨城県幸、日立鎖山大域

院 役 宅 ¥0の l 谷口宵

三方

提 四郎君言 i満洲開通化省公選1 ! l :

業除; 建設科建築股

保 木本信二君 吉体市外小盛漏水力

電気古体工程民主

樹海喜久太郎君 東京市京橋区資 l町

清水組本応内

梶 浦 謙 三 君 成 島 理 系 江 田 島 海 軍 兵

感校建築部事務所

船 越 嘉 吉 君 布 施 市 上 小 阪 可 l の

788 

天井 勇 君 北 海 道 勇 挽 郡 苫 小 枚

町字ｾ挑清水組作 業

所内

前i元島奴太郎君 兵庫 l孫武庫郡瓦木村

瓦3体字柳井6¥5の l

清 水 長 郎 君 吉 林 省 主F蘭県，f， '(，f関街

蛍仁y [ 三道街 i前洲大

林組詰J i Jr

美 浪 徳 一 君 三 重 県 系 一 志 郡 番 良 州

回T八木工務庖出張m

村田重 太 郎 君 東 京 市 惣 回rWi 霞ヶ閥

l の2内務省法制，g 使

臆 第二課

背木 昌一君横証言市港北函奈良 III[

松村組作業所

特別賛助員弁 上 利 三 郎 君 満 洲 関 鞍 山 市 北三保

町 2 日産土木鞍山営

業所

君主回 荊l世 君 住 吉 区 天 王 寺 町3376

月岡方

普通賛助員
重村 博君主! f 津府浦頃貯f 鍛; 註局

清津建築区

粟 井 一 馬 君 布 施 市 新 喜 多 町 222
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